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この報告書は、島根県教育委員会が島根県土木部の委託を受けて、平成10年度 と平成12・ 13年度

に実施 した主要地方道宍道インター線道路改築工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたも

のです。

調査は、八束郡宍道町佐々布に所在する屋敷古墳群をはじめとする7つの遺跡について実施しま

した。これらの遺跡からは、弥生時代から中世にかけての集落跡や墓など多様な性格をもつ遺構が

見つか りました。中でも屋敷古墳群、長廻古墳群などで横穴墓が多数確認され、古墳時代後期の社

会像を解明するうえで貴重な資料 となりました。

本報告書が宍道湖南岸地域の歴史を解明する一助 とな り、広 く一般の方々が文化財について理解

と関心を高めるうえで役立てば幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり、調査に御協力いただきました地元の皆様をはじ

め、宍道町荻育委員会、島根県土木部ならびに関係者各位に厚 くお礼申し上げます。

平成14年 3月

島根県親育委員会

教育長 山 崎 悠 雄
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1.本書は、島根県教育委員会が、島根県土木部か ら委託を受けて平成10。 12・ 13年度に実施

した主要地方道宍道インター線道路改築工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.発掘調査を実施した遺跡は次のとお りである。 (職名 。所属は当時)

屋 敷 古 墳 群   八束郡宍道町佐々布3475-15外 (平成10年度)

鋤 崎 古 墳 群   八束郡宍道町佐々布2331外 (平成10年度)

足 頭 古 墳 群   八束郡宍道町佐々布3245-3外 (平成10年度)

長 廻 古 墳 群   八束郡宍道町佐々布3286-2外 (平成10年度)

海  部 城  跡   八束郡宍道町佐々布2525-18外 (平成10年度)

杓子観音 I古墳群   八束郡宍道町佐々布3262-1外 (平成12年度)

杓子観音 I遺 跡   八束郡宍道町佐々布3262-13外 (平成13年度)

3。 調査組織は次のとお りである。

〔平成10年度〕

事 務 局 勝部 昭 (文化財課長)、 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター長)、 秋山 実 (同課長

補佐)、 松本岩雄 (同課長補佐)

調 査 員 宮本正保 (調査第 1係主事)、 池淵 茂 (同調査補助員)、 角田 衡 (同 )、 中岡宏樹

(同 )、 原 和美 (同 )、 木下 誠 (宍道町荻育委員会主事)

〔平成12年度〕

事 務 局 宍道正年 (島根県埋蔵文化財調査センター所長)、 内田 融 (同総務課長)、 松本岩雄

(同調査課長)、 今岡 宏 (同総務係長)

調 査 員 宮本正保 (調査第 1係主事)、 岡本育子 (同調査補助員)

調査指導者 井上晃孝 (鳥取大学医学部助教授)

〔平成13年度〕

事 務 局 宍道正年 (島根県埋蔵文化財調査センター所長)、 内田 融 (同総務課長)、 松本岩雄

(同調査第 1課長)、 今岡 宏 (同総務係長)

調 査 員 広江耕史 (調査第 1係長)、 宮本正保 (同文化財保護主事)、 伊藤幸子 (同調査補助員)、

是田和美 (同 )

4.発掘調査及び報告書作成にあたっては、以下の方々から有益な御指導、御協力をいただいた。

記して感謝の意を表す。

穴澤義功 (たたら研究会委員)、 稲田 信 (宍道町教育委員会)

5,挿図中の方位は測量法による第Ⅲ座標系の軸方位を示し、レベル高は海抜高を示す。

6。 本書に掲載した遺跡位置図は、国土交通省国土地理院発行の地形図を使用 した。また、第 3・

77・ 93・ 105。 130図 は宍道町道路台帳図 (平成10年度当時のもの)、 第 4・ 45'94・ 106・ 131

図は、lMlジ ェクトが作成 したものを基にしている。

7。 本書で使用 した遺構記号は次のとお りである。 SI…竪穴住居 SD… 溝状遺構 SK… 土坑

SX中コ性格不明遺構 P…・ピット



8。 本報告書に使用 した実測図は、各調査員のほか杉原みゆき、錦織美千恵、渡部恵子が作成 し、

杉原、錦織、渡部、吉田典子、瀬川恭子、馬庭志津子が浄書 した。

9。 本書の執筆は第10章を除き、各調査員が分担して執筆し、文責を目次に記した。このほか第 9

章 2節五輪塔の頂は、間野大丞 (島根県埋蔵文化財調査センター企画調整係文化財保護主事)

が執筆した。

また、第10章 については、井上晃孝氏 (元鳥取大学医学部助毅授)に御執筆いただいた。

10。 本報告書に使用した写真は各調査員のほか、林健亮 (島根県埋蔵文化財調査センター調査第 1

係文化財保護主事)が撮影した。なお、図版89に 使用 した写真は、井上晃孝氏に御提供いただ

いた。

11.本書の編集は、広江 。宮本が行った。

12。 本書に掲載した遺跡出土の遺物・笑測図及び写真は島根県教育庁埋蔵文化財調査センターで保

管している。
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第 1章 調査に至る経緯

主要地方道宍道インター線は、国道9号線及び54号線から中国横断道自動車道尾道松江線への接

続道路である。

平成6年 3月 に松江土木建築事務所より宍道町教育委員会へ埋蔵文化財の有無についての照会が

あり、宍道荻育委員会は分布調査を実施した。分布調査前からインター線のルート上に、屋敷古墳

群、足頭 (あ しがしら)古墳群、及び鋤崎 (す きさき)遺跡があることはわかっていたが、その他

に海部 (お んべ)城跡など、遺跡の可能性がある箇所が確認された。

平成9年 7月から12月 にかけてそれらの箇所で範囲確認調査を実施した。 トレンチ調査を中心に

行い、遺構 。遺物の有無について確認を行つた。その結果、屋敷古墳群の向かい側にある丘陵先端

頂部のトレンチ内から石棺の蓋と思われる石材を検出して古墳の可能性が高まったため、小字名か

ら遺跡を長廻 (ながさこ)古墳群とした。またインター線のルートから外れていた鋤崎古墳群と同

一丘陵上では、古墳と見られる高まりが確認されたため鋤崎古墳群の一部として調査を実施するこ

ととした。なお、 トレンチ調査の結果、全面調査が必要な面積は6000� を越えることが判明し、宍

道町教育委員会では宍道インター線の開通予定時期までに発掘調査を終了することが困難であると

見られた。このため、宍道町教育委員会と島根県教育委員会の協議により宍道町荻育委員会からは

発掘調査員 1名 を派遣し、発掘調査は島根県教育委員会が主体となつて実施することとなった。

発掘調査は平成10年度に実施し、平成12年度には報告書を刊行する予定であつたが、平成12年 8

月、平成13年 9月 の三度にわたって宍道インター線隣接地で地滑りによる亀裂が確認され、丘陵を

削り取る工事が必要となった。このため、島根県教育委員会により平成12年 9月 に杓子観音 I-1

号墳、平成13年 10月 に杓子観音 I遺跡の発掘調査を実施した。

-1-



第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

この報告書に記載する屋敷古墳群ほか 7つの遺跡は、島根県八束郡宍道町佐々布に所在する。宍

道町は国内7位の面積をもつ汽水湖である宍道湖の南西岸に位置し、東は八束郡玉湯町、南は大原

郡加茂町 と大東町、西は簸川郡斐川町 と境を接する。佐々布地区は宍道町西部に位置し、奈良時代

の地誌である『出雲国風上記』に見える意宇郡宍道郷に該当するとされる。宍道駅が置かれ古代山

陰道の存在が推定されるなど、古代より交通の要衝であった。現在でも」R山陰線 と木次線、国道

9号線 とM号線の分岐点 として出雲平野 と山間部・山陽地方をつなく
゛
要の位置にある。

今回報告する遺跡は、宍道湖 。出雲平野に向かって伸びる低丘陵及び斜面上に立地する。出雲平

野までの距離は数百メー トルで、ほとんどの遺跡から宍道湖 と出雲平野を望むことができる。

宍道町では、旧石器時代のナイフ形石器が出上した堤平遺跡
つ
、縄文草創期の落 とし穴を検出し

た野津原Ⅱ遺跡
の

など、少数であるが縄文時代以前の遺跡が確認されてお り、当時から人々が暮 ら

しを営んでいたことがわかる。弥生時代に遺跡数は大きく増加 し、北ヶ市遺跡
°
、山守免遺跡

→
で

は集落が発見されたほか、清水谷遺跡
め

などでは墳丘墓も確認されている。また宍道町には出雲地

方出土 とされる福田型銅鐸が伝えられ、墳丘墓の存在 とともに当時の集団関係を示すものとして注

目される。このほか上野 Ⅱ遺跡Pでは鉄素材が出上し、弥生時代の対外交流 と鉄生産を考える上で

興味深い。古墳時代に入ると佐々布地区に佐々布下 1号墳
り
、上野 1号墳 と前期古墳が築造される。

このうち上野 1号墳は、長大な粘土郭を主体部にもつ長径約40mの大形円墳で、斜縁神獣鏡、勾玉、

鉄剣などを出上している
°
。古墳時代中期には、水溜古墳群

の
、足頭古墳群

l①

など墳丘規模の小さ

い古墳群が造 られ、古墳の石材 として来待石が用いられるようになる。後期には横穴式石室を主体

部にもつ古墳 と横穴墓が造 られるが、遺跡の所在する宍道町西部では横穴式石室は少なく、横穴墓

が多 く確認されている。同一の横穴墓群内でも玄室形態が混在 している点が周辺地域 と比較 して特

徴的である。このほか、古墳時代から中世の遺跡では、荻田遺跡で鍛冶炉、輔の羽回などを伴 う集

落跡が見つかつている
lD。

中世には金山要害山城をはじめ、丘陵上を利用 した山城が多 く築かれる

ようになる
1か

。特に現在の国道 9号線 と国道54号線の分岐点から南側に集中して立地し、東西 と南

北の交通の要衝を重要視 したことがわかる。

以上のように、 この一帯は出雲地方東部 と西部、山間部 とを結ぶ要の地 として発展してきたとい

えよう。

第 1図 調査地の位置
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表 1 周辺の遺跡一覧表

番号 遺跡名 種別 番寺 遺跡名 種別 口巧 遺跡名 種別

1 至敷吉墳群 古墳 金山五輪塔群 占墓 】ヒケ市遺跡 住 :跡

劫崎古墳群 古墳 要 i
!山城跡 城跡

毎部城跡 城跡 要 i 山古増 吉墳 住 居跡

長廻古墳群 古墳 1榎廻遺跡 数布地 々 墳

足頭吉墳群 占墳 六反田遺跡 教布地 拒布地

杓子観音I古墳群 占墳 西代遺跡 数布地 1布地

杓子観音 I遺跡 案落・墓 最廻古墳 古墳 ソラ 布地

香の木遺跡 数布地 原遺跡 散布地 小佐々 1穴

小宮田遺跡 穀布地 才構穴墓群 横穴 佐 工
見

梁坪遺跡 簑布地 OM公園構穴墓 陵穴 里塚

苛野原遺跡 数布地 女夫岩遺跡 祭祀跡
下野原遺跡 教布地 登キ 井 西 悟 脇 占墳

医塩冶高貞首塚
=墳

膏水谷遺跡 吉墳 布 I

カシャウ古措 雪墳 〔頭遺跡 盾穴・ 散 石 地 布〕

小昭廻遺跡 雪潰 :分遺跡 報布地 ラント 文布〕

1 後谷横穴墓 陵穴 研屋山城跡 城跡 ノ 文布|

1 元薬師遺跡 散布地 々布下古増群 占墳 拒布ナ

1 山の神谷横穴墓 陵穴 陵穴
1 岩穴口古墳 陵穴 中屋 !跡 親布地 上ソリ 布地

打越遺跡 数布地 大畑ヶ 跡 教布地 941軍原丘上古墳群 占墳

能登堀遺跡 鞘布地 西屋敷遺跡 敦布地 1墳

上野原遺跡 簑布地 石地蔵遺跡 石造仏 I 隻布地
鼈音寺横穴墓群 陵穴 ノ崎構穴票群 陵穴 ノ元 1

'(斗
久保遺跡 散布地 上野遺跡 占墳・住居跡 ノ 跡

陵町横穴墓群 横穴 rtノ 崎遺跡 散布地 跡

墳町遺跡 散布地 〔谷下遺跡 鞘布地 1 跡

琳垣内遺跡 散布地 手遺跡 敦布地
原口遺跡 散布地 太森経塚 怪塚 R

野津原工遺跡 陸居跡 平日遺跡 鞘布地 Ⅱ i布地

山守免遺跡 庄居跡 々布要害山城跡 城跡 Ⅲ と布地
女ケ峠横穴 i穴 隼ロ ト→ 跡 散布地 I i蠅

堤平遺跡 寺跡・住居跡 | 割 上野工遺跡     | 住居跡 I 布地

隆賀利遺跡 布地 兌山城跡 城跡 Ⅳ 布地

句原遺跡 布地 岩穴畑員跡 散布地 1 跡

才古墳 警門院訴 寺跡

k溜古墳群 :々 布 I貴跡 敬布地 1 駄 隻布地
争山喜害山城 ニノ木廻百靖群 き遺

註

1)丹羽野 裕 「島根県における旧石器時代研究の現状 と課題」『島根考古学会誌』第 8集 1991

2)「野津原 Ⅱ遺跡」『島根県教育庁文化財課 埋蔵文化財調査センター年報』V 1997

3)「北ヶ市遺跡」『宍道町史』史料編 1999

4)「山守免遺跡」『島根県荻育庁文化財課 埋蔵文化財調査センター年報』Ⅵ 1998

5)「清水谷遺跡、矢頭遺跡発掘調査報告書」『宍道町埋蔵文化財発掘調査報告』4 1985

6)『上野Ⅱ遺跡』中国横断自動車道尾道松江線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書10 2001

7)西尾克己『宍道町の古墳時代』宍道町ぶるさと文庫 6 1992

8)『上野遺跡・竹ノ崎遺跡』中国横断自動車道尾道松江線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告
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第3章 屋敷古墳群

第 1節 調査の経過と概要

屋敷古墳群は、八東郡宍道町大字佐々布3475-15外に所在する。宍道町西部を流れる江尻川東岸

に位置し、北西へのびる丘陵先端付近の頂部から斜面にかけて立地する。北東に宍道湖、北西に出

雲平野を望み、宍道湖 との距離は現在では約 1血であるが、当時は遺跡のすく
゛
近 くまで宍道湖が迫

つていたと考えられる。丘陵の標高は、Ⅱ区の尾根上で44mと それほど高 くはないが、宍道湖や出

雲平野に近いため北～西への眺望は開けている。調査区は2カ所設定し、西にのびる丘陵先端付近

の緩斜面を I区、 I区の東側約100mに 位置する尾根および斜面をⅡ区とした。

周辺の遺跡は第 2章に記したとおりであるが、 I区南側に隣接して弥生時代の竪穴住居跡を検出

した北ヶ市遺跡
Dが

存在した。開発に伴い既に消滅したが、本来は屋敷古墳群 I区 と一連のもので

あつたと見 られる。また第4章に掲載した鋤崎古墳群は南東約100mの尾根上に位置する。

この遺跡は以前から古墳の存在が想定されており、平成 9年に宍道町教育委員会により行われた

範囲確認調査では、丘陵先端の平坦面で石棺の一部を検出している。

全面調査は平成10年 4月 ～ 8月 に実施した。4月 13日 に I区、 4月21日 にⅡ区に着手した。 I区

では、 トレンチ調査の状況から、後世の地形改変により遺構の遺存状態は良 くないことが想定され

たが、古墳4基、竪穴住居跡 3棟、畠の畝間 とみられる溝も確認し、 8月 6日 に終了した。■区で

は、古墳 l基、横穴墓 6穴、掘削途中の炭窯 と見 られる遺構 1な どを検出し、 8月 7日 に調査を終

了したが、 8月末に横穴墓 1穴が工事中に発見され、これについて8月 31日 から9月 7日 まで調査

を行った。

全面調査の方法は、重機及び人力による表土掘削の後、人力による掘 り下げ・清掃を行つて遺構

を検出した。遺物の取 り上げ、実測には主 として遺跡調査システム 「SITE」 を使用 し、調査員

による補正を行つた。
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第 3図 屋敷古墳群調査区位置図
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第4図 屋敷古墳群 I区調査調査後地形測量図・遺構配置図 (S=1:200)
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第2節 I区の調査

調査区の立地

I区は東西にのびる標高約20mの 舌状丘陵の先端に位置している。当調査区域は約1,400∬であ

る。当調査区東側は比較的緩やかな傾斜となつているが、西側は平坦な面が続いている。

当調査区では古墳群と弥生時代後期の集落を中心に検出した。先に弥生時代集落跡について記述

し、後で古墳群について記述したい。

弥生時代集落の立地

I区では堅穴住居跡 (SI)を 3棟検出した。すべて後世の削平によると思われる平担面から検

引引
岬 tll
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第 6図 屋敷古墳群 IttS I-01実測図(2)(S=1:60)
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第7図 屋敷古墳群 IttS I-01遺物出土状況実測図 (S=l:30)
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出している。この竪穴住居跡は調査区外に続

いており、この遺跡のすく
゛
西側には当遺跡と

ほぼ同時期と考えられる弥生時代後期の竪穴

住居跡を2棟検出した北ヶ市遺跡がある。本

来の集落の範囲は当遺跡と北ヶ市遺跡を含め

た広範囲なものであつたと予想される。

古墳群の立地

当調査区内の古墳群は北西に向かって舌状

にのびる標高16m～24mの丘陵端部付近に位

置している。

1号墳は、当調査区南東端、標高約24mの

尾根中央先端部に位置している。

2号墳は、 1号墳南東側に隣接しており、

当調査区外に位置している。

3・ 4・ 5号墳は、後世の削平の被害を受

けており、当時の立地条件が不明であるが、

5号墳については、 1号墳の北西にのびる丘

陵の尾根先端部、 1号墳北西側に隣接してい

たと推定される。

0                 10om

第 3図 屋敷古墳群 I ttS I-01出 土遺物実測図(1)

(S=1:3)

第9図 屋敷古墳群 IttS I-01出 土遺物実測図(2)(S=1:3)

ЮO
0                          10onl

ヽヽ 7

-11-



畠遺構の立地

後世の削平により全容は不明であるが、当調査区の西側、標高17m～19mの丘陵先端部付近に複

数の溝が均一間隔で斜面に直行している。遺物は出上していないため時期については不明だが、遺

構の形態より畠の畝間跡であると推定した。

以下、建物跡、土坑、加工段、古墳群、畠遺構の順で各遺構の概要について述べる。

1.建物跡の調査

SI一 〇T(第 5図～第10図 )

調査区の北西側、標高18m前後の平坦面上に位置する。後世の削平の影響で平坦面となっている

が、当時は斜面に位置していたのか、竪穴住居跡の尾根側に、竪穴住居跡の3方向を取り囲むよう

な溝 (外周溝と呼ぶ)ね 廻ゞつているのが特徴である。なお、当遺跡に隣接し当遺跡とほぼ同時期で

あると考えられる北ヶ市遺跡の竪穴住居跡にも同じように外周溝が廻つている。

規模・形態 前述のとおり、かなり削平されているため、全容は明らかでないが、当住居址は当遺

跡の中で最も規模が大きな住居址であると推定される。現状での残存部分の形態は、平面隅丸方形

を呈し、 1辺約6.5mである。また、当住居址から約2.lm離れた周辺に当住居址に伴うと推定され

る外周溝を検出した。外周溝の北西側部分が調査区外へ続いており、外周溝の全容はつかめないが、

現状では、当住居址の北東部分周辺に位置している。外周溝の規模は、長さ約12.6m、 幅32cm～

108cm、 深さは30cm前後である。

上層 後世の削平を受けているため全容は不明だが、現状では、覆土は 1層である。この層は削平

の影響が少なかったのか、遺物の出土状況が比較的良好であった。貼床は検出されなかつた。
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第10図 屋敷古墳群 IttS I-01外周溝出土遺物実測図 (S=1:3)
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柱穴・壁体溝 当住居址内からはピットを10基検出している。柱穴は比較的深 くしつかりしている。

柱間距離は約3.lm～3.8mで ある。壁沿いには壁体溝が廻る。

炉・焼土面 炉と推定される中央ピットを1基検出している。中央ピットは主柱穴との関係からみ

て、当住居址中央部よりやや東寄 りに位置するものと考えられる。炉は2回に分けて掘られている。

遺物の出土状況 (第 7図) 遺物は住居址覆土中、中央ピット内、外周溝内から出上している。住
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0               2m
|

1暗赤褐色土
2暗茶褐色土
3黒褐色土(焼上、炭を多量に含む)

4茶褐色上
5焼土(赤褐色)

6黄茶褐色上(地山と同じ土色)

7炭の層
8灰色土

-02実 測図 (S=1:60)第11図 屋敷古墳群 IttS I
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居址床面出土遺物は第8図の甑形土器、第9図11

の石錘、 2、 3、 8の弥生土器である。甑形土器

は柱穴付近から出上している。中央ピット内出土

遺物は第9図 5の弥生土器である。外周溝内出土

遺物は第10図 である。

SI-01出 土遺物 (第 3図～第10図 )

第12図 屋敷古墳群 IttS I-02出 土遺物

実測図 (S=1:3)
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1暗黄褐色土(炭化物を含む)

2淡黒褐色土(炭化物を含む))

3暗灰褐色土(炭化物を含む)

第13図 屋敷古墳群 IttS I-03実測図 (S=1:60)
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第14図 屋敷古墳群 I ttS I-03出 土遺物実測図 (S=1:3)
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詳細については遺物観察表に譲 る。

年代 床面付近か らの出土遺物か らみると、

草田2期 もしくは草田 3期
の
であると思われ

る。

SI-02(第 11図 )

SI-01の す く
ヾ
西側に位置し、 SI-0

1に よって切 られてお り、 SI-02→ S

I-01の 前後関係にあると考えられる。

規模・形態 SI-01よ りも削平の被害を

受けてお り、斜面下方側の約 1/2の概要が

不明である。削平の被害が大きく断定はでき

ないが、平面プランは隅丸方形であると思わ

れる。現存する規模で、径5.2mで ある。

土層 削平の被害を受けているため全容は明

らかでないが、現存する状態では 1層が確認

できる。貼床は検出していない。

柱穴 。壁体溝 当住居址か らはピットを10

基検出している。主柱穴は4本である。柱穴

は比較的深 くしつか りしている。柱間距離は

約2.2m～ 2.5mで ある。壁沿いには壁体溝が廻る。当住居址西側が削平の被害を受け全容が不明 と

なつているため、壁体溝が全周するかどうかは不明である。

炉・焼土面 炉 と推定される中央ピットを 1基検出している。中央ピットは主柱穴 との関係か ら、

0                2m

第 15図 屋敷古墳群 I区建物跡 1実測図

(S=1:60)

当住居址中央部付近に位置するものと考えられる。

遺物の出土状況 後世の削平の被害を大きく

受けているためか、出土遺物は少な く図化で

きたのは第12図 のみである。

SI-02出 土遺物

詳細は観察表に譲る。

年代 出土遺物が乏しく現状で判断すること

は困難であるが、第12図 の上器を重視すれば

草田 1期に比定される住居址 と思われる。

SI-03(第 13図)

SI-03は 、 SI-01、 SI-02と

は少し離れており、 SI-02よ り西へ約4

m、 当調査区西端で、西向きの斜面、標高約

16.5mに 位置している。

SI-03も 後世の削平の影響を受けてお

り、また、当住居址の西側はかな りの部分が

屋敷古墳群 IttS K-01実測図

(S=1:30)

暗掲色土(炭化物を含む)

淡黒褐色粘質土(炭化物を多く含む)

第16図
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0                          10cm

第17図 屋敷古墳群 IttS K-01出土遺物実測図 (S=1:3)

流出していて全容は明らかでない。

規模・形態 斜面下方側の約半分が流出しているが、当住居址は平面隅丸方形と考えられる。現存

する規模で、南北5.Omで ある。

上層 後世の削平の影響を受けているため全容は明らかでないが、現状で確認できるところでは 1

層である。貼床は検出していない。

柱穴 。壁体溝 当住居址からはピットを5基検出している。削平の度合いが大きいため主柱穴が確

認できない。

炉・焼土面 炉と推定される中央ピットを 1基検出している。炉の平面形は円状を呈する。

遺物の出土状況 後世の削平の被害を受けているためか、出土遺物は乏しく第14図のみである。

SI-03出 土遺物 (第14図)

詳細は観察表に譲る。

年代 出土遺物が乏しく現状で判断することは困難であるが、床面付近出土遺物の 1を重視すれば

草田4期に比定されると思われる。

建物跡 1(第15図)

建物跡 1は後に4号墳となる場所にあったと推定される建物跡で、標高約19m付近に位置してい

る。削平の被害が大きく、ピットのみ検出した。また、調査区東端に位置し、ピットは調査区外に

続いているものと推定される。

柱穴 ピットを4基検出している。ピットの配置から建て替えを行ったものと推定される。柱間距

離は約2.5m、 2.7mで ある。

炉 炉 と推定される中央

ピットを 1基検出してい

る。平面形は不整形な楕

円形状を呈する。削平の

被害を大きく受けている

ため全容は明らかでない

が、現状では炉内の埋上

は 1層である。

2.土坑の調査 第18図 屋敷古墳群 I区加工段 1実測図 (S=1:60)
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SK-0¬ (第16図 )

SI-02の 南東約4mの ところで検出した。削平の被害を受けているため全容は明らかでない。

規模・形態 SK-01の 平面形は不整形な楕円形状の形態をなしている。土坑の規模は、上面で

0。9m× l。 2m、 深さ45clllである。上坑の断面形態は、V字形状を呈する。

上層 削平の被害を受けているため全容は明らかでないが、現状では土層の埋土は2層に分かれて

いる。遺物は暗褐色土層内より1点出土している。

SK-01出 土遺物 (第17図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 出土遺物は第17図のみであり、

年代については特定できない。

3.加工段状遺構

当調査区では加工段状遺構をいくつか

第19図 屋敷古墳群 I区加工段 1遺物出土状況実測図

(S=1:30)

屋敷古墳群 I区加工段 1遺物

実測図(1)(S=1:3)
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検出している。これらは出土遺物から弥生時代集落に伴うものと考えられる。

加工段 ¬
°
(第18図 )

当調査区西端、SI-03の 南側 6m、 標高約16.5mに 位置し、同一レベルには加工段状遺構が

いくつも隣接している。また、後世の削平により全容は明らかでない。

規模・形態 平面形態はヨ字形を呈する。ほとんどが後世の削平により流出しており、遺構の性格

は不明である。

上層 加工段中の覆土は上から茶褐色上、暗赤色上の順で堆積していて、弥生土器を含んでいる。

遺物の出土状況 (第19図) 当遺跡の加工段の中では最も多 くの遺物が出上している。第20図は床

＼＼ 3

第21図 屋敷古墳群 I区加工段 1出上遺物実測図(2)(S=1:3)

第22図 屋敷古墳群 I区加工段 1出土遺物実測図(3)

8

(S=1:3)
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第23図 屋敷古墳群 I区加工段2

面付近出土遺物であり、第21図 と第22図は覆土中の

出土遺物である。

加工段 1出土遺物 (第20図～第22図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 草田3期に比定されると思われる。

加工段2・ 3(第23図)

当調査区南西部、加工段 1の南側1.2m、 標高約

16mに位置する加工段状遺構である。後世の削平に

より全容は明らかでない。

規模・形態 加工段状遺構の壁はやや緩い傾斜をも

つて掘り込まれ、後世の削平の影響を受けていて全

容は明らかでないが、現状では加工段2の壁高は約

30cm、 加工段3の壁高は約20cmで ある。

0                2m

3実測図 (S=1:60)

1  、
ヽ  ＼ 1

ノ    I    Rヽ
2

Cm

第24図 屋敷古墳群 I区加工段3出土遺物

実測図 (S=li3)

第25図 屋敷古墳群 I区加工段4実測図 (S=l:60)
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土層 後世の削平を受けているため全容は明らかで

ないが、現状で加工段 2・ 3の覆土は 1層である。

加工段3出土遺物 (第24図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 出土遺物が乏しく、年代については明言でき

ないが、草田2期に比定されると思われる。

加工段4(第25図～第26図)

当調査区南端、標高約22mの比較的傾斜が急な斜

面上に位置する加工段状遺構である。

規模・形態 加工段4は後世に削平を受けたのか、全容が明らかでない。また、遺構の南側が調査

区外にのびており、調査区外に遺構群がのびている可能性がある。現存での規模は、長さ5。 7m、

幅1。3m、 床面と推定される部分は幅約 lmである。

上層 前述のとおり全容が明らかでないが、覆土は 1層であり遺物を出上した。

柱穴 。壁体溝 保存状況が悪 く、柱穴らしきピットは全 く検出していない。壁体溝は加工段状遺構

東側で検出している。

加工段4出土遺物 (第26図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 出土遺物が乏しく、年代

については明言できないが、草

田l期に比定されると思われる。

加工段5(第27図、第28図)

当調査区西端、SI-03の
すく

｀
南側、標高約16.5mに位置

する加工段状遺構である。後世

の削平により全容は明らかでな

�ゝ。

第27図 屋敷古墳群 I区加工段5実測図 (S=1:60)

規模・形態 前述のとおり全容は明ら

かでないが、現状では形態は直線状を

呈し、規模は長さ3.6mで ある。

土層 加工段 5の覆土は2層である。

覆土中より弥生土器が出土している。

加工段 5出土遺物 (第28図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 出土遺物が乏しく現状で判断す

ることは困難であるが、草田2期に比

定されると思われる。

0                 1ocm

第28図 屋敷古墳群 I区加工段 5出土遺物実測図

(S=1:3)

一-20 -一

第26図 屋敷古墳群 I区加工段4出土遺物
実測図 (S=1:3)
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3.古墳群の調査

1号墳

調査区の設定 測量調査を実施 したところ、方墳 となる可能性が強かつたため、各辺の中心 と考え

られる点を結んだ十字のラインを設定し、4つの区に分けて調査を実施 した。

1号墳の南東側は、調査区外に位置するため、発掘調査が実施できず、測量調査のみを実施した。

① 墳丘の概要

0                         10m

第29図 屋敷古墳群 I区 1・ 2・ 5号墳調査前地形測量図 (S=1

-21-
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規模・形態 (第30図) 小形の方墳である。前述のとおり1号墳の南東側は発掘調査を実施してい

ないため不明だが、調査を実施した範囲では墳丘規模は1辺約8mである。

墳丘の高さはlmである。1号墳は丘陵尾根先端部に位置し、尾根先端部側 (北西側・宍道湖側)

は自然の丘陵傾斜を墳丘の一部として取 り入れ墳丘を大きく見せようとしたためか墳裾が明瞭でな

い。宍道湖から見ると実際より大きく見えたことと推定される。調査区内において周溝は検出しな

かつたが、調査区外に周溝らしき溝が見てとれた。また、墳丘に段築は認められなかった。

② 墳丘の築成 (第31図)

墳丘築成の概要 墳丘の築成は基本的に地山を削り出し、その上に削り出し時の残土を盛り上げて

いく一般的な手法によるものである。盛上の高さは、高いところで約 lmに達し、墳丘のほぼ全部

が盛土によって構成されているといえる。

盛上の種類 墳丘盛土は基本的に周辺の地山を削り出したものを利用したものである。盛土は3層

に分かれると考えられる。

0                         10m

第30図 屋敷吉墳群 I区 1・ 2・ 5号墳調査後地形測量図 (S=1:200)
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③ 埴輪

1号墳からはコンテナ約 1箱分の埴輪片が出上している。前述のとおり1号墳南東側の周溝と推

定される部分は調査していないため、実際にはもっと多 くの埴輪が当古墳で使用されていたものと

想定される。

④ 埋葬施設 (第32図)

主体部の配置 前述のとおり1号墳南東側の調査を実施していないため全容は明らかでないが、調

査をした範囲内では埋葬施設 l基を検出した。墳頂中央部付近に位置し、墓墳の主軸方向はN―

13° 一Wである。調査を実施していない部分がありはっきりとしないが、今回検出した埋葬施設は、

当古墳の中心主体部であると考えられる。

規模・形態 当主体部は、墳丘盛土面において検出したもので、墓墳は基本的に2段掘 りの不整形

な台形プランである。現状での規模は、 1段目が、長さ1.86m、 幅は短辺0,51m、 長辺1.14m、 深

さ9 cm、 2段 目が、長さ1.47m、 幅は短辺0。33m、 長辺0.63m、 深さ12cmで ある。北側の幅が広 く

なっている。

棺の構造 墓墳の床面はほぼ平坦である。床面には小口板の掘 り込み等の痕跡は確認できなかった。

北側が若千高 くなっている。

墓墳内で木棺状の痕跡は確認できなかった。このように棺の構造を知りうる手がかりに乏しいが、

墓渡の形態からみて箱形状の木棺であつたと想定される。北側の墓墳幅が広 く、北側の床面が若千

高いことから、北頭位の可能性が強い。

遺物の出土状況 墓渡内から土師器と思われる遺物が出土したが、破片が細かく図化できなかつた。

年代 年代を判断する遺物等の資料が乏しいため不明である。

2号墳 (第29図、第30図)

前述のとおり、2号墳は調査区外に位置していたため、発掘調査は実施していないが、測量調査

を実施した。

A―
250m A'

1淡黒褐色土
2茶褐色土
3暗赤褐色土
4赤色上、淡黄褐色上、淡黒褐色上の混ざり土
5赤褐色土、淡黒褐色上混ざりの淡黄褐色土
6黒褐色土

250m B,

第31図 屋敷古墳群 I tt l号墳墳丘土層断面図 (S=1:60)
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規模・形態 2号墳は 1号墳の南束の尾根上に位置し、小形の方墳である可能性が高いと推定され

る。

墳丘規模は、発掘調査を実施 していないため正確な数値は不明であるが、一辺約10m程度である。

墳丘の高さは、約 lm前後であると推定される。

年代 発掘調査を実施 しておらず年代等を判断する遺物等の資料が乏しいため不明である。

3号墳

① 墳丘の規模 (第33図)

規模・形態 3号墳は4号墳の西側に位置する。後世の削平によリマウンドは検出されなかったも

のの、埋葬施設 (石棺)の残存部と想定される石組状遺構 と周溝の残存部と想定される溝を検出し

たため、3号墳と命名した。

前述のとおり石棺東側に小規模な周溝の残存部を検出したのみで正確な規模は不明である。周溝

の残存部はわずかであるが、形態より方墳であると想定される。

周溝 周溝は石棺東側で長さ5m程度を検出したのみである。周溝は幅80cmで、断面形は浅いU字

形を呈する。遺存状況が悪 く、土層は1層だった。

1茶褐色土

ヽ

lm

u」gフz

第32図 屋敷古墳群 I区 1号墳主体部実測図 (S=l i30)
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190m

ξl

1波黒褐色土(耕作土)

2暗黄灰褐色上
3黄灰色土
4晴黒色土
5黒色土と淡赤黄色上の混ざり上
6赤黄褐色上
7暗黒茶褐色上

｀
づゝガダ=工~=~==、4

＼

＼

第33図 屋敷古墳群 I区 3号墳実測図 (S=1:60)
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② 埋葬施設

規模・形態 前述のとおり後世の削平により全容は不明であるが、石棺の基底部と想定される部分

を検出した。石棺は後世の耕作土直下の浅い箇所から検出し、石棺の上部は後世の削平により滅失

している。

墓境 (第35図) 墓墳は基本的に素掘りで長軸を東西方向にやや斜行する形で位置している。平面

プランは不整形な長方形をなし、規模は検出面で長さ2。64m、 幅1.29mを 計測する。深さについて

は、削平の被害を琵けているため正確な数値は不明だが、現状で0。36mで、地山に掘 り込まれてい

る。底面には両小日石や側石を据える際に掘 り込んだ掘 り方が数箇所確認できた。

石棺 (第34図)

石材 棺材に用いた石材はいわゆる来待石である。

規模 石棺は墓墳のほぼ中央に位置しており、石棺の規模は内法で長さ1.92m、 幅54cm～69cmで、

東側がやや幅広 くつくられている。石棺上部は削平されているため高さは不明であるが、現状では

底石からの高さは18cmを 計測する。棺の主軸はN-76° 一Wである。

棺身 棺の構造は側石で小日板を挟み込むタイプのものである。両側石に比較的厚みのある石材を

用いており、北側、南側、それぞれ2枚ずつ使用している。小日板の東側は厚手の板状の石材を用

い、西側は薄手の板状の石材を用いている。両小日に掘 り方を設けた後、石材を配置している。

底石 比較的厚みのある大形の板状の石材を2枚敷いている。東から西へ向けて緩やかに傾斜して

いる。このように、床面は東側が高く、また、東側の幅が広いことから、東頭位であったと考えら

ヒ _____→ ___―
― ― ゴ

m

第34図 屋敷古墳群 I区 3号墳石棺実測図 (S=1:30)
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第35図 屋敷古墳群 I区 3号墳石棺掘方実測図 (S=1:30)

れる。後世の耕作によるのか、底石に鍬痕が残つている。

棺外 東側小日外側および両側石外側に数個の裏込め石材を確認した。

③ 遺物 (第36図 )

周溝内より須恵器片が2点出上した。詳細は遺物観察表に譲る。

年代 須恵器邪身の回縁部には段をもつため、大谷編年の出雲2期A° に比定されると思われる。

4号墳 (第37図～第39図 )

① 墳丘の概要

規模・形態 3号墳の東側に位置している古墳で、後世の削平の被害

を多大に受けており、マウンドは検出されなかつたものの、周溝の残

存部と想定される溝を検出したため、4号墳と命名した。

残存している周溝が少ないため、墳形や墳丘の正確な規模は不明で

ある。

周溝 前述のとおり周溝は斜面上方部分のみでプランを検出した。周

溝は弧状を呈し、周溝の南側は調査区外に位置する。後世の削平の被

害を受けているため全容は不明だが、断面形は緩やかなU字形を呈し、

周溝内の覆土は主に2層である。

周溝内の遺物出土状況 須恵器甕片がまとまって (ス クリーントーン

10cm

第36図 屋敷古墳群

I区 3鞠 溝出勒

実測図 (S=1:3)
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の範囲内で)出上している。

② 埋葬施設

当古墳からは埋葬施設らしきプランは検出していない。

③ 出土遺物 (第38図、第39図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 年代を判断する遺物等の資料が乏しいため不明である。

第37図 屋敷古墳群 I区 4号墳実測図 (S=1:60)

ヽ
1

1暗黄褐色土
2淡黒褐色土
3淡黒褐色土(1よ りも晴い)

4淡黒褐色土(3よ りも暗い)

5黒色土

0               1 0cln

第38図 屋敷古墳群 I区 4号墳出土遺物実測図(1)(S=1:3)
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第39図 屋敷古墳群 I区 4号墳出土遺物実測図(2)(S=1:3)
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5号墳 (第40図 )

① 墳丘の概要

規模・形態 後世の削平の被害を多大に受けており墳丘は確認できなかつたが、周溝の残存部と想

定される溝を検出したため、5号墳と命名した。 1号墳の北西に位置している。残存している周溝

の位置・形態より1号墳と同様に小形の方墳であると考えられる。正確な規模については不明であ

る。

周溝 墳丘東側の周溝 と想定される部分のプランを検出した。「く」の字形を呈している。後世の

削平の被害を琵けているため全容は不明だが、断面形はU字形を呈する。

周溝内の遺物出土状況 当周溝内からは遺物が検出されなかつた。

② 埋葬施設

当古墳からは埋葬施設らしきプランは検出されなかった。

年代 遺物が検出されなかったことから年代等は不明である。

4.畠遺構の調査 (第 4・ 41図 )

前述のとおり、後世の削平により被害を受けて、畝の部分が削平されている。このため、畝間と

みられる溝も当初の規模については不明である。

規模・形態 前述のとおり、後世の削平の被害を多大に受けているため全容は不明であるが、現状

では畝間と考えられる溝を6本検出している。畝の幅は2箇所で広 くなつているが、基本的に約

100cmで、畝間 (溝)の幅は約30cm、 長さは約2mである。

遺物の出土状況 畝間付近から第44図の須恵器片が出上したが、遺構に伴うとは断定できなかつた。

年代 年代を判断する遺物等の資料がないため不明である。

1区出土鉄器 (第42図)

1は 3号墳付近から出土した。 2か ら5についてはSI-01の 床面付近から出上した。詳細に

230mc,

1淡黒捐色土
2黒褐色土
3暗黄褐色土
4茶掲色土
5暗赤掲色土
6黒褐色上

第40図 屋敷古墳群 I区 5号墳墳丘土層断面図 (S=1:60)
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第41図 屋敷古墳群 I区畠畝間実測図 (S=1:100 S=1:60)

-31-



ついては遺物観察表に譲る。

I区遺構外出土遺物 (第43図

～第44図)

詳細については遺物観察表

に譲る。

5.I区のまとめ

検出された遺構・遺物を時

期ごとに概観してまとめとし

たい。

弥生時代の遺構 としては、

竪穴住居跡3棟、加工段4基

が検出された。隣接する北ヶ

市遺跡とあわせて弥生時代後

期に集落が形成されていたも

のと考えられる。後世の削平

により断定はできないが、低

丘陵裾付近で斜面の傾斜も緩

一

Ａ

　

　

　

， ‐
２

一

回一〇
一

一

〔
　　色

　　　　　　　【【

一

6

0         2cm
十

一

レ`
 ｀

8

//

生 ジ

0

第43図 屋敷古墳群 I区遺構外出土遺物実測図(1)(S=1:3)

骸

　

【胸
一

禦
0            5cm

第42図 屋敷古墳群 I区出土鉄器 。管玉実測図

(1～ 5 S=1:2  6 S=1:1)

いにもかかわらず外周溝をもつ竪穴住居跡が北ヶ市遺跡も合わせると3棟にもなる (5棟のうち)。

平面プランは隅丸方形である。また、鉄製品が住居址床面付近から4点出上し、甑形土器、石錘も

＼
咄 4

10cm
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出上し、バラエテイに富んだ遺物を検出できた。遺物の年代と

しては、草田1期から草田4期 (後期前半から後半)までの遺

物を確認できたが、中心は草田2期 と3期のものである。

古墳時代の遺構としては、古墳を4基検出した
`後

世の削平

の被害もあり遺存状態が悪く遺物も少なかつたため、詳細な年

代や性格を把握することができなかつたとし―かし、3号墳の石

格は、ほとんど底部部分しか残っていなかったお＼ 内法の長さ

が1:92mと 比較的大きかった。

ヽ

‐

／

一

ｒ

‐
‐
‐
ヽ

ヽ

、

1            //
1                ′メ

鶉トー洵
1        //
1        ン ′

,   1  40cm

第44図 屋敷古墳群 I区
1遺構外出土遺物実測図(2)

(S=1:3)
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表 2 屋敷古墳群 I区遺物観察表

無

馬

樫

黒

8
土師 器

甑
琳面 :ヨ コナデ、ナ デ
A面 :ナデ

取り上 げNα 4

)80703
1～2mmの砂 粒 を含 む   淡 貫 灰色
蔵群

内 面 把 手 上 方 部 に挿

頭 圧痕

推
義

外面 :ナデ 肉面 :ナデ 積上 Nα 6 Imm程度 の 砂粒 を含 む  外 面 :浚貢 褐 色
角面 :鴻灰温 侵  自年

ltに 同一個体 と見 ら
れス上黒 片 1点

弥 生

牽
20 4 面

？
外
デ

ヨヨナ デ  内 面 :ナ
(磨 滅 に よ り不 明 確 )

取上 No 25 1～3mm程度の砂粒 を含む  淡責橙色 口縁部残存率1/11

227 面
面

外
肉

ヨコナデ
ナデ

床面直上 取上
to 2 6 980707

1～ 3mm程度 の 砂 粒 を含 む  外 面 :決茶 灰
色 肉 面 :淡責 糧色  良 好

口縁部残存率1/19

本面 :磨滅
殉面 :頸部 以下ヘ ラケズ リ

2区 1層 PNc
2530r258
,80625

lmm前 後の砂粒 を含む  淡黄 白色
良好

口縁部残存率1/5

17 本面 :磨滅 内面 :ナデ
中央 ピッ ト1層
980714

Imm程 度の砂瓶 を含む 外面 :褐色 内
面 :淡褐色  良好

擬凹線文 5本確認

23 3
面
デ

面

本

ナ

角

ヨコナデ(一部縦方向

ナデ、頸部以下磨滅

的
的

上

上
取
取

980701
0980701

1～2mm前 後の砂粒 を含む 淡責褐包 (外

面若千赤味)良好

口縁部残存率1/9
震凹線文4本

21 6
本面 :磨滅のため不明
角面 :ナデ?、 頸部以下ヘラ
ケズリ

1区 1層 PNc
と49  980625

lmm以下の砂粒 を含む  黄褐色

良好
口縁部残存率1/10

土師器
靖or壺

外面 :磨減のため不明
内面 :磨滅 、頸部 以下ヘラケ
ズ リ?

)itNα  4底 直上
)80713

lmm前後の砂粒 を含む 外面 :褐色 内
面 :淡黒色  良好

ヨ縁部残存率 1/3

高 不

本面 :暦減
対面 :ナデ ?(磨 滅)

敦上No 23、 24
)80713

lmm程度の 砂 粒 を含 む   淡 橙 茶 色
蔵好 不都 中心 に小孔

1(
上師器 面

蘭

本

角
ヨコナデ、
ヘラケズ:,

上

０７

取

珀
1～ 3mm程 度の砂粒 を含む  淡貢橙色
(磨減部分淡責褐色)  良好

疑凹線文 6本確認

10-1
弥 生 ? 画

面

外
内

ナデ
ヘラケズリ

1層  P血2?5 lmm程度の 白砂粒 を含む 外面 :淡責灰 本面 に貝殻腹縁 に よ

推
惑

外面 :ヨ コナデ
肉面 :ナデ、ヘ ラケズ リ

2区 1層 1～2mm程度の砂粒 を含む 外面 :淡責 茶
色 肉面 :淡精椙色  農好

ほ
９８

1～ 2mm程度 の 砂 粒 を含 む  淡褐 色 (屠 滅
箇所 淡灰色 ) 良 好

ヨ縁部残存率1/11

面
ギ

外

ナ
ヨコナデ 内面 :ヨ コ
ナギ_へうケズリ

第 2ベル ト引層 I

賄355 980826
1～2mm程 度 の砂 粒 を含 む

淡褐 色 (内面 一 部 淡責 褐 色 ) 良 好
口縁部残存率1/6

外 面 :ナデ 、 ヨコナ デ
肉 面 :ナ 7~

2区 刊層 PNc lmm前後の砂粒 を若干含む 淡責褐色 (外 口縁部残存率1/6

画
面

外
肉

ヨコナデ
ナデ

1層  P血221 1～2mm弱の砂粒 を若干含む 暗褐色 (内
面一部淡責福色)良 好

口縁部残存率 1/6

磨減のため調整不明
刊層  PNo 180 1～ 2mm程度 の 砂 粒 を含 む  淡褐 色 (暦滅

部分 淡責 褐 色 )良 好
口縁部残存率1/7

外面 :ナデ、凹線をナデ消?
ヨコナデ 内面 :ナデ

層

０６

１

珀

PNc237 lmm前後の砂粒 を看干含む 淡貢褐色
ユ洋

口縁 部残存率1/10

弥 生
外面 :ナデ 内面 :ナデ

4区 1層 PNo lmm弱 の砂 粒 を若 千 含 む  明 茶褐 色  良
鮮

1
弥生

底部
2 本面 :ナデ 内面 :磨滅

4区 1層 P血
230・ 239
〕806ク 5

1～ 3mm程 度の砂粒 を含む      外
面 :淡責褐色 内面 :淡灰色  良好

審滅のため不明
1層 PNc183
)80611

～2mm程度の砂粒 を含む 外面 :橙褐色
角面 :淡赤侶色 良好

葺部残存率 1/3

外面 :ナデ  内 面 :ナデ 哩上中
I～ 2mm程度 の砂 粒 を含 む  外 面 :赤褐 色

対面 :橙褐 色  良 好
葺部残存率 1/4

土 錘 長3と 幅3【 局4( 3区 1層 PNα

ど52  980625
1～ 2mm程度 の 砂 粒 を含 む  明貢 褐 色  展

好

弥 生 画
面

琳

角
ヨコナデ
盛滅ヽヘラケズ 1

取り上げNα l lmm前後の砂粒 を含む 淡橙灰色 良好 ヨ縁部残存率1/9

14-1
画

面

本

対
ナデ ?(相 当磨滅)

磨滅 によ り不明
末面直上 PNc
を86  980801

1～ 3mm程度の砂粒 を含む 外面 ;淡黒饗
色 肉面 :溢構掲色  農好

口縁部残存率1/14

ホ面 :一部ナデ (暦滅部 多い)

勺面 :ナデ

1月巨  PNc2?8
】R07ク4

1～ 2mm程度 の 白砂 粒 を含 む  外 面 :暗褥
色 内面 :淡責 褐 色  良 好

口縁部残存率1/11

勺・外面 :磨滅 、ナデ
1に彗  PNo 280
,807ク 4

1～2mm弱 の 砂 粒 を含 む  外 面 :淡貢 褐・E
内面 :淡責 白色  良 好

口縁部残存率1/6～
1/7

画
面

本

角
ヨコナデ、磨滅
ナ7~^ヘ ラケズI

1層 PNc257・
!mm前後の砂粒 を含む 淡責褐色 良好

口縁 部残存率2/5
同一個体 片 2点

角・ 外 面 :ナデ ? 1層  PNo283 1～2mm程度の 自砂粒 を含む 外面 :淡黄 口縁部残存率1/12

角・ 外 面 :ナデ
1編巨  PNo282 1～3mm程 度の砂粒 を含む 外面 :淡橙推

色 肉面 :淡責糧色 良好
口縁部残存率 1/3～
1/4

I

土 師 器

霊 ?
外面 :磨滅  肉面 :ヘラケス

リ?(磨 滅のため不明)

1層 980729
1～ 2mm程 度 の砂 粒 を含 む  外 面 :淡貢 孫

色 肉 面 :淡費 褐 色  良 好
肩部の残存率1/2

21-1 帷
蓋

デ
いア

ナ
ナ

画
面

外
肉 ヘラケズリ

取り上げN18
980622

lmm程度 の 自砂粒 を含 む  淡 貢 茶 色  艮

好
口縁部残存率 1/6

2 対・外面 :ナデ 取り上げNo 14 1～ 3mm程 度の砂粒 を含む 淡責褐色  良
口縁部残存率 1/7

外面 :ナデ
内面 :ナデ、ヘ ラケズ リ

取り上げNα 3 1～ 2mm程 度の 白砂粒 を含む 外面 :淡橙
侶色 内面 :淡責褐色 皇好

口縁 部残存率1/4

取 り上 げ阻 12
9A06クク 胎土不明 淡橙褐色 良好 ヨ縁部残存率1/9

17 勺・外面 :ナデ 取り」二げNo ll

)80622
1～ 2mm程度 の 砂 粒 を含 む  淡橙 貢 色  展

好
ヨ縁部残存率 1/18

取り■ュげN� 1～3mmの 自砂粒 を含む 外面 :淡橙茶色
ヨ縁 部残存率1/9

取 り」■げNc5 1～ 3mmの 自砂粒 を含む 外面 :渋橙茶色
内面 :邊資 白缶  農年

ヨ縁部残存率1/7

本面 :ナデ
再面 :ナデ、ヘ ラケズ リ

取り上 げNo 6
1～ 4mmの砂粒 を含む 淡褐色  良好 ヨ縁部残存率1/11

内・ 外 面 :ナデ
取上lfo 2 PNo
168 ・ 169
980622

1～2mm程 度の砂粒 を含む 外画 :淡黄 白
色 内面 :淡橙茶色 良好

口縁 部残存率1/10

―-34 -



類

種

種

器 口径 形 能 ・ 手 ■ の 時 衛 出上場 所・ 年 月 日 略 十・ 停 調 ・ 峰 耐 備 考

21-1( 姓
議

外面 :ナデ
肉面 :ナデ、ヘラケズリ

取り上IfNo13
】RO∩クク

Imm程度の砂粒 を含む (2mm大砂粒 lヶ )

務警 白魯  白解
口縁部残存率1/12

22-1 角・外面 :ナデ
2区 1層PNc169
980528

1～ 2mm程度の砂粒を含む 淡責褐色

好

歳 口縁部残存率1/9

外面に「焦Iヂ」付着

2区 1層PNc170 Zmm程度 の 炒 411を言 む  凍 種 褐 g 日
口縁部残存率1/8

弥生

器台
外面 :ナデ(磨 滅あり)

内面 :ナデ
2区 1層980528
,80618

1～ 2mm程度の砂粒を含む 淡責褐色 自
好

口縁部残存率1/10

擬凹線文 4本

24- 忙
壷

外面 :ナデ
内面 :ヨ コナデ、ハケメ

1層PNo210 980623
lm冊前後の砂粒を含む 外面 :橙茶色

内面 :淡責褐色・ 茶褐色 良好

口縁部残存率1/4

凝凹線文 6本

帷
密

17
琳面 :ヨ ヨナデ
丸面 :ヨ ヨナデヽヘラケズ リ

1層P血290 980803
1～ 5mm程 度の砂粒 を含む 暗茶掲色 目 口縁部 残存 率 1/4

睡凹繰 文 3本
画

面

外
肉

ヨヨナデ、粗いハケメ
+ギ 980622

1～ 3mm程度の砂粒を含む 外面 :淡黄雰

色 内面 :淡責褐色 良好
口縁部残存率1/13

洵・外面 :ヨ コナデ 'No284  980729
1～2mm程度の砂粒を含む 外面 :晴褐色

内面 :暗橙褐色 良好

口縁部残存率1/9

同一個体 1点 あ り

勺・外面 :ナデか 刊層 980728 1～ 2mm程 度の砂粒を含む 淡褐色 良

"
ヨ縁部残存率1/7

1層  980723
1～ 2mm爾 後 の 砂 粒 を 含 む  淡 茶 褐 色  員
好

ヨ縁部残存率1/5

弥生

庇部
1層 980722

1～ 2mm程度の砂粒を含む 外面 :淡橙橿

色 内面 :淡黄褐色 良好
葺部残存率2/3

3併1
須恵器

杯蓋
勺・外画 :ナデ モ区  1層  980528 inm弱の砂粒を含む 淡責灰色 良好

籍贈
lmm位の砂粒を含む 青灰色 良好 磯存率3/10

38-1 帷
蓄

勺・外面 :ヨ ヨナデ
3層 PNc193
)80615

1～3mm前後の砂粒を含む 外面 :淡橙茶
色 内面 :淡橙褐色 良好

ヨ縁部残存率1/8

疑凹線文8本

外面 :ヨ コナデ 内面 :ナデ 1層 980612
1～2mm程度 の 砂 粒 を 含 む  凌 貢 褐 色  展
解

ヨ縁 部残再 率V8
躍凹線 文 6本

外面 :ヨ コナデ 内画 :主 にヨ
ヨナギヽヘラケズリ?

3層 PNα190 1～2mm前 後の砂粒を含む 外面 :淡茶裡 ヨ縁部残存率1/7

腹講
画

面

外
内

ヨコナデ
ヘラケズリ

血層

０６
３
船

I～2mm程度の砂粒を含む 外面 :渋黄護
色 内面 :淡黄茶色 良好

卸部残存率1/14

推誠
面外

ゝ
・
確

肉
田

ナデ?(暦 減のため不 1月雪  PNc85
I～2mm前 後の砂粒を含む 淡褐色 良

"
生

回

弥

洋
|～2mm前後の砂粒を含む 淡黄褐色 ヨ
17

須恵器
燥 編

外面 :回転ナデ、ナデ、カキメ
内面 :ナデ

[
■ハ

P血154 980515 mm程度の砂粒を含む 外面 :淡灰色
対面 :淡青灰色 良好

環状の把手 (破 損)

43-1 帷
奪

面

面

外
肉

ヨコナデ
ナデヽヘラケズリ

3号墳SW 2層 P血 ～ 2 mm程度の砂粒を含む 波橙褐色～ 口縁部 残存率 1/5
簿凹線 支 4太

勺・外面 :ヨ コナデ
3号墳SW 2層 P血
10  980424

l mm弱 の砂粒を含む 黄褐色 良好
口縁部残存率1/10

擬凹線文 3本

外面 :ヨ コナデ
肉面 :ヨ コナデ、ヘラケズ:

3号墳NE区 1層 P
lc164  980527

lmm前後の砂粒を含む 淡赤褐色 良好 口縁部残存率1/14

画

面

外

肉
磨減のため不明確
ナギ?卜 ヘラケズlJ

3号墳SW 2層 PNo
,9  980424

1～ 2 mm程度の砂粒を多 く含む 暗黄掲
色 良好

ヨ縁部残存率1/6

疑凹線文 3本
画

面

琳

角
ヨコナデ
ナデ、ヘラケズリ

3号墳SW耕作土 P
lo26  980421

lmm前 後の砂粒を含む 淡橙掲色 良好
ヨ縁部残存率1/6

疑凹線 文 4本

琳面 :ヨ コナデ
角面 :ヨ コナデヽ頸部以下磨滝

3号墳SW端 表± 1
lmm程度の砂粒を含む 褐色 良好

ヨ縁部 残存 率 1/8
摩凹筆 支 7六

ホ面 :ヨ コナデ
勺面 :ナデ、頸部以下磨減

1号墳主体部取上N6

1  980724
lmm前後の砂粒を含む 淡黄褐色 良好

ヨ縁部残存率1/7

髭凹線文 2

埴輸 ホ面 :ナデ 内面 :ヘラケズリ
3号墳SW区 表土 P
h19 980421

1～ 2 mm程度の砂粒を含む 外面 :暗責

掲色 内面 :淡灰色 良好

生

抹

弥

嵩 勺・外面 :ナデ
1号墳SW区 2層
JRn4mI工 ふ lmm大の砂粒を含む 波黄色 良好

と物残存率2/3 刻
ヨすふ明

1( ホ面 :ナデ 内面 :ヨ ヨナデ 1号境NW 2層 lmm程度の砂粒を含む 赤褐色 良好
赤色頭料付着 内画

1
生
台

弥
器

画

面
ヨコナデ
ヘラケズリ

層

０１

１

０Ｒ

＝

濡 lmm程度の砂粒を含む 責橙色 良好 擬凹線文 15本

11
生
凱

弥

應
3号墳NW l層 P血
147  980505

I～ 2 mm程度の砂粒 を含む 外面 :淡赤
椙付  内面 :淡慕掲任  良好

焼成前穿孔

Ⅲ面 :ナデ? 内面 :磨減
3号墳SW 2層
980424

Imm程度の砂粒を含む 外面 :褐色 内

面 :淡灰色 良好

1と 勺・外面 :ナデ 3号墳SW区 2層 I～ 2 mm程度の砂粒を含む 褐色 良好

須悪器

直 口帯
勺・外面 :回転ナデ 畠 3-3 1層 980702 クシ描波状文

(単位 :clla)

挿図番号 器種 全長
頭部長
(刃部)

刃幅 刃部博 出上場所・年月日 備考

4 3号道NE区 1層麗付近

層 6 1 υ ′くSI-03床 面直 上  取上 Nc l

SI-03床 面盲 上  取上 N庄 2
1 SI-03床 面 取 上血 3

W葉式鉄錐 SI-03 Pit 2内
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第3節 Ⅱ区の調査 (第45図)

Ⅱ区は、西へのびる丘陵の頂部から斜面にかけて設定した調査区で、標高は31m～44mで ある。

分布調査の結果などから丘陵頂部には古墳の存在が推定されたほか、南側斜面でも性格不明の横穴

が検出され、横口式炭窯が存在する可能性も考えられた。

検出した遺構は、調査区西側の尾根頂部で古墳 1基、南斜面か ら横穴墓 6穴、炭窯 と見 られる遺

構 1、 北側斜面か ら横穴墓1穴を検出した。調査区内の最高所 (標高約44m)についても、地形測

量の段階では古墳である可能性があったが、調査の結果横穴墓の後背墳丘 と判断した。遺構の時期

は古墳時代後期から奈良～平安時代 と考えられ、遺物は須恵器が中心であるが、横穴墓の中には鉄

鏃、耳環のほか人骨を検出したものも存在する。

尾根上及び南側斜面には山道が造成され、特に 1号穴前庭部先端から炭窯 と見 られるSX-01前

方にかけて斜面が削られ、地形が大きく改変されている。また、 1号穴については、天丼崩落のお

それがあったため、玄室部の調査に入る前に天丼部を重機で取 り除いている。 このため、 1号穴周

辺では、調査後の地形が本来のものと異なっている部分がある。

後背墳丘 (第47図)

丘陵頂部東端に位置する高まりで、調査区内の最高所に立地 してお り標高は44mである。調査前

は古墳 と見 られてお り、北東部 と南西部が後世の地形改変で削られていた。 トレンチ調査では主体

部、周溝 ともに検出されず、盛土も確認できなかったため、一旦は自然地形 と判断したが、その後

南側斜面から2・ 3・ 6号穴が検出され、これらの横穴墓の後背墳丘である可能性が高 くなつた。

高まりの平面形は西側に前方部をもつ前方後円形にも見え、横穴墓もくびれ部付近に玄室が来るよ

うに意識して掘削された可能性も考えられる。この高まりを人為的に加工した痕跡は明確には認め

られないが、横穴墓玄室のほぼ真上に当たる付近から須恵器の完形品などが出上していることも考

慮し、後背墳丘 と判断した。

1号墳 (第48図)

1号墳は、 Ⅱ区西端の丘陵頂部に位置する。墳頂での標高は42.5m、 調査前の地形測量では、一

辺約10m、 高さ約 lmの方墳で、主軸をほぼ南北にとるもの と見 られた。発掘調査の結果、墳丘規

模は南北13m、 東西 9mの方墳で、高さは約 lmであった。

墳丘 墳丘は墳頂部から南側にかけて、後世に造 られた山道により地形が改変され等高線が乱れて

いる。西側の墳端は調査区外のため確認できなかったが、東側では尾根に直交する上端幅0。 7～2.5

m、 深さ約0。2mの浅い溝が検出された。北 。南側の墳端 も明瞭ではないが、わずかなテラス状部

分があり、この付近を墳端 と推定した。埋上の厚さは約30cmと 薄 く、多 くは流出しているとみられ

た。主体部は検出できなかったが、土層観察では墳頂部から墳丘西側にかけて旧表土 と見 られる黒

色土層を検出している。 (第48図 土層断面図のスクリーントーン部分)

出土遺物は、墳丘盛土から鉄製品を検出しているが、覆上が薄 く撹乱を受けているため、確実に

この古墳に伴 うものか明らかではない。上器・埴輪などは全 く出土しなかつた。

なお■区の北側斜面でも横穴墓 1基を検出し、これを7号穴 としたが、 7号穴の主軸は 1号墳の

墳丘に向けられている。 1号墳は古墳 と判断したが、主体部が検出できなかったことから本来は7

号穴の後背墳丘 として構築された可能性も否定できない。
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第45図 屋敷古墳群Ⅱ区調査後地形測量図 (S=1:400)
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X=
-66730

第46図 屋敷古墳群Ⅱ区 1号墳 。後背墳丘調査前地形測量図 (S=1:300)

1号穴 (第48図～第50図)

I区南側斜面の中腹に存在し、南東に開口する。ほぼ同じ標高で西側に4号穴、5号穴が隣接す

る。標高は前庭部で34mで ある。羨道部の調査中に玄室天丼付近に亀裂が見つかり、危険防止のた

め羨道部から玄室にかけて天丼部の上砂を重機で取 り除いた後、玄室の調査を行つた。これにより、

羨道天丼部については一部状況を明らかにしえなかったところがある。

前庭部 。羨道部 先端付近を山道が通 り、地形改変を受けているため前庭部と羨道部の境界は明ら

かでないが、閉塞石が確認された付近から奥にかけては天丼が部分的に残存しており、玄門の前方

3m付近まではトンネル状の構造をとっていたと見られることから、この部分は羨道部であつたこ

とが考えられる。この場合、羨道部の規模は長さ3.4m、 床面の幅0。9～ 1。 lmで、ほぼ長方形の平面

形である。さらに地形改変を考慮するならば、羨道部の長さは4mを超える可能性もある。羨道部

の天丼形態については崩落が激しく不明である。床面は、奥に行 くにつれて徐々に高くなる。

また先端付近には、前方に伸びる幅40cmの溝をもつテラスが存在し、 1号穴に伴うものであると

考えられるが、前庭部となるのか墓道となるのかは不明である。このほか、墓道東側斜面には幅20

～30cmの溝、西側には一辺50cmの上坑が検出されたが、これらについては、地山が風化を受けやす

い土質のため、人為的に掘り込まれたものかどうか確認できない。

玄門部 長さ0。 8m、 幅0.4m、 高さ0.7m～0。 8mで ある。平面形は長方形で、床面は玄室側で高 く

なっている。天丼部はやや丸みを帯びているが、棟線などは認められなかった。

玄室 玄室は奥行き1.6m、 幅1.7m～1.5mで奥壁側がやや狭 くなるが、正方形に近い平面形をとる。

天丼中央付近が崩落しているため正確な高さは不明だが、約1.2mと 推定される。玄室形態は、前

壁と奥壁は比較的垂直に近いのに対し、両側壁は内傾していることから妻入りのテント形である可

能性があるが、詳細は不明である。

堆積状況 墓道、玄門は閉塞時の覆土や流入上でほぼ埋まり、玄室床面も流入土や崩落土でほとん

ど覆われていた。撹乱と見られる流入上を除去すると、土層はかなり細かく分層することができた。

墓道から玄門までを通した土層観察ができなかったため、検討は不充分であるが、初葬後再掘削が

Om
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黎
キ

1表±   7暗 茶灰色上
2明茶±  8暗 赤色土(地山撹乱?)
3暗褐色± 9暗 赤褐色土仙 山風化土 ?)
4赤茶色± 10赤茶色土(地 山風化土 ?)
5茶灰色± 11褐色土
6暗灰色± 12茶色土

13明茶色土
14茶黄色土
15澁灰褐色土
16茶褐色土(地山風化土?)
17明茶褐色土
18灰茶黄色土

19淡茶灰色土
20暗灰褐色土(旧表⊃
21明灰茶色上(地山風化土)

22赤茶色土

(自 い小石を多く含む 地山風化土)

23赤茶色土

(地山に近い土質 ややパサパサし
24暗赤褐色土

第47図 屋敷古墳群Ⅱ区 1号墳墳丘測量図・土層断面図 (S=1:100)
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複数回行われたことは明 らかで、

閉塞石の状態も考えると盗掘が行

われた可能性もある。

閉塞状況 (第49図)

玄門部前方で、数点の石材が倒

れた状態で検出された。いずれも

自然石で加工した痕跡は認められ

なかった。閉塞はこれらの石材を

積み重ねて行 ったもの と見 られ

る。玄門には閉塞に伴 う到 り込み

などの加工は認められない。

羨道部遺物出土状況 (第49図)

羨道部では、須恵器 と鉄鏃、玄

室内で須恵器 と人骨が出上 した。

羨道部先端付近では床面近 くから

不蓋 と不身、鉄鏃 と茎がそれぞれ

1点出上し、閉塞石の前方付近で

は高不 3点 と直口壷がまとまって

検出された。高イは3点 とも倒立

した状態で出上しており、意図的

に置かれていたことは明らかであ

る。また、出上位置が床面である

ことから初葬に伴 うものと考えら

れる。このほか、閉塞石前方の埋

土中から直口壷 1点が確認されて

ヤゝる。

玄室内遺物出土状況 (第50図)

玄室内ではヽ中央やや奥壁寄 り

の床面で不身 1点 を確認 したほ

か、土砂に覆われていなかつた右

奥部で人骨が出上した。人骨の残

存状態は悪 く、天丼からの崩落土

や流入上の影響を受けなかった骨

だけが残存 したもの と見 られる。

分析の結果、被葬者は 1体で、若

年の女性であることが明らかにな

つた。分析についての詳細は、第

10章 を参照されたい。

第49図 屋敷古墳群 Ⅱ区 1号穴羨道部遺物出土状況

(S=1:30)
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1号穴出土遺物 (第51図 。第52図)

第51図は須恵器である。 3が玄室床面か

ら、そのほかは羨道部からの出上である。

1は不蓋で、日径は12.3cmで ある。器壁が

厚 く、天丼部 と体部の境界付近の突帯が全

く表現されないものである。 2は不身で、

日径■.5cmで ある。かえりが短 く内傾する

ものである。 3も 不身でかえりが短いが、

端部はやや上方に向 く。1～ 3と も調整は

回転ナデで、ヘラケズリの痕跡は認められ

ない。 4・ 5は、直日壷である。4は 日径

8.9cm、 器高13.6cm、 5は 日径10.3cm、 器高

13.7cmで ある。いずれも体部の下位 1/3

程度をヘラケズリ調整するが、 4はヘラケ

ズ リ後回転ナデを加えているようである。

6～ 8は低脚の無蓋高邪である。 6は、日

径14,7cm、 底径8.7cmで、 7・ 8と 比較す

350m

るとわずかに小形である。また器壁が厚 く、

底面から日縁部へ緩やかに立ち上がる不部

第50図 屋敷古墳群Ⅱ区 1号穴玄室内遺物出土状況  の形態も、 7・ 8と は異なる。透かしはい

(S=1:30)
ずれも2方向上段であるが、孔の形状は6

が方形、 7・ 8は切 り込み状である。

第52図は鉄鏃である。 1は鏃身部の長さ7 cm、 幅が3.2cmと 広身のものである。関の一部と茎の

大部分が欠けており、本質は確認できない。三角形鏃群のB― Ⅲ形式に分類される 。 2は茎の先

端付近である。断面は長方形で、 1と 同一個体の可能性があるが、直接は接合しないため、確認で

きない。出土遺物の時期は、玄室内出土と墓道出上のものに時期差はなく、出雲5期～6期のもの

である。

2号穴 (第53図・第54図 )

調査区内の最高所となる丘陵頂部の高まりを南西斜面に下つた位置にあり、南西に開口する。標

高は前庭部床面で39.5mで、今回調査した横穴墓の中では最も高い位置に掘り込まれている。検出

中には、広大な前庭部をもつものと考えていたが、前庭部の側壁に接して3号穴と6号穴が検出さ

れ、この2基の横穴墓が壊されて前庭部がつくられていたことが明らかになつた。

前庭部 2号穴前方の平坦な部分を前庭部と考えると、その規模は長さ3。 lm、 幅2.8m～ 3.6mと なる。

前庭部の両側壁は2号穴、6号穴の側壁とほぼ重なるようにつくりだされている。また、横断面の土

層堆積状況から、3号穴、6号穴が2号穴の前庭部掘削以前に存在していたことが確認された。

縦断面では22層上面などで再掘削が行われた可能性を示す面があるが、詳細は不明である。

―-42 -―



第51図 屋敷古墳群Ⅱ区1号穴出土遺物実測図(1)(S=l:3)

屋敷古墳群Ⅱ区 l号穴出土遺物実測図(2)(S=li2)

一　
一　

　

一　
一

〕
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l茶色土(自色のB蛇を多く含む)

2暗灰色土
3波灰色土(2と同じか?)
4茶黄色上(白色のオ蛇 を多く含む)   B― ―一
5茶色土(1に近い)

6明茶色土(4に近い)

7灰茶色土(地 山の自色や黒色のブロックを多く含む)

8暗灰色土(2と同質。3と も同じか?)
9茶色土(白色の河蛇 は少ない)

,0茶黄色土他 山ブロックを含む)

,1灰茶色土(7と同質)

12波赤茶色土
19灰黄色土(7・ 11に 近い力tや や黄色が強い)

14灰赤茶色土
15淡茶灰色上
16茶自色土
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第53図 屋敷古墳群Ⅱ区2・ 3・ 6号穴位置図 (S=1:60)

羨道部 長さ0。8m、 幅0。7m～0。9mで、玄室側がやや狭 くなる不整形な四角形の平面形を呈する。

前庭部の中央よりかなり左側に寄つた位置に掘削されている。

玄門・玄室 羨道部の左側に寄つた位置から掘削される。主軸は東側に振られ、前庭部の軸とずれ

ている。平面形は奥側が広 くなるT字のような形をとり、長さは1.7m、 幅は羨道部側で0。3m、 奥

側の広い部分で0。8mである。高さは羨道部側で1.2m、 奥壁沿いでは0。2mと なる。閉塞のための溝

や掘 りこみ、閉塞石などは検出されなかった。また、内部には流入土と見られる土砂が天丼まで堆

積していた。

後背墳丘 (第55図)

調査終了後の2・ 3・ 6号穴と後背墳丘との位置関係を示した。高まりの頂部は標高約44mで、

2号穴前庭床面との標高差は4mである。2号穴の主軸が東へ振られているのは、高まりの頂部を
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意識している可台ヒ性もある。

遺物出土状況 (第56図)

2号穴の羨道部、玄門玄室から

は遺物は出上しなかったが、周辺

庚び前庭部からは多量の須恵器片

が確認された。これらの多くは前

庭部の前側、特に前庭部先端から

斜面に傾斜が変わる付近に集中し

ている。床面から出上したものは

ほとんどないが、土器片を接合し

た結果、不身 1点、大甕4点を復

元することができた。なお、平面

図で3・ 6号穴上にも須恵器片の

出土を示す点があるが、いずれも

2号穴前庭部埋土中からの出土

で、 3・ 6号穴に伴うものではな

�ゝと見られる。

・∞

―
―
―

ｋ
ｌ
ｌ
ｌ

C―――              ――一C'

第54図 屋敷古墳群Ⅱ区2号穴実測図 (S=1:60)

0                        10m

第55図 屋敷古墳群Ⅱ区後背墳丘測量図 (S=1:200)
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2号穴前庭部出土遺物 (第57図)

とは不身で、日径11.Ocm、 器高4。 3cmで ある。外面底部付近は回転ヘラケズリで調整される。 2

～5は大甕である。口縁部、体部ともゆがみがあるものが多く、底部が割れており器として用を成

さないものもあった。日縁部は外面に面をもち、複合日縁状を呈する。日径は2が19.8cm、 3が

22,Ocm、 4が16。4cm、 5が21.4cmである。器高は3が58.lcmであるが、ほかは底部付近を復元でき

なかつたため不明である。時期を推定できる遺物が不身しかないため詳細は不明であるが、およそ

出雲4期～5期 と考えられる。

日     ■

ユ_________―――――+―――――――――――一――子
�

屋敷古墳群Ⅱ区2・ 3・ 6号穴周辺土器片分布状況 (S=1:60)

砂

め

國

掛

第56図
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3号穴 (第58図)

2号穴前庭部の右側壁沿いで検出された小規模な横穴墓で、標高は墓道床面で約39mである。 2

号穴前庭部の掘削に伴い、右側壁上部から天丼部、左側壁の大部分を失っている。横穴墓 と認識 し

たのは、半分以上掘 り下げた後だつたため、墓道の上層堆積状況は不明である。

墓道 長さは検出時で1,2m、 幅は0.6mで平面形は長方形である。床面はほぼ水平で玄門に至る。

玄門 長さ1,Om、 幅0.5mで ある。墓道との境界付近の床面から側壁にかけて、閉塞用のものとみ

られる幅10cmの浅い掘り込みがあるが、閉塞石などは認められなかった。

玄室 床面で長さ1.6m、 幅0。9mである。玄門と玄室との境界が不明瞭で、左側壁では鈍角ながら

0                 10cm

0                          20om

第57図 屋敷古墳群 Ⅱ区 2号穴前庭部出土遺物実測図

(1のみ S=1:3  2～ 5 S=l:6)
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角をもつが、右側壁では玄門から玄

室へ緩やかにつなが り、徳利形 とで

もいうべき平面形である。玄室形態

は天丼部のほとんどが失われ、軒線

なども認められないため、不明であ

る。

堆積状況 墓道から玄室まで完全に

土砂が堆積していた。 2号穴前庭部

の掘削に伴 うのは3～ 5層で、その

他はそれ以前の堆積 と考 えられ る

が、 どの層がこの横穴墓に伴 うのか

は明らかにできなかった。

3号穴出土遺物 (第59図)

墓道の埋土か ら出上 した刀子で、

刀身の一部 と茎である。前庭部の土

層は不明だが、出土位置から7層中

から出上したものと推定した。現存

長は7.7cmで 、飢金具が認められる。

茎の断面は四角形を呈する。

6号穴 (第60図)

2号穴前庭部の左側壁沿いで検出

された小規模な横穴墓で、規模・形

態 とも3号穴に酷似する。 2号穴前

庭部主軸線で3号穴 と対称の位置に

あり、 2号穴前庭の掘削で右側壁か

?             .             ?n

第58図 屋敷古墳群Ⅱ区3号穴実測図 (S=l:60)

0            5cm

第59図 屋敷古墳群 Ⅱ区

3号穴出土遺物実測図

(S=1:2)

ヽ
ｐ
ｐ
日

＞
「

⑫

ら天丼部にかけて失われている。床面の標高は約38mで ある。

墓道 幅、長さとも0。 7mと 規模が小さく、西側に湾曲してい

る。床面は玄門に向かって高 くなる。

玄門 長さ1,Om、 幅0。5m～0,6mで墓道床面より10clll高 くなる。

この段の法面から側壁にかけて面取 りされているが、これは閉

塞用の加工 と見 られる。

玄室 長さl。6m～1.8m、 幅1.Om～ 1。 3mで奥壁側が広 く台形

に近い平面形である。玄門と玄室の境界は3号穴 と異なり明瞭

である。天丼部の右側約 1/2を欠 くため玄室形態は不明であ

る。

堆積状況 6号穴も完全に埋没しており、 2号穴前庭部掘削に

よる影響を受けていると見られるが、 どの層が掘削時の埋土か

は明らかにできなかった。
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玄室内遺物出土状況 (第61図 )

玄室内から須恵器の蓋不、甕片が出上している。蓋不は蓋 と身が4点ずつ検出され、床面直上も

しくはそれに近い位置にあったことから、この横穴墓に伴なうものと考えられる。

6号穴出土遺物 (第62図)

1～ 4は不蓋、 5～ 8は不身である。 1は 口径10。 lcm、 器高3.lcmで 、他の 3点 と比べて器壁が

厚 く小ぶ りである。天丼部 と体部の境界付近は沈線のみで、日縁端部にも浅い沈線を巡 らせ る。

2・ 3は天丼部 と体部の境界付近に2本の沈線を入れ、日縁端部に浅い沈線を巡 らすなどよく似る。

日径は2が13.Ocm、 器高4。 3cm、 3が口径12。3cm、 器高4.lcmである。 4は突帯が明瞭に表現され、

日縁端部がやや鋭 くなるもので回径11.lcm、 器高4。 lcmである。いずれも天丼部付近は回転ヘラケ

ズリが施され、 1と 4は天丼部外面にヘラ記号をもつ。

5～ 8は不身で、 6と 8に は焼き歪みがある。 5は 日径11,6cm、 器高4.lcmで 、立ち上が りは短

く外湾する。 6は 日径11.6cm、 器高4。 lcmで立ち上が りは直線的に伸びる。 7は 日径10.7cIIl、 器高

4.5cmで 、立ち上が りが大 き

く内傾する。 8は本来 6に近

い器形 と考えられるが、歪み

のため口径は8.9clll、 器高4,2

cmと なっている。調整は底部

付近にヘラケズリを施すもの

が多いが、 8にはヘラケズリ

は認められず回転ナデで仕上

げる。遺物の時期は出雲4期

と考えられる。

4号穴 (第63図 )

4号穴は、調査区東部の南

側斜面に開回し、 1号穴の南

西4mに位置する。 この横穴

墓の調査開始直前に、玄門か

ら玄室天丼部にかけて天丼部

が落盤した。標高は墓道床面

で約33mで、開口方向は南東

である。

墓道 幅1.3m前後で、玄室

に対して軸が西へ振れている

ものと見 られるが、ほとんど

が失われているため詳細は不

明である。

玄門 長さ0,7m～0。 9m、 幅

0。 7mで、墓道 との境界付近 第60図 屋敷古墳群 Ⅱ区 6号穴実測図
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第61図
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屋敷古墳群Ⅱ区6号穴玄室内遺物出土状況 (S=1:20)
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屋敷古墳群Ⅱ区6号穴出土遺物実測図 (S=1:3)
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に閉塞用の据 り込みをもつが、閉塞石などは認められなかった。玄室にかけて浅い掘 り込みが存在

する。

玄室 長さ1.8m、 幅1.7m～ 1.5mで、奥壁側がわずかに幅狭 となるが正方形に近い平面形である。

玄門から玄室中央付近にかけて、幅20cm～ 60cmの浅い溝状に掘 り込むことで、玄室奥壁側 と両側壁

側を一段高 くし、簡単な屍床 としている。界線は比較的明瞭であるが、天丼が崩落したため玄室形

態は不明である。なお、この横穴から遺物は出上していない。

堆積状況 墓道から玄室まで地山ブロックを多量に含む上が堆積していた。この層は分層できなか

つたことから、調査前の落盤による堆積土 と考えられる。

5号穴 (第64図)

4号穴の南西約 6mに位置し、南東に開口する。標高は約33mで今回検出された横穴墓の中で最

も低い位置にある。玄門から玄室中央にかけて天丼が崩落してお り、規模、形態は4号穴に近い。

墓道 先端部は山道により失われているが、現状で床面の長さ 1.Om～1,7m、 幅0。 7m～ 0。 9mで、

先端に行 くにつれて南側に曲がつてい く。床面はほぼ水平である。

玄門部 玄室前壁までの距離が左右で異なり、玄門部の長さは右0。7m、 左1.2mと なる。幅0。4mで

あるが、墓道側では0.8mま で広がる。束面はほぼ水平で、墓道 との境界付近では床面に閉塞用の

掘 り込みをもつ。天丼形態は崩落のため不明である。

玄室 玄室の長さは左側壁沿いで1,6m、 右側壁沿いで2.lmと 大きな差がある。幅は2.Omで前壁側

と奥壁側 とで差はない。玄室床面は両側壁側が 1段高 く、奥壁側はそれよりさらに 1段高 くな り、

屍床を意識した造 りになっている。界線は比較的明瞭だが、天丼崩落のため、玄室形態は不明であ

キ柳 c'

m

第63図 屋敷古墳群Ⅱ区4号穴実測図 (S=1:60)
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る。また、右側壁側には板状の石を積み重ねて石床を設けている。石の厚さは最大20cmで極端に厚

いものはないが、風化が著しく割石に加工したものかどうかは確認できなかった。

堆積状況 天丼崩落などにより、玄室内まで完全に土砂が堆債 していた。 これらは8層に分層でき

るが、追葬や盗掘、崩落に伴 う層がどの層かを明らかにすることはできなかった。

遺物出土状況 (第65図)

石床の上面から須恵器の郷蓋、不身各1点 と耳環が 2点出上 している。 これらは、出上位置か ら

石床への埋葬に伴 う可能性が高い。 このほか玄室内の4層中から高不が出上している。

5号穴出土遺物 (第66図・67図)

1は不蓋で、日径は11.5cIIl、 器高3.lcmで ある。外面の突帯は表現されず、回縁端部も丸 くおさ

められ、沈線などは施されない。調整は、ナデと回転ナデのみである。 2は不身で、日径10.Ocm、

器高4.lcmで ある。立ち上が りは短 く、底部付近は回転ヘラケズリ調整が施される。また、底部外

面には 「×」字状のヘラ記号をもつ。 3は高不で、口径8.8cm、 器高8.6cmの脚部が短 くなるもので

ある。邪部外面には3本の沈線が巡る。脚部には切 り込み状の透孔が 3方向に入 り、端部は肥厚 し

第64図 屋敷古墳群Ⅱ区5号穴実測図 (S=1:60)
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て外面に面をもつ。第67

図は耳環である。 1、 2

とも長径2.OcIIl、 短径1.8

cmで、断面形は隅丸長方

形となる。

遺物の時期は、蓋郷の

特徴などから出雲5期 と

考えられる。

A一

屋敷古墳群 Ⅱ区 5号穴閉塞石 。屍床 。遺物検出状況

(S=1:30)
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第67図 屋敷古墳群I区 5号穴

出土遺物実測図(2)

(S=1:2)
0                       1 0crn

第66図 屋敷古墳群Ⅱ区5号穴出土遺物実測図(1)

(S=1:3)

7号穴 (第68図 )

Ⅱ区の北側斜面で唯一検出された横穴墓である。北西に開口し、標高は墓道床面で約35mで ある。

先述したとおり主軸は1号墳に向けられている。なお、工事中の発見であつたため、玄室天丼の一

部が失われている。

墓道 長さ3.4m、 幅0。7m～1.Omと 比較的狭長で、玄門部側がやや幅狭となる長方形の平面形を呈

する。床面はほぼ平坦である。

玄門部 長さ1.7m、 幅0.5mで、高さは約 lmと 考えられる。床面は墓道よりも20cm高 くなり玄室

に向かって徐々に高 くなつていく。墓道との境界付近には浅い掘り込みが認められ、閉塞用の施設

と見られるが、閉塞石などは検出されていない。また玄門部入り日は上端が下端より狭 くなり、正

面からみると台形である。天丼部は残存部の状況から平坦なものと推定される。

玄室 長さl。8m～2.lm、 幅1.5mで平面形は縦長の長方形に近いが、左側壁が右側壁に比べ短 く、

軸が墓道―玄門部より東に振る。床面は平坦であるが奥壁に向かって徐々に上っており、奥壁沿い

では前壁沿いより20cm程度高くなる。天丼形態は、中央付近が失われているが軒線が比較的明瞭に

残っており、妻入りの家形と推定される。

堆積状況 墓道と玄門部の境界付近にある12層 は、その位置などから閉塞に伴う埋上ではないかと

考えられる。なおこれを切つて玄門部に堆積している5、 7、 13層 については、天丼からの崩落土

である可能性が強いが、詳細は不明である。

墓道遺物出土状況 (第69図 )

墓道では、埋土中から土師器の甕、須恵器の高邪、短頚壺が出土した。いずれも埋上の中でも高

い位置からの出上で、この横穴墓に伴なうものかどうかは明らかではない。

玄室内遺物出土状況 (第70図)

玄室内からは床面で須恵器、刀子のほか人骨が出上した。須恵器の不身 l点が玄室入り日付近で

検出されたほかは、いずれも玄室右側の奥壁沿いからの出上である。人骨についての詳細は第10章

を参照されたい。

7号穴出土遺物 (第71図～第73図)

第72図は墓道から出上した遺物で、 1は土師器甕の頚部付近である。内面頚部以下にヘラケズリ

が認められる。2は須恵器の高不であるが、焼成が不良で風化が著しい。日縁部と脚端部を失なっ

―- 54 -一
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1           曽

0                1m

第69図 屋敷古墳群Ⅱ区7号穴前庭部立面図・断面図 (S=1:20)
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ており口径等は不明だが、三角形透かしを2方向にもつものである。3は須恵器の直口壷で焼き歪

みがある。日径10.8clll、 器高12.8cmで、外面底部付近は回転ヘラケズリが施される。第73図は玄室

内出上の須恵器で、 1・ 2は郷蓋、 3・ 4は不身である。 1は 日径11.8cmで、外面の突帯は2本の

0               1m

第70図 屋敷古墳群H区 7号穴遺物出土状況 (S事1:20) 第71図 屋敷古墳群Ⅱ区

7号穴出土遺物実測図(1)

(S=1:3)
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0                          10cm

0            5cm

第72図 屋敷古墳群■区7号穴出土遺物実測図(2)(S=li3)

一生
と

第73図 屋敷古墳群Ⅱ区

7号穴出土遺物実測図(3)

(S=1:2)
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沈線で表現され、日縁部内面には沈線を施す。回転ヘラケズリは外面天丼部付近にのみ認められる。

2は 口径12.lcmで、器形は 1に近いが、沈線が浅 く不明瞭になる。調整はナデと回転ナデのみが施

される。3は 口径10.4cmで、調整は回転ヘラケズリを施さず、ナデで仕上げるものである。4は 日

径10。 7cmで器形は3に近いが、底部付近にヘラケズリが施される点が3と 異なる。

第馳図は刀子の茎部で、現存長7.2cmで ある。刃部のほとんどを欠 くが、飢金具、木質が残つて

セゝる。

遺物の時期は72-3が出雲4期に、73図の須恵器が出雲4期～5期に相当すると考えられる。

SK-01(第 74図 )

丘陵頂部からやや南に下った緩斜面で検出した土免で、検出面の標高は約42mで ある。平面形は

ほぼ円形で、径1.6m、 深さ0。7m～1.2mである。周囲にこれに関連するような土坑、ピットは存在

せず、遺物も出上しなかったため土免の時期・サ
14_格 は不明である。

SX-01(第 75図)

南側斜面の中腹、丘陵頂部から約10m下った急斜面で検出した遺構で、標高は32m～34mである。

形態から掘削途中で放棄された横口式炭窯と見られ、焚き日と横口7個を確認した。焚き日、横口

とも地山を掘り込んでつくられている。なお、煙道に相当するものは検出できなかった。

焚き日は幅1.Om、 奥行き1.5mで、前端から約 lm付近に燃焼部に相当するトンネルが掘られて

いる。 トンネルは床面で幅0。5m、 高さ0.5m～0.8mで 2m掘 り進んだ所で止まっており、焚き口に

最も近い横回とつながっている。 トンネル床面は焚き口より約10cm高 くなる。

横日は1,lm～1.5mの間隔を置いて掘 り込まれる。横回は地山の風化もあり不整形だが、幅30cm

～50cm、 高さ20cm～ 40cmで、焚き日とつながる1個 以外は約 lm掘 り進んだところで止まって

いる。横日の床面は焚き日から遠 くなるほど標高

が高 くな り、焚き口床面 と東端横口床面では1.3

mの差がある。横日の前方は、一部に幅20cmの狭

いテラスが認められるほか傾斜が)辟者に緩やかに

なる部分が存在する。ただこの付近は山道が走つ

ていた部分であるため、 これらがどの程度まで炭

窯に伴 うものかは不明である。この遺構に伴 う遺

物は出上していない。

後背墳丘 。遺構外出土遺物 (第76図)

1は直口壷で、体部下半に回転ヘラケズリを施

すものである。 2は 日縁郡で日径8.4cmで あるが、

器種の詳細は不明である。 3はイ身の日縁部付近

で、日径9。3cmである。 4は大形の不ないし椀 と

見 られる。底部には高台がつき、回転ナデ調整を

施す。 5は平瓶の破片で、日径12.8cmを 測る。

遺物の時期は出雲 3期以降と見 られる。

1茶黄色土(地山に近い上質で他の層よりしまっている)

2案灰色土(撹乱か?)
3暗茶黄e土 (2よ りやや明るい。パサパサしている)

4明茶灰色上(2と 3の 中間の明るさ。■質は3に近い)

5暗茶色粘質上
6暗灰色土何ヽさな木炭のブロックや粉を含む)   420m

寸

第74図 屋敷古墳群Ⅱ区SK-01実 測図
(S=l:40)
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0                 10cm

第76図 屋敷古墳群Ⅱ区後背墳丘・遺構外出土遺物実測図 (S=1:3)

第 4節 小結

1.竪穴住居跡について

竪穴住居跡は計 3基検出した。

時期を考えてみると、出土遺物が少な く断定はできないが、 SI-02(草 田 l期)→ SI-0
1(草田3期)→ SI-03(草 田4期)と いう順になる。切 り合い関係からSI-02→ SI―

01と なるのは確かである。なお、平面プランはどれも隅丸方形であるが、SI-02の 方が丸に、

SI-03の 方が方形に近 くなっている。

宍道町内では、弥生時代の集落遺構の検出件数が少なかったことから、当遺跡は弥生時代後期前

半から後半までの一連の集落のあり方を考える上で重要な遺跡 となった。 とくに低地における弥生

時代の集落遺構は皆無に等しく、また、宍道湖近 くにある遺跡 としても隣接する北ヶ市遺跡 ととも

に重要な位置にある。

北ヶ市遺跡の竪穴住居跡は出土遺物から草田3期 と考えられ、当遺跡 と時期が重複することか ら

一体の集落であったと考えられる。

他に特筆すべきことは、当地域における外周溝である。北ヶ市遺跡の竪穴住居跡にも外周溝が確

認されてお り、その時期はいずれも草田3期である。他の時期の竪穴住居跡からは確認されていな

いことから、当地域での草田3期の特徴であったことが うかがえる。なお、いずれも当集落内では

比較的大規模な住居址であり、草田3期に当集落が最も発展 したとも思われる。

ただし、宍道湖南岸低地における弥生時代集落のデータが少なく、また、集落に伴 う墓が確認さ

れておらず、今後の資料の増加を待って再度検討すべきである。

2.横穴墓について

横穴墓は計 7基を検出した。横穴墓の位置関係や形態から考えると、北側斜面で検出した7号穴

は単独で存在 し、 3号穴 と6号穴、4号穴 と5号穴がそれぞれ群を構成 していたと見 られる。 1号
穴については4・ 5号穴に近接するが、羨道部や閉塞施設の構造が異なるため、4・ 5号穴 とどの
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ような関係にあったかは検討を要する。2号穴は3・ 6号穴に後出し、構造も異なることから群を

構成するものではないと考えられる。

横穴墓の玄室形態については、天丼部が崩落しているものが多 く詳細は不明だが、平面形でみる

と3号穴、6号穴は小規模な縦長長方形を呈する。 1号穴、4号穴、 5号穴は両側壁の長さが異な

つたり、奥壁が幅狭になるなど不整形であるが、基本的には正方形を指向しているのではないかと

考えられる。7号穴は縦長長方形で、妻入りの家形 と見られることは先に延べたとおりである。次

に、横穴墓の時期について見る。出上した須恵器から、6号穴が最も古く出雲4期 と考えられ、7

号穴が出雲4～ 5期、 5号穴が出雲5期、 1号穴が出雲5～ 6期に相当する。2号穴は、前庭部か

ら出上した須恵器が2号穴の時期を示すとすると出雲4～ 5期である。

これらをまとめると、屋敷古墳群においては出雲4期では横穴墓の玄室平面形は縦長長方形で、

出雲5期には縦長長方形と正方形指向の両方を造っていると言うことができる。この時期、出雲地

方東部では石棺式石室の影響を受け、平入りの整正家形で平面形が正方形ないし横長長方形の玄室

をもつ横穴墓が造られるようになるとされる
5)。

Ⅱ区 1・ 4・ 5号穴もこの影響をうけて正方形の

玄室プランを指向したのではないだろうか。

一方、宍道町内に所在する横穴墓で上に穿たれたものは40基近いが、平入りであることが確実な

ものは2例しかない
°
。屋敷古墳群の横穴墓も全て上に掘られたもので、妻入りとなる可能性が高

く、玄室平面形と玄室形態が関連を持つことは考えにくい。

宍道町では時期が明らかになつている横穴墓が少なく、玄室の形態によって出雲西部や山間部と

の比較がなされてきた。今回の調査で、時期が明らかな横穴墓の新資料を加えることができ、玄室

平面形の差違には時期的な問題が関わつている可能性が見えてきた。しかし岩盤に穿たれる横穴墓

と上に穿たれるものとの性格の違いや、石棺式石室など横穴式石室との関連などは、今後の資料の

増加を待って再検討すべき課題である。

3.炭窯について

Ⅱ区南斜面で検出したSX-01は 横口式炭窯と考えられ、何らかの理由で掘削途中に放棄され

たと推定される。構造は、斜面を利用して等高線と平行に窯体をトンネル状に掘 り、これに焚き日、

横国が付属するものである。構築方法は、まず焚き口と横口を設け、横回の先端を通るように窯体

を据 り進むものと考えられる。このタイプの炭窯に通有な、作業面とされる平坦面と窯体先端の煙

道は、窯体の掘削後に設けるものと見られSX-01で は確認できなかった。

SX-01の 時期については、遺構に伴う遺物がなく自然科学的な年代測定もできなかつたため

不明である。ただ、形態的には横日の間隔が lm以上と広い点、横口が小形化する点は横口式炭窯

の中でも新しい要素と考えられる
の
。

島根県内における横口式炭窯の検出例は今までに3例あるが、いずれも宍道湖南岸地域で確認さ

れている。この地域では、玉湯町玉ノ宮D一 Ⅱ地区で7世紀末の製鉄炉が発見されている
°
ほか、

鳥取県西部から島根県東部にかけての海岸部では鍛冶関連遺跡の発見も相次いでいる
の
。横口式炭

窯は製鉄用炭の生産を行つたと考えられていることから当遺跡周辺にも製鉄関連の遺跡が存在する

可能性が考えられる。一方、出雲地方山間部では、横口式炭窯は今のところ発見されていない。山

間部と沿岸部で様相がどのように異なるのか、既に指摘されているように
IOl、

横口式炭窯が当地方

で一般的かどうかも含め、検討していく必要があるだろう。
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9)『徳見津遺跡 。目廻遺跡・陽徳寺遺跡』一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化

財発据調査報告書12 島根県教育委員会 1996

10)『布志名大谷 I遺跡・布志名大谷Ⅱ遺跡・布志名才の神遺跡』一般国道9号松江道路 (西地区)

建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書4 島根県教育委員会 1997

表 3 屋敷古墳群Ⅱ区遺物観察表          (単 位 I cm)

種 類

臆 者

511
塔 (蓋 )

外面 :回転 ナ デ 、ナ デ

内面 :回転 ナ デ 、ナ デ

1号穴豪道部 取上 No l

)A0701
l mm新 の 抄 租 を 言 む
態普 匝 毎  息解 瞥物 あ り

須恵器 琳面 :回転ナデ、ナデ
対面 :回転ナデ、ナデ

1号穴羨這部  取上No 2
)80701

珂mm大 の砂粒を含む
ル腰任  慮好

3
須恵器

4
本面 :回転ナデ 肉Ξ玄穴

０１

号

０７

１

氾
(階褐色 主層 中 ) l mm大の砂粒を含む

農灰色 良好
騒部に淡貢色、淡褐E
D付着物あ り

須恵器

直 口壺
8

外面 :回転ナデ、回転ヘラケ
ズ リ後ナデ、ヘラお こし
内面 :回転ナデ、指ナデ

1号穴羨道部 上層面
,80623

l mm大 の砂粒 を含む
淡責灰色 良好

須恵器
直 口壺

外面 :回転ナデ、回転ヘラケ
ズリ 肉面 :回転ナデ_ナ亨

1号六羨道部 取上Nα 6 2 mmの砂粒を含む

須悪器

高外
8 9

本面 :回転ナ デ

角面 :回転 ナ デ ヽナ デ

1号穴羨道部 取上No 5 l mm小の砂粒を含む

'形

透かし2方向13

籍訪
ホ面 :回転ナデ
々面 :回転ナデ、指ナデ

1号穴羨道部  取上 No 4 2 mm大の砂粒を含む
基 匝 名  自 諄

刀り込み状透か し2チ
釘1段

須恵器
高杯

71面 :回転ナデ
勺面 :回転ナデ、指ナデ

1号穴豪遭部 取上Nα 3
)R0701

l mm大 の砂粒 を含む

雪淡灰色  良好
刀り込み状透か し2ア

旬1段

須恵器

不 (身 )

■面 :回転ナデ、ヘラケズ リ
勺面 :回転ナデ、ナデ

2号穴 PNc9 6 980714 2号 穴
ЭPNo 3 4 5 9807024

l mm大の砂粒 を含む
淡灰色 良好

夏転復元

斜埴∽
外面 :回転ナデ、タタキ痕
内面 :回転ナデ、アテ具痕

2号穴③PNo269,273.274,275,
ど77, 288, 281, 282  980723

l mm大の砂粒を含む
淡青灰色 良好

鶉達ｍ
外面 :回転ナデ、タタキ痕
内面 :回転ナデ、アテ具痕

2号穴② 980713、 980714
l mm大の砂粒を含む

外面 :淡灰色、内面 :

淡橙色  良好
反転復元

籍遠
外面 :回転ナデ、タタキ後力

キ ロ 内面 :回転ナデ、アテ

具痕

小横穴墓玄室茶色土・床直
980730 2号 穴前庭部③ほか

l mm大の砂粒を含む

嗜灰色 良好
琳面に一部 自然釉付

音、一部磨滅

籍達
45以■

外面 :回転ナデ、タタキ後力

キ ロ 内面 :回転ナデ、アテ

具を当てた後回転ナデ、アテ
具痕

ｍ
２４
号
０７

２

泥
2号典② 2 mm大の砂粒 を含む

青灰色 良好
発き歪み あ り

須恵器
不 (蓋 )

外面 :回転ナデ、回転ヘラケ
ズ リ 内面 :回転ナデ、ナデ

6号穴 取上No 2 980805
l mm大 の砂粒を含む

本面 :淡青灰色、内
面 :淡灰色 良好

L面 にヘラ記号「 X」

らり

須恵器
杯 (蓋 )

面
り
面

外
ズ

内

回転ナデ、回転ヘラケ
回転ヘラケズ リ後ナデ
回転ナデ、ナデ

6号穴 取上 No a 980805
l mm大の砂粒 を含む
炎茶灰色 良好

須恵器 本面 :回転ナデ、回転ヘラケ
だり 内面 :回転ナデ、ナデ

6号穴 取上Nα 7 980805
l mm大 の砂粒 を含む
本苦 破rh 蔵好

須恵器
麻 (善 )

41 ホ面 :回転ナデ、回転ヘラケ 6号穴 取上血 10 980805 l mm大 の砂粒 を含む

炎灰色  良好
上面にヘラ記号あり

須恵器
応 (身 )

本面 :回転ナデ、回転ヘラケ
ガ:I 肉百 画離+ギ +ギ 6号穴 取上No 4 980805

l mm大 の砂粒を含む

須恵器
不 (身 )

Ⅲ面 :回転ナデ、回転ヘラケ
だり 内面 :回転ナデ、ナデ

6号穴 取上Nc 5 980805
l mm小の砂粒を含む
淡灰色 良好

暁き歪みあ り

狽思喬

杯 (身 ) デナ

一ア
一ア

ナ
ナ

転
転

回
回

画
面

6号穴 取上血 6 980805 l mm弱の砂粒 を含む 一部反転復元

須恵器

坪 (身 )

琳面 :回転ナデ、ヘラケズ リ
内面 :回転ナデ、ナデ

6号穴 取上Nc 9 980805
l mm大 の砂粒を含む

育紫灰色 良好

暁き歪み あ り

琳面 に 自然釉付着 、
面盛薄
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艦 園 番 暑

類

種

種

黒

須恵器
杯 (書 )

3
外面 :回 転ナデ、ナデ
肉面 :回 転ナギヽナデ

5号穴 取上血 1 l mm小 の砂粒を含む

須恵器
沐 (身 )

4 外面 1回 転ナデ、回転ヘラケズリ?
内面 :回 転ナデ

5号穴 取上No 2 l mm大 の 砂 粒 を含 む
必旺Ⅲ  蔵浮

部 に ヘ ラ 記 号 IX」
叫

須恵器

高杯
8 8

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ、ナデ

穴
割

口耳
０７

５
４

第 4層 玄Ξ 肉 l mm4ヽの砂粒 を宮 む

炎黄灰色  やや軟

刀り込み状透か し3,
司1段

土師器
衛睡帯 風1ヒ ? 7号穴前厘 取上血 7

)80004
2 mm大の砂粒を含む

須恵器 盈1ヒ
7号穴前庭 取上血 8 l mm大 の砂粒を含む 三角形透か し2方向 1

器
壷

恵

ロ

須
直

外面 :回転ナデ、回転ヘラケズ リ、
ヘラおこし痕 内面 :回転ナデ、ナ
デ

7号穴前庭 取上No 6

)80904
l mm位 の砂粒を含む

炎青灰色 良好
先き歪みあり

須恵器

杯 (蓋 )

外面 :回転ナデ、回転ヘラケズ リ
内面 :回転ナデ、ナデ

7号穴 取上血3
)80003

l mm大 の砂粒を含む

突灰色 良好

発き歪み 上面にヘラ
E号、油脂分の沈着

齢
⑬

須
不

4 小面 :回 転ナデ、
角面 :回 転ナデ、ナデ

7号穴 取上Nc4 980903
l mm大 の砂粒を含む

Ⅲ面 :淡青灰色、内
面:淡黄灰色 良好

上面に油脂分の付着わ
り

須恵器

杯 (身 )

外面 :回 転ナデ、磨減、回転ヘラケ
ズリ  内面 :回転ナデ、ナデ

7号穴玄室内 取上Nc l

980003

l mm大 の砂粒を含む

ホ面 :渋責灰色、内

固:決青灰色 良好

須 思 岳

杯 (身 )

Ⅲ面 :回転ナデ、回転ヘラケズ リ
勺面 :回転ナデ、ナデ

7号穴 取上 N∝ 5
980903

2 mm六の砂れ を含む

炭灰色  良好

かえりほほ全周に重来
陣 去 の 蕉 齢

須恵器 本画 :回転ナデ、回転ヘラケズ リ 愛背墳丘  2号 穴上 l mm大 の砂粒を含む
反転復元

須恵器
口縁

(堤瓶 ?)

面

面
回転ナデ

回転ナデ

面

０７

斜

０５

萄

氾
中央土坑

l mm以 下の自色の砂粒
を含む 晴青灰色 良
17

須恵器
係  rBゝ

ホ面 :回転ナデ
角面 :回 転ナデ

葛西斜面
0 5 mmの砂粒を含む
秘 普 匝 魯  自 解

狽思議

続   (ヨ ト)

Ⅲ面 :回 転ナデ、ナデ

～
面 :回 転ナデ

可斜面・再北 トレンチ東
則 表±  980526ほか

l mm弱 の 砂 れ を 含 む
出庶Ⅲ  自解

籍軌
小面 :回転ナデ、タタキ ロ
再面 :回転ナデ、アテ具痕

再斜面・南北ベル ト③ 以
雪表土～茶色± 980601
ホ

l mm大 の砂粒を含む

突灰色 良好

(単位 i clR)

挿図番号 器種 全長
頭部長
(刃部)

刃幅 刃部厚 出上場所・年月日 備考

52-1 (105) 02t 刊 穴 No.4

2 (54) 1号穴 前庭部 980608
刀子 (26) 1 3号穴 前庭 埋± 980724

刀子 ( ) (2.2) 穴  血 2  980903

(単位 :cln)

短径 断面径 出上場所・年月日 備考

耳環1 2.C 1 長径0,6 短径0,ど 5号穴 耳環1 980801 重量508宮

耳環1 2( I 長径06 短径0.ど 5号穴 耳環2 980801 重量5.11貿
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第4章 鋤崎古墳群

第 1節 調査の経過と概要

鋤崎古墳群は、八束郡宍道町大字佐々布2331外に所在する。宍道町西部を流れる江尻川東岸に位

置し、西へのびる丘陵が北西 と南西へ分岐する付近の丘陵頂部から斜面にかけて立地する。丘陵の

標高は、調査区内の最高所で42mである。周辺の遺跡は第 2章に記したとお りであるが、北西にの

びる丘陵の先端近 くには前方後方墳 1基、方墳 3基が存在 し、遺跡の名称は本来この古墳群につけ

られていたものである。また、第 3章に掲載した屋敷古墳群は、北西約100mに位置する。

この遺跡は宍道町教育委員会により分布調査 と範囲確認調査が行わヤk丘 陵頂部に存在する2つ

の高まりが古墳 と考えられていた。

発掘調査は平成10年 月ll月 6日 に着手した。 2つの高まりはいずれも古墳ではなかったが、北側

のものについては、横穴墓の後背墳丘 と見 られる。ほかに、北西斜面で 1基、西斜面で2基、南側

の丘陵先端付近の斜面で 1基、計4基の横穴墓を検出し、12月 25日 に調査を終了した。

全面調査の方法は、人力による表土掘削の後、人力による掘 り下げ・清掃を行つて遺構を検出し

た。遺物の取 り上げ、実測は調査員による実測 と遺跡調査システム 「SITE」 を併用 し、後者に

ついては調査員による補正を行つた。

調査後の遺跡全体写真撮影は、 リモコンヘリコプターにより実施 し、調査後の調査区地形測量に

ついても、 リモコンヘリコプターによる空中写真をもとに図化を行った。

第2節 調査の結果

後背墳丘 (第79・ 80図)

調査区北西部の丘陵上に存在する2基の高まりのうち、北西側のものは最高所で標高約42mを は

かる。平面形は不整形な四角形で、当初約10m× 5m、 高さ約 lmの古墳 とみられた。地山面まで

掘り下げて主体部の検出と墳端の確認をおこなつたが、主体部は検出できなかつた。墳端について

は、一部でテラス状の部分が確認されたものの、人為的な加工かどうかは不明であり、古墳ではな

いと判断した。一方この高まりの下方となる北西斜面には後述する鋤崎1号穴が検出されており、

これとの位置関係や須恵器の出土状況から、 1号穴を主体とする不整形な後背墳丘であると判断し

た。南東側の高まりについては、後世に山道がつけられた際に北西側およそ1/2が lm以上掘り

下げられていた。この断面の上層観察では、撹乱がひどく盛 り上や周溝などは認められなかった。

この後、地山面まで掘り下げたが主体部や遺物などは認められず、自然地形と判断した。

後背墳丘周辺で出上した須恵器は計7点で、完形品やそれに近いものが多い。器種は邪蓋と不身

で、墳丘南西側から邪蓋2点 (第81図 -2・ 3)と 添身 1点 (第81図 -5)、 墳丘北東端の尾根筋

から斜面へ移行する付近から不蓋と不身をそれぞれ 1点 (第81図 1・ 4)を検出している。

後背墳丘周辺出土遺物 (第31図)

1～ 3は不蓋である。 1は 日径12.7cm、 器高は4.lcmで、体部 と天丼部の境界付近に2本の沈線

を施し、突帯を表現している。日縁端部は段状になつており、回転ヘラケズリが天丼部付近にのみ

施される。 2は 回径12.6cm、 器高4.Ocmで、突帯の表現、回転ヘラケズリの位置など調整の手法も
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第77図 鋤崎古墳群調査区位置図
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ほぼ 1と 同様であるが、日縁端部のやや上位に沈線を巡 らす点が異なつている。 3は天丼部付近の

破片で口径、器高 とも不明であるが、突帯の位置が 1や 2と 比較して天丼部に近い印象を受ける。

突帯の表現方法、回転ヘラケズリの位置などは 1・ 2と 同様で、天丼部外面には 「×」状のヘラ記

号をもつ。

4・ 5は不身である。4は 日径10。 6cm、 器高4.lclllで、立ち上が りは内傾 し、端部を丸 くおさめ

るものである。内外面 とも回転ナデで調整され、回転ヘラケズリは認められない。5は 日径11。2cm、

器高4。 lcmで、全体に器壁が厚 く体部は内湾 しなが ら口縁部に至る。体部は回転ナデで調整され、

底部外面は回転糸切 りの痕跡が残る。遺物の時期は、1～ 4は大谷編年の出雲4期
D、

5は出雲 8

期に相当すると考えられる。

第78図 鋤崎古墳群調査後地形測量図 (S=1:300)
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横穴墓
~

1号穴 (第32図)

1号穴は調査区の北西側斜面で検出した横穴墓で、先に述べたように後背墳丘をもつ。丘陵頂部

に近い高さに掘 り込まれ、床面の標高は38.5mで今回検出された横穴墓の中では特に高い位置にあ

る。後背墳丘頂部との標高差は約5mである。今回、北西側斜面で検出された横穴墓はこの 1基の

みで、単独で存在するものである。開口方向は北西である。

前庭部 床面で幅1.lm～0。 7m、 長さl。2mで、先端部はある程度流出していると見られる。平面形

はほぼ長方形であるが、先端に行 くにつれて床面は低 く傾斜し南側の壁が南へ大きく開く。

羨道部 幅は0.5m～0.6mで、玄室側でやや広 くなる。長さは1.5m、 高さは入り日付近が破損して

m

第79図 鋤崎古墳群後背墳丘調査前測量図 (S=1:100)
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いるが0。6m前後であったと見られる。横断面は半円形で、床面は前庭部との境界で約10cm高 くな

りさらに玄室に向かって徐々に徐々に高くなる。閉塞月の到 りこみや閉塞石などは検出できなかっ

た。

玄室 前庭や羨道部の主軸 とわずかに異なる主軸をもつ。幅は1.lm～o.8mで奥壁側がわずかに幅

が狭 くなり、長さは1.9mで ほぼ長方形の平面形を呈する。高さは天丼部の剥落が進んでおり、判

然としないが lm程度と考えられる。棟線、軒線は確認できず、玄室形態は特定できない。

く/

9                   〒m

第80図 鋤崎古墳群後背墳丘調査後地形測量図 。出土遺物位置図 (S=1:100 遺物S=1

¢
:6)
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1                               3

0                          1ocm

土層堆積状況 羨道部の状

況などから、盗掘を受けた

可能性は高 く、 2層及び8

層の上面が侵入面 と見 られ

る。 また玄室内の上層は、

1層が天丼から剥落した土

の堆積 と見 られ、 2層は前

庭部の9層、 3層は同じく

3'層 に対応すると判断 し

た。なお、 2層中からは須

恵器が出上している。

玄室内遺物出土状況

(第83図)

須恵器が 3点出土 した。

2層 と3層 は土をふるいに

かけたが、他の遺物は検出

できなかつた。須恵器は2

層から出上し、床面から5

cm～ 15cm浮いた状態で検出

された。出土状況から二次

的に動かされてお り、追葬

の可能性もあるが土層も勘

案すると盗掘の影響による

ことも考えられる。

第81図 鋤崎古墳群後背墳丘出土遺物実測図 (S=1:3)
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第82図 鋤崎古墳群 1号穴実狽1図 (S=1:60)
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前庭部遺物出土状況 (第84図 )

前庭部先端付近から前方の斜面にかけて、須恵器、土師器、石製紡錘車などが出土した。主 とし

て前庭部の5層 に含まれているが、土器が確認された時点で既に 1層をある程度掘 り下げていたた

め、 1層 と5層の切 り合い関係は不明である。前庭部の先端付近の床面か ら約10cm浮 いた位置に、

須恵器の蓋郷、短頚壷、琳、土師器の高不などが積み重なって出上し、斜面下方狽いこ50cm離れて提

瓶が 1点検出された。出土状況から二次的に移動しているのは明らかであるが、いつの時点で動か

されたかのは不明である。このほか、耳環 1点が羨道部 との境界付近の壁際から出土している。こ

れは盗掘時に移動された可能性が高い。

1号穴出土遺物 (第85・ 86図)

1・ 2が不蓋、 3・ 4が不身である。 1は 日径13.Ocm、 器高4.Ocmで、体部 と天丼部 との境界付

近に2本の沈線を巡 らせ、日縁端部は

丸 くおさめる。天丼部付近のみ回転ヘ

ラケズリを施す。 2は 日径12.8cm、 器

高4.lcmで、突帯が沈線 1本のみで表

現される。口縁部内面のやや上方に沈

線を巡 らせ、ヘラケズリは天丼部の一

部に施される。 3は 日径10。 4cm、 器高

4。2cmで、たちあが りは大 きく内傾す

る。回転ヘラケズリを底部の狭い範囲

に施す。

4～10は 前庭部で出上 した上器で、

4～ 7・ 10は須恵器、 8・ 9は土師器

である。 4は不身で日径9。 8cm、 器高

4.2cmで器形、調整などの特徴は 3と

同様である。 5は球で、平底の底部を

もち底径は5。 lcmで ある。頚部には波

状文 と沈線、体部には刺突文が施され

る。調整は体部上半はカキロ、下半は

回転ヘラケズリである。6は直口壷で、

日径ll.lcm、 器高14.lcmである。日縁

部～体部最大径付近は回転ナデ、体部

の中位はカキロ、体部の下位～底部は

回転ヘラケズリで調整する。 7は有蓋

高不で、日径 は12.7cm、 底径13.lcm、

器高は15。 3cmで ある。立ち上が りは内

傾し端部は丸 くおさめるもので、脚は

直線的にのびる。透かしは三角形の2

段 3方向で、上段 と下段を互い違いに

390m

0                1m

第33図 鋤崎古墳群 l号穴玄室 内遺物 出土状況

(S=1:20)
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入れ、間に 1本の沈線を施す。調整はナデと回転ナデである。8・ 9は高邪で、9の底径が10,lcIIl

を測るほかは、法量は不明である。器形は8・ 9と も同様で、器壁が厚 く、不部は口縁に向かって

直線的にのびる。脚は端部で大きく外反し、ほぼ水平になる。調整は丁寧なナデが施され、器表に

は赤色の顔料ないしは化粧土が塗布されていたと見られる。10は提瓶である。日径は10。 lclll～ 11.0

cmで、端部外面には面をもつ。胴部の片面は不明瞭だがやや偏平になつている。把手はつぶれ気味

だが、環状で比較的しっかりしたものである。

86-1は耳環で、長径2,3cm、 短径2.2cmで断面径は楕円形である。銅環に鍍金されている。2は

石製紡錘車で、径3.3cm、 厚さ1.6cmで、孔の径は0。6cmで ある。上面から側面にかけて面取 りされ、

丁寧な研磨で仕上げられる。j遺物の時期は、玄室内出上の蓋郷が出雲4期、前庭部出上のものは

出雲3期～4期 と見られる。

2号穴 (第87図)

2号穴は南東にのびる丘陵先端の斜面で検出された。横穴墓が検出された高さは床面で約33mで、

0               1m

第34図 鋤崎古墳群 1号穴前庭部遺物出土状況 (S=1:20)

390m
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丘陵頂部との標高差は約6mである。横穴墓の標高は後述する3・ 4号穴と近いものの開口方向や

規模などは大きく異なり、単独で存在すると考えられる。開口方向は北東である。

前庭部 床面で幅0.8m、 長さ1.Omで ある。平面形はほぼ長方形である。

羨道部 幅は0。4m～0,6mで、玄室側でやや広 くなる。長さは1.6m、 高さは天丼部が完全に崩落し

＼

＼
ゼ ヲ

●

0                      1 0cln

第85図 鋤崎古墳群 1号穴出土遺物実測図(1)(S=1:3)
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詳細は不明だが、0,6m以 上あったとみられる。床面は前

庭部より約10cm高いが明瞭な段はもたない。閉塞石などは

検出できなかった。

玄室 平面形はかなり不整形な四角形 となつている。規模

は前壁側で幅2.lm、 奥壁側で幅2.2mで あるが、玄室の長

さは、左右の側壁沿いで0.7mの 差があるため、奥壁が前

壁に対して大きく傾 く。羨道 と玄室 との境界、各壁の境界

も一部を除いて不明瞭である。床面には幅10cm～20cmの溝

が設けられ、屍床を意識したものとみられる。天丼部崩落

のため、高さ及び形態は不明である。

340m

④ 怨

ｍ0                 5cln

第86図 鋤崎古墳群 1号穴

出土遺物実測図(2)

】崩落土(地 山ブロック)

2崩落土(灰茶色土・地山ブロックをわずかに含む)

3崩落土(暗茶色土地山プロックを2よ り多く含む)

4崩落土(地山ブロック中心、浚灰茶色上が混じる)

5崩落土(暗茶褐色土・地山ブロックを少量含む)

6崩落土(灰 自色土・地山ブロックを多く含む)

7崩落土(淡灰色土・地山ブロックを多く含む、6よ り色が濃い)

8崩落土?(暗茶灰色土)

9灰黄色土(地 山プロックを含まない)

10地山のすべったもの、4‐ の面ですべつている
11淡灰色粘箕土
12崩落土(地 山ブロックと茶灰色土の互層状態)

ヽ
ヽ_____、

第87図 鋤崎古墳群2号穴実測図 (S=1:60)
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土層堆積状況 羨道部、玄室内の堆積土 とも9層 を除いて天丼の崩落土 とみられる。

玄室内遺物土状況 (第88図 )

玄室内からは蓋不がほぼ地山直上で検出された。

浄

2号穴出土遺物 (第89図 )

1・ 2は 不 蓋 、

3・ 4は 不身で あ

る。1は 日径12.8cm、

器高3,7cmで あ る。

体部 と天丼部 との境

界付近に2本の沈線

を巡 らせ るもので、

日縁部は内湾し端部

やや上方には沈線を

施す。回転ヘラケズ

リの範囲は天丼部付

近のみである。 2は

日径 13.6cm、 器高

3.3cmで、天丼部 と

体部の境界は沈線で

表現される。日縁端

部内面に沈線を巡 ら

せており、回転ヘラ

ケズリは沈線の直上第88図 鋤崎古墳群 2号穴遺物出土状況 (S=1:30)

から施される。 3は 口径■.4cm、 器高3.6cmで、たちあが りは

直立して短 く、端部はやや鋭 くなる形態である。4は 日径10.8

cm、 器高4.2cmで たちあが りが短 くやや内傾するものである。

回転ヘラケズリは底部の一部のみに施される。

遺物の時期は、不蓋の特徴から出雲4期に相当すると考えら

ヤ化る。

3号穴 (第90図 )

3号穴は、 2号穴 と同じ丘陵の西側斜面で確認された横穴墓

である。丘陵先端に比較的近い位置に掘 り込まれ、高さは床面

で約33mで ある。東側4mに は4号穴が存在する。開口方向は

南西である。 3号穴の前庭部は横穴墓に通有のものだが、奥は

羨道、玄室の区別がつかない構造をとる。このため、ここでは

閉塞部分より前を前庭部、奥を玄室 と呼称して記述する。

前庭部 床面で幅0.6m～ 0.8m、 長さ2.Omで平面形はほぼ長方

形である。床面は中央付近がわずかに窪み、レンズ状を呈する。

祀

て
~

影＼ ‐ ギ
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第89図 鋤崎古墳群2号穴

出土遺物実測図 (S=1:3)
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第90図 鋤崎古墳群 3号穴実測図 (S=1:60)

また玄室 との境界には長さ1.Om、 幅0.2mの掘 り込みをもつ。

玄室 内部は、土砂でほぼ完全に埋没していた。長さは1.7m、 幅は0.6m～ 0。7mで、平面形は奥壁

側がわずかに広い長方形である。床面は奥壁側でやや高 くなってお り、天丼は玄室前側が1.Om、

奥壁沿いが0。3mで、玄室形態は奥壁側が最も低 くなるトンネル状である。各壁を画する明瞭な線

は認められないが、床 と側壁、天丼は不明確ながら区別されている。

上層堆積状況 前庭部については、横断面で4層 と5層の切 り合い、縦断面で3層 と4層の切 り合

い関係があるが、追葬や盗掘を示すものかどうかは明らかにできなかった。また前庭部 との対応関

係が充分に掴めなかつたが、玄室内の埋土はいずれかの時点で流入した上であると考えられる。

3号穴出土遺物 (第92図)

前庭部の7層から土師器の甕、玄

室内で10層 内から須恵器の不が出土

している。いずれも埋土中からの出

土だが、この横穴墓に伴 うものとみ

られる。 lは 回径11,2cmで 、日縁部

が直線的に立ち上が り、端部は丸 く

第91図 鋤崎古墳群 3号穴出土遺物実測図

(S=1:3)
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おさめる。 2は不身で、不安定な平底をもち、国径10.Ocm、 器高3.8cmを 測る。調整は回転ナデで、

ヘラおこしの跡が認められる。遺物の時期は、不身が高台をもたず糸切 りが用いられないことから、

出雲 6期 と考えられる。

4号穴 (第92図)

4号穴は3号穴の南に隣接 し、位置や構造などか ら3号穴 と群を構成するものと判断される。床

面の標高は約31mで、今回検出された横穴墓の中ではもっとも低い。開口方向は南西である。この

横穴墓に伴 う遺物は出上していない。

前庭部 床面の幅1.5m～1.lm、 長さは2.4mで、規模は今回検出した横穴墓の中で最大である。平

面形は先端側が幅広 くなる台形を呈し、床面はほぼ水平である。

羨道部 幅は0.5m～0,7m、 長さは1.lmで玄室側の幅が狭 くなる。床面は前庭部よリー段高 く、そ

の差は約10cmで ある。天丼は高さ0.6m～0.7mで 玄室に向かって徐々に低 くなる。先端部には閉塞

用の掘 り込みが明瞭に残るが、閉塞石などは検出できなかった。

玄室 幅は0。6m～0.8mで奥壁側の幅が狭 くな り、長さは1.Omで不整形な長方形の平面形を呈する。
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第92図 鋤崎古墳群4号穴実測図 (S=1:60)
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片袖状の構造で、右側壁は羨道と玄室が明瞭に区別できるが、左側では羨道の壁がそのまま玄室壁

へ続いている。高さは羨道部との境界付近では0.6mであるが、天丼と床面の間は徐々に狭 くなる

ため、面としての奥壁は存在しない。玄室奥側の天丼及び側壁にはノミ痕が認められた。

上層堆積状況 横断面、縦断面とも追葬や盗掘を窺わせる土層は認められなかつた。

第 3節 小 結

今回の鋤崎古墳群における調査では、横穴墓4基 と後背墳丘と見られる高まりを検出した。

検出された横穴墓は天丼が崩落していたため玄室形態の不明瞭なものや、遺物が検出できなかった

ため掘削された時期の特定が困難なものもあるが、時期と玄室平面形の問題を中心に整理し、小結

としたい。

横穴墓の時期は、出土遺物の時期から、 1号穴と2号穴が出雲4期、3号穴が出雲6期 と考えら

れ、出雲5期の横穴墓は確認されていない。なお、 1号穴については、前庭部で出上した須恵器の

中に出雲3期のものが含まれている。これは追葬時に前庭部に持ち出された可能性もあり、 1号穴

は出雲3期にさかのぼることも考えられる。また、 1号穴 と2号穴の玄室内から出土した蓋不は、

ともに出雲4期の範疇であるが、比較してみると、体部と天丼部の境界付近にある段の表現など1

号穴出上蓋不のほうがやや古い様相を呈するように思わヤk4期 の中での前後関係の存在も推察さ

れる。4号穴については出土遺物がなく時期不明であるが、 3号穴に隣接し、玄室形態も近いこと

から3号穴と同時期のものである可能性が高い。

次に、横穴墓の形態について見る。

横穴墓は、玄室などの形態から1号穴、2号穴、 3・ 4号穴の3つ に分類される。 1号穴は、玄

室平面形が縦長長方形となるものである。2号穴は、不整形であるものの玄室前壁・左側壁・奥壁

の長さがほぼ一致することから、玄室平面形は横長長方形または正方形を指向している可能性があ

る。また、屍床を意識した構造になつている点も注意される。 3・ 4号穴は羨道と玄室の境界が不

明瞭で、全体に縦長長方形に近い構造をとる。側壁・奥壁と天丼との区別が明瞭ではなくアーチ形

の玄室形態をとるもので、羨道～玄室の天丼形態を知り得たのはこの2穴のみである。

横穴墓の玄室平面形と時期の関係については第3章でも触れたが、鋤崎古墳群においては、出雲

4期 と考えられる1号穴と2号穴の玄室平面形が異なり、玄室平面形が縦長長方形と、横長長方形

ないし正方形を指向するとみられる2種類の横穴墓が造られている。出雲5期の様相については、

この時期の横穴墓が確認されていないため不明であるが、出雲6期には玄室平面形が縦長長方形 と

なる3・ 4号穴が造られる。

つまり、この遺跡で玄室平面形が正方形を指向する横穴墓は、出雲4期にのみ確認されると言う

ことができる。これは、この時期に出雲東部で石棺式石室の影響を支けた整正家形の横穴墓が造ら

れるようになること
か

と無関係ではあるまい。さらに、 1号穴と2号穴に先に述べたような時期差

が認められるとすれば、玄室平面形が時期によって変化している可能性も考えられる。

この遺跡の周辺となる佐々布川、江尻川流域の横穴墓には、岩盤に掘 り込まれたものと上に掘 り

込まれたものの2種類がある
の
。宍道町内で横穴墓は約60基発見されているが、このうち1/3が

来待石に掘られたもので、玄室平面形は正方形ないし横長長方形で、平入り構造である。一方、土

に掘られた横穴墓の玄室平面形は縦長長方形が多く、平入 りとなるものはごくわずかであること
つ
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など、この2種類の横穴墓の形態には差違が認められる。今回発見された横穴墓は、いずれも土に

掘 り込まれたもので、資料数が少ないこともあり、来待石に掘られたものを合めたこの地域の横穴

墓に普遍化できるものではないと思われる。この地域の横穴墓の全体像については、来待石に掘ら

れたものを含め、既発見資料の再検討と、今後の資料の増加を待つて検証していく必要があると考

えられる。

註

1)大谷晃二 「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 1994

以下、出雲○期と記したものはこの編年による。

2)『石棺式石室の研究』出雲考古学研究会 1987

3)a『宍道町歴史資料集』古墳時代編 I 宍道町教育委員会 1993

b『上野遺跡・竹ノ崎遺跡』中国横断道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書7

島根県荻育委員会 2001

4)註 3文献aに 同じ

表4 鋤崎古墳群遺物観察表           (単 位:cm)

類

語

種

塁

法量 (cm)

惜 者

須恩語

杯 (蓋 )

4
Ⅲ面 1回転ナデ、回転ヘラケズリ
村面 1回転ナギトナギ

1号墳NW区 02層 P阻 1

2 981201
l mm六 の砂種を含む

淡黄灰色   良好
―部反転復元

須恵器

杯 (蓋 )

4
Ⅲ面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ
村面 1回転ナデ、ナデ

1号墳SW区 02層 PNは 1

1 981211
lm腑小の砂紅を含む
を

「

魯    由に

須恵器

妬 (蓋 )

画

面

琳

内
回転ナデ、回転ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

1号墳・北西区南端第2層
,81126ほ か

l mm大 の砂粒を含む

炎灰色    良好

講
働

須

杯
4

面

面

ホ

肉
回転ナデ

回転ナデ、ナデ

1号墳NW区 02層 PNo l
3 981201

l mm弱 の砂粒を含む

炎黄灰色   良好

須恵器
腕 (外 )

琳面 :回転ナデ、回転糸切り
角面 1回転ナデ

1号墳  PNα 7. 9, 10

'81130

l mm位 の砂粒を含む
雪堀Ⅲ    不 白

更転復元

E本 あり

85-
須恵器

不 (蓋)

4
面 :回転ナデ、回転ヘラケズ リ
面 〔回転ナデ、ナデ

1号穴玄室内 取上Ne l l mm大 の砂粒 を含む

須恵器
邦 (書 )

本面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ
1号穴玄室内 取上Nは 3
)81215

l mm大 の砂粒を含む
渉苦贋伍   息解

須恵器
杯 (身 )

4
小面 〔回転ナデ、回転ヘラケズリ
対面 :回転ナデ、ナデ

1号穴玄室内 取上Nα 2

)81215

l mm位 の砂 粒 を含 む
悲

「

名     白b7

狽恩語

外 (身 )
9 4

ホ面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ
角面 :回転ナデ_ナギ

1号穴前庭取上 血6
181214

l mm大 の砂粒を含む
士音 辰,   自解

一部反転復元

須恵器

鯨
琳面 :回転ナデ、カキロ、回転ヘラケズ
リ 内面:回転ナデ、ナデ

1号穴前庭 取上Nα 2
)31214

l mm弱 の砂粒を含む

咲灰色 良好

一部反転復元 波

大文、列点文あり

須恵器
直日壷

11
本面 :回転ナデ、カキロ、回転ヘラケズ
J 内面 :回転ナデ、ナデ

1号穴副歴 取上血 3
)81214

2 mm大の砂粒 も含む
を正れ    自障

輔訪
3

Ⅲ面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ後ナデ
角面 :回転ナデヽナギ

1号穴前庭 取上No 4

)81214

l mm大 の砂粒を含む

災青灰色   良好

三角形透か し3方
句2段

輔訪
丁寧なナデ 1号穴前庭 取上Ne 7

l mm小 の砂粒を含む
彗綱 魯      自 諄

更転復元

珊詠
0 丁寧なナデ 1号穴前庭 取上No 5

l mm大 の砂粒を含む
雪褐但    慮好

―部反転復元

1(
須恵器 径

俸
外面 :回転ナデ、カキロ、タタキ痕
内面 :回転ナデ、ナデ、アラ具痕

1号穴前庭 取上Nは 1

,81201

l mm大 の砂粒を含む

・I庶魯    自解
琳面に自然釉、須
蛍果 件空善

須恵器
邦 (蓋)

3
外面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ
肉面 1回転ナデ、ナデ

2号穴玄室 取上No 4

981211

2 mm大 の砂 粒 も含 む
琳書

「

魯    白解 暁き歪みあり

須恵器
杯 (恭 )

3
外面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ
内面 1回転ナデ、ナデ

2号穴玄室 取上血1

981211

3 mm大の砂粒 も含む
泌音康Ⅲ   巨好

内面に油月旨系の付
着物あり

須恵器
杯 (身 )

11
ホ面 :回転ナデ、回転ヘラケズリ
角面 :回転ナデ、ナデ

2号穴玄堅 取上Nα 3

,81211

2 mm位 の砂粒を含む

炎責灰侵   &鮮
須思喬

杯 (身 )

Ⅲ面 1回転ナデ、回転ヘラケズリ
角面 :回転ナギヽナギ

2号穴玄室 取上No 2

,81211

l mm大 の砂粒を含む

央黄灰色   良好

土師器

甕 (日 縁)

11
面

面
磨滅 (回転ナデ?)
磨滅

3号穴前庭 床面近く
〕81203

2 mm大の砂粒も含む
勝苦 れ      慮 諄

須恵器
杯 (身 )

3
牛面 :回転ナデ、ヘラおこし

角面 :回転ナデ、ナデ
3号六玄室? 取上血3

l mm大 の砂粒を含む

(単位 :cln)

橋園番号 器種 長径 情 看

平環
1号穴羨道上部 茶褐色土中 取上血
1 5  981209

銅環に金渡金
重量4,95g

2 古銀車 厘Al 1号穴前庵 981026 科の俸0 6 cm
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第5章 足頭古墳群

第 1節 調査の経過と概要

足頭古墳群は、八束郡宍道町大字佐々布3245-3外 に所在する。宍道町の北西部、斐川町 との境

界に近い丘陵上に位置し、宍道湖に向かって北にのびる丘陵の先端に近い頂部に立地する。丘陵の

標高は、最高所で42mと 周辺の丘陵よりもやや高 く、また丘陵先端付近 という立地のため眺望は開

けており、北東に宍道湖、北西に出雲平野を眼下に望む。調査区は、北西へのびる丘陵 とそこから

西へ派生する丘陵上に設定した。

この古墳群は、分布調査によって確認されたもので前方後円墳が存在する可能性も考えられてい

た。また、昭和60年には宍道町教育委員会によって同じ丘陵の北側先端部で発掘調査が行われ、こ

のときに確認された 2基の古墳が、それぞれ足頭 l号墳、 2号墳 となっている。いずれも方墳で、

1号墳は割竹形木棺 1基、 2号墳は箱式石棺 2基を主体部にもつもので、古墳時代前期～中期に築

造されたと推定されている
D。

今回の調査は、平成10年 8月 ■日に着手した。 トレンチによる調査範囲の再確認 と地形測量を実

施した後全面調査を開始し、調査区内の最高所 となる北束の丘陵頂部で古墳 1基を検出した。地形

測量以前の段階では、調査区東側に存在する大小 2つの高まりは前方後円ないし前方後方墳の可能

性もあつたが、調査の結果北側にある大形の高まりが方墳であることが確認され、足頭 3号墳 とし

た。前方部の可能性をもっていた南側の高まりとの間は溝で切断されており、西側に存在する高ま

りについても加工された痕跡はなかったためいずれも自然地形 と判断した。3号墳では、箱形木棺、

箱式石棺など主体部 3基を検出し、南側の斜面から埋葬施設 1基を検出した。最後に3号墳の地形

測量、調査区全体の空中写真撮影、測量を実施して11月 5日 に終了した。

全面調査の方法は、重機及び人力による表土掘削の後、入力による掘 り下げ・清掃を行つて遺構

を検出した。遺物の取 り上げ、実測には調査員による実測 と遺跡調査システム 「SITE」 による

実測を併用 し、後者については調査員による補正を行った。

調査後の遺跡全体写真撮影は、リモコンヘリコプターにより実施し、調査後地形測量もこれによ

る空中写真をもとに図化を行つた。

第2節 調査の結果 (第93図)

調査区は、標高約42mの丘陵頂部に立地する3号墳 とその南側、西側にそれぞれ存在する高まり

を中心に設定した。南側の高まりは頂部で標高約40m、 西側のものは同じく標高約37mで あった。

調査前の段階では3号墳を後円部ないし後方部 とする前方後円 (方)墳が存在する可能性が考え

られたため、 3号墳 とその南側にある高まりについて地形測量を実施 した。前方後円 (方)墳の可

能性については、南側の高まりは前方部 としては墳端、墳裾のラインが明確でないことからやや低

くなった。 3号墳は、北西の墳端 と見 られる付近が後世の地形改変により削 り取 られており、東側

が急傾斜の谷状になつていることなどから、この時点ではマウンドの形状は確定できなかったが、

墳丘東側の等高線が直線的であり1辺15m程度の方形であると見 られた。なお、マウンドも低 く、

墳丘上面の平坦面も墳丘規模 と比較 し広いものであったことから墳丘の盛土は流出してしまってい
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ることも想定された。

発掘調査では、 3号墳 とその南側の高まりを南北に貫 くラインを設定し、 これにそって土層観察

用 トレンチを設けたほか、 3号墳、南側高まりそれぞれに東西方向にもトレンチを設け土層観察を

行つた。 (第96図)

3号墳の上層観察からは、調査前の想定 どお り堆積土は極めて薄 く、墳頂などの浅い部分では10

cm、 深い部分でも50cm足 らずで地山に達することがわかった。堆積している土も表土や地山の風化

上がほとんどで、墳端部分でも旧表上、流出した盛 り上などは確認できなかったが、中央付近に主

体部 と見 られる落ち込みが確認され、古墳であると判断した。また南側 と西側の高まりでも土層の

堆積状況は同様であつたが、主体部や地山の加工なども認められず古墳 と判断する積極的な根例が

ないため、自然地形 と判断した。

3号墳 (第95・ 97図 )

3号墳は、調査区北東の調査区内最高所に立地し、標高は約41mである。調査の結果、墳丘北側、

東側から南側にかけて直線的な等高線が描かれたため、墳丘形態は南北方向に長軸をもつ方墳 と推

定した。墳丘の規模は東西約1lm、 南北約15m、 墳頂平坦面は南北10m、 東西10mである。墳端に

第94図 足頭古墳群調査後地形測量図 (S=1:400)
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ついては、調査後の墳丘測量でも明確な傾斜変換点は認められなかったが、墳丘南側及び北側では

40。5mの等高線付近で若干傾斜が緩やかになるため、この付近を墳端とした。東側と西側でも同様

にして墳端を推定した。また3号墳と南側の高まりの間は、尾根筋に直交する浅い溝状の加工によ

り切断されていた。この溝は、上端で幅約 2m、 深さは0。2m～ 0。3mと浅いものであつたが、底面

は平坦になつていた。墳丘の高さは、現状では約1.5mで あるが、先述したように後世の地形改変

や盛り上の流出などがあつたと見られるほか、地山の土質が砂質で風化しやすいものであるため、

地山も風化・流出した可能性が考えられる。これは、後述する第 1主体の検出状況からも窺うこと

ができる。

足頭3号墳で検出した埋葬施設は、確実なものが2基、可能性のあるものを含めると3基である。

これらを検出順に第 1～第3主体部と呼称する。埋葬施設の配置は、箱形木棺と推定される第 1主

体部が墳頂平坦面の中央からやや南側に位置し、主軸を北東―南西にとる。組み合わせ式の箱式石

棺である第2主体は、墳頂平坦面の中央からやや北東寄 り、第 1主体部の北東約3mの位置にある。

0                         10m

第95図 足頭 3号古墳群調査前地形測量図 (S=1:200)
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主軸は北西―南東にとる。第3主体部は墳頂平坦面の北西端に位置し、第2主体部から北西に約5

mの距離にある。主軸は北東―南西にとるものである。以上のように、第 1主体部～第3主体部は

いずれも墳丘の軸と主体部の軸とが大きく異なつている。

これらの主体部のうち、位置や規模から中心となる主体部は第 1主体部と考えられる。このほか

に、3号墳と南側高まりの中間に土墳が 1基存在する。主軸をほぼ東西にとるもので、木棺を内蔵

した墓墳と考えられる。以下、第 1主体部から順に述べる。

第 1主体部 (第98図)

第 1主体部は、箱形木棺と考えられるもので、墳頂平坦面の中央からやや南に寄つた位置で検出

された。主体部の主軸はN-53° 一Eである。墳丘平坦面は表上がわずかに地山を覆つていたのみ

で、墳丘を構成するような盛り上は全 く認められなかつたため、検出面は地山面であつた。検出当

初は素掘りの墓墳と見られたが、精査中に墓渡の北～南東にかけてわずかな落ち込みが確認された
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第96図 足頭古墳群土層図 (S=1:120)
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ため、二段掘 りの墓獲であることがわかった。また、 1段目の墓渡がごく浅 く一部でのみ検出され

たことから、墳丘は盛 り上だけでなく地山についても風化・流出している可能性が高い。

墓獲の一段目は南西側が半分以上失われているが、長楕円形ないし長方形の平面形 とみられ、残

存部の状況から規模は幅1.8m以上、長さ約4.5mと 推定され、検出時の深さは最大でも5 cm程度で

あつた。二段日は長さ3.3m、 幅は1.0～ 1.lmで北東側がわずかに広 くなってお り、深さは約40cmで

ある。底面はほぼ平坦であるが、南西側がやや低 く傾斜している。また、底面の北東端 と南西端の

中央付近には小形の礫多数が集中している様子が認められた。礫は底面から壁面に接するように積

み重ねられており、北東端では80cm× 40cm、 南西端では60cm X 40cmの範囲で、厚さはいずれも約20

cmである。この礫は木棺の小日部を押さえる役割をしたものと見 られ、ここから棺の長さは約 2m、

棺の幅については40cm～ 50cmと 推定される。なお、礫はいずれも長軸側の側壁 とは明確に離れてい

ることから、木棺の側板は2m以上の長さをもって小日板を挟み、壁 と礫によって支えられるよう

な構造であった可能性が考えられる。墓墳内の覆上についてはほぼ水平な堆積を示し、木棺の痕跡

を示すような層位は認められなかった。遺物は墓獲内の覆土中から鉄器が出上している。

第 1主体部出土遺物 (第99図)

第 1主体部からは鉄器が 2点出上 している。 1は刀子で、現存長 4 cm、 幅 l cm、 厚さ0。3cmで あ

る。 2は刀子の茎部 と見 られるが、詳細は不明である。現存長 6 cm、 幅 l cm～ 1.5cm、 厚さは0,2～

0.311ullで 、断面形は台形を呈する。X線写真では不明瞭なが ら目釘孔らしきものも確認されている。

第97図 足頭3号墳調査後地形測量図 (S=1:200)

o第104図杯蓋
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第2主体部 (第100図・ 101図 )

第 2主体部は、大形の板石を組みあわせて造 られた箱

式石棺で、第 1主体部の北東で検出された。主体部の主

軸はE-53° 一 Sで第 1主体部にほぼ直交する。墓娠は

二段掘 り状のものであるが、第1主体部 と同様に地山の

流出があつたと見 られ、石棺の天丼石が墓渡の掘 り方を

検出した面よりも高い位置で確認された。掘 り方につい

ても、一段目の下端を北西から南西及び南東の一部で確

認するにとどまり、北東側では全 く認められなかった。

1

0         5cm

第99図 足頭 3号墳第 1主体部

出土遺物実測図 (S=1:2)
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第100図 足頭 3号墳第 2主体部 (石棺)実測図 (S=1:30)
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墓墳一段目の平面形はほぼ長方形と考えられ、規模は長さ2.9m、 幅は墓崚下端の位置から推測

すると1.2m～ 1。4m程度であろう。現状での深さは、もっとも深い所でも内側の墓墳掘り込み面ま

で0。2mで ある。三段目は、平面形はほぼ長方形で長さ約2m、 幅は0.5～0。8mで南東側がわずかに

広 くなっている。深さは底面までで0。3mで ある。底面はほぼ平坦であるが、両側の側壁に沿つて

側石を据えるための掘 り込みが認められる。なお、覆上の堆積状況からは、石棺の裏込めまたは目

貼りをした痕跡は認められなかった。

箱式石棺は、墓渡のほぼ中央にあったものと考えられ、主軸も墓墳とほぼ同じである。蓋石、棺

身共に厚さ10cm前後の板石を用いて構築されており、いわゆる「来待石」は使用されていない。基

本的には節理に沿つて板状に割 り取られたものとみられ、表面を平滑にするなどの加工痕は認めら

B――― 41 7mB,

日
uJ∠ トレ                       ~~¬ g

?            .            In

第101図 足頭3号墳第2主体部 (掘 り方)実測図 (S=1:30)
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れなかったが、内面に赤色の顔料が塗布されていた。規模は、内法で長さ1.6m、 幅0。4m～0.5mで、

墓娠 と同様南東側がわずかに広 くなっている。床面か ら蓋石下面までの高さは0,3mで ある。蓋石

は長さ20cm～ 70cm、 幅60cm～80cmの板状の石を4枚乗せた後、さらに2枚の石材をその上に積み重

ねている。棺身は、両側石で小日側の石を挟む構造をとり、蓋石 と同一の石材を使用する。長さ40

cm～ 70cm、 高さ30cm～40cmの 板状の石を南西側、北東側 とも3枚ずつ用いており、石材の高さには

ばらつきがあるが、 これは据え付けのための掘 り込みを石ごとに変えることで上面が水平になるよ

う調整されている。側石にも目貼 りの痕跡は認められなかった。小日側は石を据えるための掘 り込

みは存在しないが、石 と掘 り方 との隙間に小さな石材が置かれてお り、石を支えていたと見 られる。

この主体部及び周辺から遺物は出上していない。

第3主体部 (第102図)

第 3主体部は、墳頂平坦面の北西隅で検出された。 3号墳北西側は土砂の流出に加え後世の地形

改変も受け、最も遺存状況が悪い部分である。位置的にも主体部が置かれるには適当でないが、土

坑状の落ち込みを検出したため主体部の可能性を持つものとしてお く。

主体部の主軸はN-57°一 Eで第1主体部 とほぼ同一方向である。墓娠は北西側の多 くが失われて

いるが平面形はほぼ長方形 と推測され、規模は上端で長さ2.3m～2.4m、 幅0。 7m～0,9mと 考えら

れる。深さは現状で0。2mで ある。墓墳全体が風化の影響を著 しく受け、特に床面では凹凸が激 し

いため、詳細は不明である。 この主体部からも、遺物は検出されていない。

3号墳南溝内墓墳 (第103図)

3号墳の南側の溝では、尾根筋よりやや西に寄つた場所から墓墳が検出された。これは墳丘斜面

を掘り下げている時に地山直上で確認したものである。墓娠は二段掘りで、主体部の主軸はN一

85° ―Eと ほぼ東西方向にとり、尾根筋に直交する。

第102図 足頭 3号墳第 3主体部実測図 (S=1:30)
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墓墳の一段目は平面形がやや崩れた長方形で、長さ3.Om～3.3m、 幅は0。7m～ 1.Omで西側が幅

広 くなっている。深さは二段目の掘 り込み面までで10cm～20cmである。二段目は長さ1.8m、 幅は

0。 7mと 均等で一方が広がっている様子は見られず、深さは約30cmである。底面はほぼ中央付近が

やや高くなっているほか、西側が東側よりわずかに低 く傾斜している。また、底面に棺材を据える

m

第103図 足頭3号墳南溝内墓渡実測図 (S=1:30)
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ための掘 り込みは認められ らなかつた。このほか、二段目の墓娠北

西側に浅い落ち込みなどの加工がなされていた。この墓墳から遺物

は出上していない。

3号墳南溝内出土遺物 (第104図 )

第104図 足頭 3号墳    今回出上した土器の内、図化可能なものは須恵器の不蓋 1点のみ

南溝

農建乳民挺毒

測図  で、Hra_は 姥獅 、器高47硼である。 2本の沈線で突帯を表現 し、

日縁部内面のやや上方に沈線を入れ、天丼部には回転ヘラケズリを

施す。時期は、大谷編年の出雲4期
の

と考えられる。

土器の出上位置は3号墳南側の溝覆土中であ り、墳丘盛 り上の流出に伴い流れ込んだ可能性もあ

るが、 この上器の時期が 3号墳の時期を示す確証は得 られなかつた。

第 3節 小結

今回の調査では、主体部3基をもつ方墳l基 と、古墳南側の溝内から墓城 l基を検出した。

足頭 3号墳の墳丘規模は、調査の結果■m× 15mと 考えられ、 3つの主体部が設けられている。

位置や形態から主体部ではない可能性が残る第 3主体を別にしても、複数の主体部をもつ点は注意

される。遺物については刀子を検出したのみで古墳の時期を確定する遺物は出上しなかつた。

3号墳から北へ100mの丘陵先端付近にはかつて足頭 1・ 2号墳が存在 し、発掘調査が行われて

いる。 このときの調査でも古墳の時期が特定できる遺物は発見されておらず、 1号墳では主体部が

割竹形木棺 と推定されることから古墳時代前期～中期、 2号墳では主体部が箱式石棺であることか

ら中期以前の可能性を指摘 している
9。

足頭 2号墳で確認された2基の箱式石棺のうち大形のもの

は、規模、構造 ともに足頭 3号墳第 2主体の石棺に近 く、石棺材の内面に赤色顔料が残されていた

点も似ている。積極的な根例ではないが、 こうした類似点から、足頭3号墳も足頭 2号墳 とほぼ同

時期に築造された古墳 と考えられる。

今回の調査では、遺物が少な く古墳の時期や性格について充分に明らかにした とは言い難いが、

中期古墳 とされてきた足頭古墳群について、新たな資料を提供することができた。古墳群の詳細な

位置づけは周辺の遺跡の調査を待つて改めてなされる必要がある。

註

1)「足頭古墳群」『宍道町史』史料編 宍道町 1999

2)大谷晃二 「出雲地域の須恵器の編年 と地域色」『島根考古学会誌』第11集 1994

3)註 1に 同じ

表5 足頭古墳群遺物観察表

矯 園 署 暑 器

外 面 :回 転 ナ デ 、 回 転 ヘ ラ ケ ヌ

リ 内 面 :回転 ナ T~、 ナ デ

1号域十写 トレンチ雨側 3臓PNo
2 1  980827

(単位 :cm)

果 蓬 全 尋 雨 部 尋 (引部 ) 刃 幅 刃 部 屋 繕 者

刀 子
刊号墳 第 1主体 昌頼閃
〕81111

刀 子
1号墳 第 1主体 墓壌内側 3
屠上面  981019
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第6章 長廻古墳群

第 1節 調査の経過と概要

平成9年 7月～12月 にかけて遺跡の概要等を把握するため丘陵尾根上のトレンチ調査を行った結

果、石棺の蓋と思われる石材が検出された。

全面調査は平成10年 8月 10日 より開始した。調査区内が伐採されて、調査区の全体像が把握でき

るようになつたため、丘陵斜面を中心にトレンチの数を増やして調査した。石棺の蓋と思われる石

材を検出した部分は古墳であると想定されるため、石材を中心に十字のラインを設定し、調査を実

施した。また、丘陵先端斜面には張り出し平坦面が確認でき、山城の郭跡であると想定されたため、

平坦面を中心にトレンチを設定し調査した。

調査を進めると、石材は形態より石棺であることが分かった。しかし、墳丘については山城とし

て利用されたためか、判然としなかった。

斜面のトレンチからは遺構らしきものが、なかなか確認できなかったが、調査終盤の9月下旬に

なると横穴がいくつか検出された。しかし、横穴墓の形態を呈しておらず、性格不明の穴であった

が、その下方より横穴墓を検出した。

横穴墓を検出したことにより、その斜面には横穴墓群が検出される可能性があるため、調査範囲

を拡大し、その斜面一面の調査を急邊実施したが、それ以外に横穴墓は検出することができなかつ

た。

調査は終盤になり横穴墓を検出するなどあわただしかつたが■月 1日 に調査を終了した。

しかし、調査終了後、道路建設のため同遺跡の掘削が行われると、丘陵先端斜面より横穴墓が検

出された。急邊調査を実施した。

第2節 調査の結果

調査区の立地

本古墳群は、弥生時代後期の住居址や古墳が検出された屋敷古墳群、弥生時代後期の住居址が検

出された北ヶ市遺跡の向かい側の丘陵尾根端部付近 (標高およそ35mの丘陵尾根端部を中心に南お

よび北東の斜面)に存し、北東側に宍道湖を望むことができる。

当調査区域面積は、約1,700だである。

当調査区では古墳、横穴墓、山城跡、坑道状遺構を検出した。古墳、横穴墓、山城跡、坑道状遺

構の順に各立地について記述したい。

古墳の立地

古墳を 1基検出し、 1号墳 とした。

1号墳は、当調査区北東、標高約36mの丘陵尾根中央先端部に位置している。

横穴墓の立地

横穴墓は2穴検出した。それぞれ、 1号横穴墓、 2号横穴墓 とした。

1号横穴墓は、当調査区中央南東、標高約32mの丘陵尾根南東側斜面に位置している。

2号横穴墓は、当調査区北東端、標高約24mの丘陵北東端斜面に位置している。
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o                                      50m

第105図 長廻古墳群調査前周辺地形図 (S=1:1000)
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第106図 長廻古墳群調査後地形測量図・遺構配置図 (S=1:400)
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山城跡の立地

調査区北東、標高約35mの丘陵尾根北東端に山城跡と思われる平坦面 (郭)が確認できた。

坑道状遺構の立地

調査区中央南東、標高約35mの丘陵尾根南東斜面、 1号横穴墓の真上に、奥深 くまで続く坑道状

の遺構 (以下、「坑道状遺構」と呼ぶ)が確認できた。

以下、古墳、横穴墓、山城跡、坑道状遺構の順で各遺構の概要について述べる。

第107図 長廻古墳群 1号墳調査前地形測量図 (S=1:200)

第108図 長廻古墳群 l号墳調査後墳丘測量図 (S=1:200)
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¬.古墳の調査

¬号墳

調査区の設定 測量調査を実施したと

ころ、方墳の可能性が強かつたため、

各辺の中心 と考えられる点を結んだ十

字のラインを設定し、4つの区に分け

て調査を実施 した。

① 墳丘の概要 (第108図)

規模・形態 1辺約5mの小形の方墳

である。

墳丘の高さについては、墳丘が後世

の山城造成により削平された可能性が

強 く、正確な数値は不明であるが、現

状で約 lmである。

当古墳の北西側斜面 (宍道湖側)の

墳裾は不明瞭であつた。自然の丘陵傾

斜を墳丘の一部として取り入れ、墳丘

を大きく見せようとしたのではないか

と考えられる。

周溝についても、後世の削平により

正確ではないが、現状で墳丘北東直線

状の溝を検出した。

墳丘からは、遺物は検出できなかつ

た。

② 墳丘の築成 (第109図)

墳丘築成の概要 後世の削平を受けて

いるため判然としないが、基本的に地

山を削って周溝を設けて、その残土を

盛 り上げて墳丘としたと推定される。

③ 埋葬施設

主体部の配置 主体部と考えられる石

棺を墳頂中央付近に1基検出した。石

棺の主軸はほぼ北東―南西に向いてい

る。

墓墳 (第 114図) 地山を掘 り込んで

墓渡を設けたと考えられ、墓渡は、基

本的に二段掘りで、平面形は長方形で

ある。若干北東側の幅が広 くなってい
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る。

石棺 (第110図 。第111図 )

石材 棺材に用いた石材は、いわゆる来待石である。

規模 石棺は墓墳のほぼ中央に位置している。南東側の側石が石棺内側へ傾いてお り正確な数値は

不明だが、石棺の規模は内法で長さ1.62m、 幅40cm、 高さ33cmで、北東側が若干幅広 くなつている。

棺身 棺の構造は側石で小日板を挟み込むタイプのものである。北西側の側石には2枚、南東側の

側石には3枚の石材を使用 している。両小日に掘 り方を設けた後、石材を配置している。

石棺内部 南東側の側石が内側へ若干倒れてお り、そこから土砂が流入していた。

1明赤褐色上
2暗赤黄褐色土
3暗黄褐色土
4暗赤褐色土
5赤責褐色上
6淡赤褐色土
7淡黒褐色土
8茶褐色土
9暗赤褐色土

0                     ]

第110図 長廻古墳群 1号墳主体部実測図(1)(S=1:30)
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礫 石棺内北東端に親指大ほどの多数の礫が山状に積まれているのが確認された。

はくばみができるように積まれていた。ちょうど枕のような状態になつていた。

遺物の出土状況 (第112図) 枕状の礫のすく
゛
南側の脇から刀子が出上した。

1号墳出土遺物 (第113図)

詳細は遺物観察表に譲る。

年代 出土遺物が刀子 1点のみであり不明である。

その山の中央に

1明赤褐色土
2暗赤黄褐色土
3暗黄褐色土
6淡赤褐色土
7淡黒褐色土
8褐色土
9赤色粘質土

0            1m

第111図 長廻古墳群 1号墳主体部実測図(2)(S=1:30)
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一 ヽ 一

〇            5cm

第113図 長廻古墳群 1号墳

出土遺物実測図 (S=1:2)
第112図 長廻古墳群 l号墳石棺内遺物・礫出上状況実測図

(S=1:30)

第114図 長廻古墳群 1号墳主体部掘方実測図 (石棺除去後)(S=1:30)
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2.横穴墓の調査

¬号穴 (第115図～第119図)

玄室が北西に向かって設けられており、ほぼ 1号墳に向かっている。 1号墳からは人骨は検出さ

れておらず、 1号墳が 1号穴の後背墳丘である可能性もある。

南東向きに開日している。

前庭部 1号穴は調査区南東端境より検出されており、前庭部の一部は調査区外にあり、前庭部全

D――-                  32 0mDi

第115図 長廻古墳群 l号穴実測図 (S=1:60)
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覇
∞

0            1m

第116図 長廻古墳群 l号穴遺物・閉塞石出土状況実測図 (S-1:30)
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体の調査ができなかったため、全容は明らかでないが、奥幅0。8mで ある。床面は羨道部に向かっ

て僅かな上りの傾斜となうている。

玄門部 天丼部崩落のため高さ、断面形態は不明であるが、平面は奥幅0。8m、 手前幅0.7m、 長さ

1.2mである。

玄室 入回は前庭部の中央よりやや南西側に位置している。平面規模は奥壁側で2。2m、 中央幅2.3

m、 袖側で2.lm、 奥行き2.7mで、やや縦長の長方形プランを呈する。天丼部崩落のため高さは不

明である。四隅からは界線が立ち上がり稜線へと続 く。

閉塞状況 閉塞石はいわゆる来待石で、人頭大の石を積み上げて閉塞している。

遺物の出土状況 (第116図) 遺物は前庭部奥端部と玄室内からまとまって出上している。

前庭部では床面直上に須恵器の有蓋高不が整然とまとまって出上した。

玄室内では入口北側付近から須恵器の蓋不が整然とまとまつて出土した。中央北側付近からは大
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第117図 長廻古墳群 1号穴玄室内出土遺物実測図 (S=1:3)
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第118図 長廻古墳群 l号穴出土遺物実測図 (S=1:2)
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刀や鏃など鉄製品が出上した。玄室奥壁付近からは須恵器の蓋邪が点々と出上した。

玄室内出土遺物 (第117図・第118図) 須恵器蓋不と鉄製品が出上している。

年代 蓋郷の特徴から大谷編年の3期 もしくは4期
の
であると思われる。

前庭部出土遺物 (第119図) 須恵器不蓋と有蓋高不が出上している。 1と 3、 2と 10、 4と 5が

整然と重なり合って出上した。詳細については遺物観察表に譲る。

年代 不蓋の特徴から大谷編年の出雲3～ 4期であると思われる。

2号穴 (第120図～第123図)

北向きに開日している。

前庭部 奥幅0。 72m、 中央幅0.3m、 前端幅0.6m、 奥行き3.36mで、平面形態は中央が狭 くなって

いる。床面は前端部に向かって緩やかに下りの傾斜となっている。

玄門部 奥幅0。48m、 手前幅0。42m、 奥行き0。72mである。天丼部崩落のため高さ、断面形態につ

いては不明である。床面中央には排水溝と見られる溝が検出された。

玄室 前庭部の主軸よりやや東側に振つた状態で掘られている。入日は中央に位置している。幅は

奥壁側 2m、 袖側2.lm、 奥行き1。9mで、ほぼ平面形を呈する。入日付近の天丼が崩落しているが、

高さは lmで ある。4隅からは界線が立ち上がり稜線へと続 く。

閉塞状況 l号穴と同様、人頭大の来待石を積み重ねて閉塞している。

(前庭部)出土遺物実測図 (床面付近)(S=1:3)

- 103 -

0            5CIn

第119図 長廻古墳群 l号穴



礫床 玄室の北西部分を除いた床面には親指大の礫が一面に敷かれていた。

人骨 奥壁側の礫床上には人骨が点々と出上した。

遺物の出土状況 (第121図) 玄室内から須恵器蓋不、鉄鏃が出上している。

玄室内出土遺物 (第122図、第123図) 詳細については観察表に譲る。

年代 出土遺物が少なく判断が困難であるが、須恵器蓋不の特徴から大谷編年の出雲3期ではない

かと思われる。

第120図 長廻古墳群 2号穴実測図 (S=1:60)
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3.山城跡の調査

第 1郭 (第124図～第126図 )

調査区の設定 測量調査を実施し、郭と思われる張り出し平坦面の各辺の中心と考えられる点を結

んだ十字のラインを設定し、盛上の状況等を確認するため土層を中心に調査した。

第121図 長廻古墳群2号穴遺物 。人骨 。閉塞石出土状況実測図 (S=1:30)
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0            5cln

第122図 長廻古墳群 2号穴玄室内

出土遺物実測図 (S=1:3)

―
 を  

一

―
。

一

第123図 長廻古墳群2号穴
出土遺物実測図 (S=1:2)

0            5cm

第124図 長廻古墳群第 1郭調査前地形測量図 (S=1:200)
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1淡黒褐色上(表土)

2黒褐色上
3暗赤褐色土(明 白黄色のブロックを多く含む、炭化物を含む)

4黒褐色土(炭化物を含む)

5明赤褐色土(明 白黄色のブロックを多く含む)

6暗茶褐色土(炭化物を含む)
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① 郭の概要

規模・形態 一辺8mの正方形プランを呈し、丘陵尾根側の裾には幅約 lm、 長さ約 5m、 深さ約

40cmの溝が検出された。

② 郭の築成

郭築成の概要 土層の状況から基本的に尾根側の斜面を削り、残土を前面に盛上し、平坦面を設け

ていたと想定される。

盛上の種類 基本的に周辺の地山を削りだしたものを利用していると考えられる。盛上は暗茶褐色

上、明赤褐色上、黒褐色上、暗赤褐色上の4種類があると思われる。

年代 出土遺物がなく不明である。

4.坑道状遺構の概要

1号穴の直上に位置していることもあり、当初穴が確認されたときは横穴墓として調査を進めて

いたが、横穴墓の形態をとっておらず、また穴が奥深 くまで続いており、坑道状遺構とすることに

した。この坑道状遺構は相当奥深 くまで続いており、崩落の危険があつたため、また坑道状遺構の

直上には1号墳もあり天丼部を取 り壊すこともできないため、調査は可能なところまでで断念した。

第126図 長廻古墳群第 1郭調査後地形測量図 (S=1:200)
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0                2m

第127図 長廻古墳群抗道状遺構実測図 (S=1160)
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基本的に3穴確認した。

1号穴の直上にある東側の穴には羨道らしきものが2ルート確認できた。

どの穴の入回前にも平坦面があり、穴は奥に向かって下がっている。

年代 出土遺物がなく不明である。

遺構外出土遺物 (第129図)

詳細については遺物観察表に譲る。

第3節 小結

長廻古墳群で確認した遺構のうち、古墳及び横穴墓について整理し、小結 としたい。

350mバ

2茶褐督土
3暗褐色土
4茶褐色土
5暗褐色土
6暗茶褐色土

340m B,
7暗黄褐色土混ざりの黒掲色土(地山ブロックを多く含む)

8赤褐色土
9暗茶褐色土
10明赤褐色土
11淡褐色土
12茶褐色土
13茶掲色土
14暗黄褐色土
15淡黒褐色土
16黒赤褐色土(炭 を含む)

17暗赤褐色土
18黒褐色土
19淡黒褐色上(炭を含む)

20茶褐色土(炭 を含む)

21暗赤褐色土
22赤掲色土

安 蕃棄彊琶圭(地 山ブロックを含む)    350m c,
25暗褐色土
26茶褐色土
27黒褐色砂質土(地山プロックを多く含む)

28暗赤褐色土
29黒褐色砂質土(地山ブロックを多く含む)

30赤褐色土(地山ブロックを含む)

31黒褐色砂質土(地山ブロックを多く含む)

32黒褐色土混ざりの暗赤掲色土(炭を含む)

33波黒褐色土
34淡黒褐色土
35褐色土
36黒褐色砂質土(地山ブロックを多く含む)

37茶帽色土
38赤褐色土
39茶褐色上
40暗黄褐色上
41赤褐色土
42赤褐色土

43暗赤褐色土
44明赤褐色上(炭 を含む)

45明赤褐色上
46暗黄黒色土
47赤褐色上
48暗褐色土
49暗黄黒色土
50暗黄褐色土(炭 を含む)

51暗赤褐色上(炭 を含む)

52暗赤色土
53赤褐色上(炭 を含む)

54淡黒褐色土(炭を含む
55淡黒褐色土(炭を含む)

56暗赤色土(地山ブロックを
57淡黒褐色土
58暗赤色土
59淡黒掲色上(炭 を含む)

60赤掲色土(炭 を含む)

Ы 淡黒褐色土(炭 を含む)

62淡黒褐色土(炭を含む)

63暗黄色土(炭を含む)

64赤褐色土

0                       2m

第128図 長廻古墳群坑道状遺構土層断面図 (S=1:60)
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1.古墳

古墳は 1基検出した。当

古墳で特筆すべきことは、

埋葬施設である箱式石棺内

から検出した積み上げられ

た礫である。本県では、そ

のような遺構は確認されて

いないが、石枕 と同様の性

格のものではないかと推定

される。資料の増加を待つ

て再検討されたい。

2.横穴墓

横穴墓は2基検出した。   第129図 長廻古墳群遺構に伴わない遺物測量図 (S=1:3)
1号穴と2号穴は位置する

斜面及びレベルについても異なる。 1号穴及び2号穴はどちらも単独で存在すると考えられるが、

2号穴は調査区外の状況がわからないため、今後の資料待ちとしたい。

横穴墓の構造については、 1号穴及び2号穴とも狭長な前庭部で、羨道部と幅はほとんど変わら

ない。閉塞についても、どちらの横穴墓も人頭大の石が積み上げられていた。玄室形態については

天丼部が崩落しており詳細は不明だが、 1号穴は縦長長方形の平面プランを呈し、2号穴は正方形

もしくは横長長方形の平面プランで家形を呈すると考えられる。

出上した須恵器から、 1号穴は出雲3～ 4期に相当し、2号穴は出雲3期に相当する。 2号穴の

出土須恵器の数が少ないため断定はできないが、同じ出雲3期でも、 2号穴の須恵器の方が、若干

古い形態を呈していると思われる。出雲3期 となると、 1号穴、2号穴とも宍道町内での横穴墓で

は最も古い部類の横穴墓になると考えられる。

このことから、前述の 1号墳は、古墳と横穴墓との位置関係、横穴墓の時期の吉さ、単独の横穴

墓であることなどから、 1号穴の後背墳丘である可能性が高 くなつた。

2つの横穴墓に共通な、狭長な前庭部で羨道部と幅が変わらない点、人頭大の石を積み上げて閉

塞する点、及び単独で存在する点は、宍道町に導入され始めた横穴墓の特徴であるかもしれない。

ただ、資料が少なすぎるため、今後の資料の増加を待つて再検討すべきであろう。

註

1)『宍道町史 史料編』宍道町 1999

2)大谷晃二 「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 1994

以下、出雲○期と記したものはこの編年による。

0           5cm
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表6 長廻古墳群遺物観察表

類

轟

種

巣

須恵器

郷 (蓋 )

ホ面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
付面 :回 転ナデ、ナデ

玄室内 取上Nc15

98‖ 12

lmm大 の砂粒を含む  外面 :淡灰色
(一部淡黄灰色)内 面 :淡黄灰色 良
F

4
小面 !回 転ナデ、回転ヘラケズリ、ヘ

ラ起こし 肉面 :ナデ、回転ナ7~ )81112

1～ 2 mm程度の砂粒を含む 淡青灰色
ユ解

5
Ⅲ面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
再面 :回転ナギトナギ

玄室内 取上N虚2

)81112

1～ 2 mmの 砂粒を含む 淡黄灰色 良
え成時に少し変形

玄室内 取上Nは13

981112
hm大の砂粒を含む 淡灰色 良好

12′
,31112

肺m大 の砂粒を含む 淡灰色 (外 面頂部
0や変形

須患語
邦 (身 )

11を

(最 大14■
玄室内 取上N“10
,81112

2 mm大 の砂粒を含む 淡青灰色 (外 面
やや黄色) 良好

(最 大 154】
玄室内 取上Nは14

981112

2 mm大 の砂粒を含む 外面 :淡青灰色

10( 医室内 取上No17
181112

2 mm大 の砂粒を含む 青灰色 良好

11

(最 大144
露室内 取上N∝16

81112
れm大の砂粒を含む 外面 :淡青灰色

|一部淡灰色)内 面 :淡灰色 良好

12

(最 大147
面

面
回転ナデ、回転ヘラケズリ
日鏃ナギ絡ナギ

医室内 取上N∝21

81112
mm以下の砂粒を含み密 内 外面 :

任  巨解 ラ起こしの痕跡あり

II 11 4
外面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
内面 :回 転ナデ、ナデ

医室内 取上No18

81112

l mm六 の砂紅を含む 外面 :淡灰色
対面 :淡青灰侵 E好 Ⅲ面に付着物あり

11(
(最 大143)

4
画

面

外

内
回転ナデ、回転ヘラケズリ
回転ナデ後ナデ

医室内 取上No 23

81112
2 mm以下の砂粒を看千含む 外面 :灰
FI肉 南 :務灰侵 f3好

ヘラ起こしの痕跡あり

12(
(塁 大155)

4
ホ面:回転ナデ、回転ヘラケズリ、ヘ 魔室内 取上No12

81112

怖m大の砂粒を含む 外面 :淡黄灰色
角面 :淡白灰色 良好

1
111

3
小面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
再面 :回 転ナデ、ナデ

玄室内 取上Nαll

)81112

肺m以下の砂和を含む 淡青灰色 艮

須rg需

坪 (蓋 )

13 4
玄室内 取上Nα 7

1～ 3 mm程度の砂粒を含む 灰色 良

13 3
玄室内 取上No 6

)81112

2 mm大 の砂粒を含む 淡青灰色 (外面
上部灰色強い 内面やや淡い)良 好

1
須悪器

杯 (身 )

111
4

玄室内 取上Nα8

981112

l mm大の砂粒を含む 淡黄灰色 (外面

12(

(最 大14C ,81112
mm大の砂粒を含む 淡青灰色 良好 器形が変形している

須恵器
邦 (蓋 )

3
玄室内 取上No4
,81112

3mm大の砂粒を含む 淡青灰色 (外 面は

色が濃い)良 好

塾 4
医室内 取上No 5

81112
〕mm以下の砂粒を含む 淡灰色 良

須恵器
鉢 (善 )

3
外面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
内面 :回 転ナデ、ナデ

騒週 取上N∝ 1 :mm大 の砂粒を含む 外面 :淡膏灰色
ホ面に土付着

4 騒道 取上No3
)81029

lmm大 の砂粒を含む 外面 :灰色 内

面 :淡青灰色 良好

4
ホ面 1回 転ナデ、回転ヘラケズリ、ナ
デ 内面 :回転ナデ、ナデ

墓道 取上No5

981029

lmm大の砂粒を含む 外面 :灰色(一 部
災灰色)内 面 :淡音灰色 良好

5
ホ面 :回 転ナデ
勺面 :回 転ナデ、ナデ

盛週 取上No8

)81029
倉状つまみ

須恵器
有蓋高邦

111
(最 大141

11 蜃道 取上N19
)81029

肺m大の砂粒を含む 外面 :灰色～淡

天色 肉面 :淡青灰色 良好

三角形透か し3方同 1

段(少々変形)

111
(最 大14ブ

日道 取上N∝7

)81029

肺m大の砂粒を含む 外面 :決灰色
面々 i淡青灰色 良好

11セ

(最 大141)
11

懸遭 取上No2
)31029

肺m大の砂粒を含む 外面 :淡灰色～

111

`岳

★14ど 11
上取

釣
道
１０

肺m大の砂粒を含む 外面 :波灰色

勺面 :淡青灰色 良好

11

(最 大13d 11
選道 取上Nは4

1nloク o

mm大の砂粒を含む 外面 :淡灰色
付面 :淡青灰色 良好

11(

(最 大142
面

面
回転ナデ、回転ヘラケズリ
回転ナデ後ナデ

彗道 取上No10

'81029

怖m大の砂粒を含む 淡青灰色(外面
/3淡灰角 畠解

三角形透か し2方向 1

須恵器
捧 (蓋 )

5
卜面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ、ヘ

)起こし 内面 :回転ナギ後ナデ
医室内 取 り上げ ～3mm程 度の砂粒を含む 淡黄自色

0お敷管

須恵器
捧 (身 )

11( Ⅲ面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
範面 :同 録十ギ ナギ

医室内 取り上げ
は1 981216

Icm大の砂粒を含む(l X0 4cm大 の石 1

日会 か  ヽ 泌 き 白れ  お お ●1管

129-1
須葱器

沐
`萎

)

小面 :回 転ナデ、回転ヘラケズ リ
角面 :回 転ナデ、ナデ

1号頃雨東区第 1届
1血14 98111?

lmm以 下の砂粒を含む 淡青灰色 良 舞成時につぷれ、変形
i´ ていス

10と

(最大139)
3

1号墳南東区第 1層
81111

lmm大 の砂粒を含む 外面 :波茶褐色

内面 :淡育灰色 良好
琳面 に 5 om弱 の須恵器
時村善

須顧器
器種不明

再・外面 :ナデ
と号墳南東区第 1層

'No13 98111?

Imm大 の砂粒を含む 外面 :淡茶褐色
内面 :淡灰色 良好

反転復元

須憲器
顔

Ⅲ面 :回 転ナデ、回転ヘラケズリ
村面 :回 転ナデ

:号嘆爾東区第 1拒
)血 15 981111

肺m大の砂粒を含む 淡灰色 良好

挿図番号 器 種 全 長
頭部長
(刃 部)

刃幅 刃部厚 出上場所・年月日 備 考

11 刀 子 1号塔 石 4g肉 収 上 Nc l

118-1 大 刀 39 ! 1号穴

餞 鎌 1 υ `

2;
7 ″ 玄室内 取上Nα 3

1 ″ 床 面 上血 2
0 ″ 取 り」二げNc 2

″ 百 東 第 2層+床面 上Nc l

1 0 2号穴玄軍入リロ付祈

(単位 :cm)
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第 7章 海部城跡

第 1節 調査の経過と概要

調査前から広い平坦面が広がつており、宍道町遺跡地図 (宍道町教育委員会 1993)に も「海部

城跡」となっており、山城跡であると想定されていた
°
。

現地調査は平成10年 11月 2日 より開始した。

調査区内の樹木が伐採されて、調査区の全体像が把握できるようになつたため、平坦面の中心ラ

インに土層観察用のトレンチを設定し調査を実施した。

調査を進めると、平坦面の土層は1層 しかなく、また、さまざまな時代の遺物が混在して出上し

たため、後世に屋敷などに利用された可能性があることが分かつた。

また、遺物の中には埴輪片が混在しており、遺構は確認できなかったが、以前、古墳が存在した

と想定された。

当初、山城跡ということもあり、遺物、遺構の検出はあまりないと考えていた。遺物については

あまり検出されなかったが、遺構については調査区東端より性格不明の穴を検出した。その穴から

は人頭大の石が検出された。遺跡は後世の削平により丘陵東端 (調査区東端)が途中で途切れてお

り、この穴は、当時はもつと続いていたかもしれない。

山城跡ということもあり、遺物、遺構が少なく、12月 21日 に調査は終了した。

第2節 調査の結果

調査区の立地

国道54号線のためか丘陵先端部が切 られているが、東にのびている標高約19m～24mの丘陵先端

部上に位置している。

当調査区の面積は、約400∬である。

(1)調査前の状況

調査前から国道54号線沿いにある現在の丘陵先端部に比較的広い平坦面が確認できていて、立地

条件、形状からも山城跡であろうと想定していた。

(2)調査の結果

調査区の設定 郭 と想定される平坦面の中央に、盛土等の状況を確認するため、等高線に直角 とな

るラインを設定し、土層を中心 とした調査を実施した。

調査の結果 調査区の範囲の関係 と当丘陵が削平されていることから当時の郭の規模・形態は不明

であるが、丘陵尾根側の裾には幅約 2m～ 3m、 深さ約50cmの溝 と、調査区東端より性格不明の穴

を3穴を検出した。

土層を見ると埋土は 1層 しかな く、またその上層よりさまざまな時代の遺物が数点混ざりながら

出上しており、後世に削平、撹乱されている可能性がある。また、調査区南東端からは埴輪片 と思

われる遺物が出上し、当山城跡は古墳を取 り壊して造成した可能性がある。ただし、その古墳の周

溝などほかの手がか りは確認できなかった。
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許＼

0                                      50m

第130図 海部城跡位置図 (S=1:1000)
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性格不明の穴 3穴 (SK-01、 SK-02、 SK-03)の うち、後世の削平によるためなの

か SK-01と SK-02の 深さは約20cmと 浅かった。 しかし、この2穴からはこぶし大～人頭大

の石が地山直上から検出された。これに比べ、 SK-03は 深さ約20cmと 深 く、 ここからは石など

は確認できなかった。

年代 遺構に伴 う出土遺物がな く不明である。

¶
＝
ｕ
「
＝
Ш

Ｅ

劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

垂こ■鼻、こ―聾≧

第131図 海部城跡調査後地形測量図・遺構配置図

(S=1:200)
第132図 海部城跡縦断土層

断面実測図 (S=1:120)
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＼
20m

l暗褐色土

20m

l暗茶褐色土
2茶褐色土

第133図 海部城跡      第134図 海部城跡
SK-01(pit血 4)実測図  SK-02(pith 2)実 測図

(S=1:30) (S=1:30)

出土遺物 遺構に伴う遺物がなく、遺物はすべて第 1層から

出上した。出土遺物点数が少なく、その中でも図化できる遺

物は第136図 の4点のみであつた。 1・ 2は埴輪片である。

時期については残りが少ないため分からなかった。

図化できた埴輪片はこの2点だけであるが、他にも埴輪片

はいくつも出土しており、山城造成前には古墳が存在した可

能性を示した。3は須恵器片である。不蓋の日縁部であると

思われ、残 りが少なく判然としないが、出雲2期もしくは3

期
か
であると思われる。

年代 遺構に伴う出土遺物がなく不明である。

第 3節 小結

今回発掘調査を実施した海部城跡は、文献等の記録もなく、

第135図 海部城跡

SK-03(pith l)実 測図

(S=1:30)

第136図 海部城跡出土遺物

(S=1:3)

0           5crn

調査地が主郭部分から派生する尾根上の限られた部分であったので、また、後世に改変されている

ので、山城の規模や構造の全容を明らかにすることはできなかった。

ただ、ピットは調査区端より検出され、当時の平坦面は、もっと国道54号線にのびて広大なもの

であったということが分かった。

註

1)こ のほか、山根正明 「海部城」『宍道町史 史料編』宍道町 1999に記載がある。

2)大谷晃二 「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第■集 1994

1
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第8章 杓子例音 I古墳群

第 1節 遺跡の位置と調査の経緯・経過

杓子観音 I古墳群は、八束郡宍道町佐々布3262-1外 に所在する。斐川町との境界に近い宍道町

の北西部に位置し、北西にのびる丘陵の頂部か ら西側斜面にかけて立地する5基の古墳からなり、

調査時は山林 となっていた (第137図 )。 分布調査では、 5基の古墳のうち今回発掘調査を実施した

1基 (以下、 1号墳 とする)について前方後円墳の可能性が指摘されていた。標高は、本古墳群内

の最高所で51mである。

周辺には、同一の丘陵の東側尾根上に基の古墳からなる杓子観音Ⅱ古墳群 、 3基の古墳からな

る小佐々布古墳群 があり、この付近が丘陵の最高所 となり標高約60mである。また丘陵北西の先

端付近には第 7章で記した足頭古墳群が位置するほか、隣接する北東斜面に杓子観音 I遺跡 、谷

を挟んで北東側には古墳時代～平安時代の集落遺跡である荻田遺跡 が存在した。このように、本

古墳群周辺には、比較的小規模な古墳群や、古墳時代以降の集落などの遺跡が散在している。

本古墳群は、主要地方道宍道インター線改築工事に伴い発掘調査を実施 したものである。この事

業に伴 う発掘調査は平成10年 に実施 しており報告書作成を残すのみとなっていたが、平成 12年 8

月に本古墳群の所在する丘陵で地滑 りが発生し、 2基の古墳が崩壊、 1号墳にも地割れが生じ、再

度地滑 りが起きるおそれがあつた。当時、古墳群北側の隣接地で主要地方道宍道インター線の改築

工事が進められてお り、地滑 りの発生による工事への影響が懸念されたため、急速発掘調査を実施

した。調査は平成12年 9月 18日 から測量調査を開始し、 9月25日 から掘 り下げを行った。測量調査

の結果、方墳の可能性が高まったことと、測量調査終了後に地面に新たな亀裂が見つかったことか

ら掘り下げは測量範囲南側の高まりについて実施した。9月 29日 には主体部を検出し、10月 6日 に

は完掘、10月 13日 には全景写真撮影を行い、調査後の地形測量を実施して調査を終了した。現地調

査期間中には、大きな地滑りは起きなかったものの基準杭の高さが10cm程度ずれるなどの影響があ

つた。なお、10月 6日 の鳥取県西部地震発生時は墳丘上で主体部の実測中であつたが、幸い調査員

にも遺構にも被害はなかった。発掘した面積は最終的には150だであった。

第2節 調査の結果

墳丘と土層堆積状況 (第138図～第140図 )

l号墳は西へのびる丘陵が北西へ派生する分岐点付近の頂部に立地し、標高は墳頂部で約50mで

ある。墳形は方墳と見られ、南側が広 くなる不整形な長方形を呈する。規模は8～13m X15mと 推

定され、丘陵がのびる方向が長 くなっている。墳丘の高さは lm～1.5mで あるが、地滑りが発生

するようなゆるい地盤であることから、盛り上が流出したことが想定された。土層堆積状況は、地

山までの深さが10cm～30cmと 浅く、明らかな旧表土や盛り上は認められないが、墳丘東側の上層観

察用ベルトでは、先端付近でわずかながら地山を削り込んだような土層や盛り上の可能性をもつ層

が観察できた。北側ベルト北端でも、地山風化土が急激に落ち込む部分があり、この付近が墳端で

はないかと考えられる。主体部は1基を確認した。
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主体部 (第141図 )

主体部は、箱形木棺 と推定され、墳頂平坦面中央からやや東寄 りで検出した。墓墳は、主軸を墳

丘の長軸方向からわずかに東へ振る。規模は長さ4.6m、 幅は北側で1.4m、 南側で1.7mと 南側がや

や幅広 となる長方形を呈する。深さは0.3～0。 5mである。墓墳の側壁には、幅10cm～20cmの テラス

第137図 杓子観音 I古墳群・杓子観音 I遺跡調査区位置図 (S=1:2500)
-118-

巴

．

１

／在

屏



状の加工が施され、南西側の一部では小日側へ回り込んでおり、一見二段掘 り状を呈する。墓渡下

端部には底面壁沿いを全周する幅10cm～40cm、 深さ約10cmの 溝が掘 り込まれ、墓城中央が高 くなる

ように掘り残されている。この範囲は棺底を示すと考えられ、棺の内法とほぼ一致するものであろ

う。範囲は現状で2.4m× 0。 5mで、わずかに南側が広 くなっている点、また北側に低 く傾斜してい

る点から、南頭位であつたと見られる。

0                 10m ＼

第138図 杓子観音 I古墳群 l号墳地形測量図 (S=l:200)
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第139図 杓子観音 I古墳群 1号墳調査後地形測量図 (S=1:150)
墓壌内の上層観察では、棺の明確な痕跡を確認することはできなかったが、木棺の規模を推定で

きる層が認められた。縦断面の上層では、墓墳底面中央の高まりに接するように地山のブロックを

含む茶色土 (5層、11層 )、 溝内及び底面中央の一部にかけて粘質土 (7層)が存在し、横断面で

も同様の雄積が観察されている。地山ブロックを含む層は、木棺が腐朽した後そこに流入した土な

いし木棺の裏込めに使用された土と考えられる。溝内と棺底で検出された粘土層については詳細は

不明であるが、棺材が存在したと見られる位置から見つかっていることから木棺 との何らかの関係

第140図 杓子観音 I古墳群 1号墳土層断面図 (S=1:120)
―
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が想定される。なお、墓墳底面の溝は墓墳側壁に沿って小日側の下端まで達しており、棺底の小日

側に掘 り込みが認められないことから、両側の側板で小日板を挟むタイプのものと考えられる。

出土遺物 今回の発掘調査では、土器、鉄器などは出上しなかった。墳丘の調査中に石材 1点 と、

主体部底面近 くで石を1点検出したが、いずれも人為的な加工は認められない。主体部から出上し

た石は自然石で、加工痕、顔料の痕跡なども認められないが、調査区周辺で見られる石ではないた

め、自然に落ち込んだものではなく、外から持ち込まれた可能性も考えられる。

第 3節 小 結

今回の調査では、方墳 1基を検出した。墳丘に対して墓墳の規模が大きく、主体部は二段掘 り状

の構造をとるもので、底面には棺材を据えるためのしつかりした溝を巡らせていた。

底面に溝を有するこのような墓渡は、周辺では長廻古墳、足頭2号墳、同3号墳第2主体部など

で確認されているが、いずれも棺は箱式石棺を採用するもので、箱形木棺を主体部とする類例がな

い。今回の調査では石棺材が確認できなかったこと、土層観察でも石棺材が抜き取られた痕跡は認

められなかったことから、棺には箱形木棺が使用されたと推定したが、検出例の増加を待って検討

すべき問題である。

古墳の時期については、墳丘、墓渡いずれからも遺物が出土していないため判断は困難である。

杓子観音 I古墳群に属する他の古墳も未調査で、遺物も採集されていないため時期推定の材料とは

ならないが、同一丘陵の北側先端付近に位置する足頭古墳群が古墳時代前期～中期とされることか

ら、この古墳も足頭古墳群とほぼ同じ時期と見ておきたい。

古墳が所在する佐々布地区には、土師器を出上し前期古墳とされる佐々布下 1号墳が存在し、古

墳時代前期末には南西約 2 kmに 上野 l号墳が築かれる。中期以降、周辺の各地域でも古墳が築造さ

れるようになるが、前期古墳からの流れを追うことができるこの地区で新資料を加えることができ

た。

註

1)『宍道町遺跡地図』宍道町教育委員会 1993

2)註 lに 同じ

3)註 lに 同じ

4)村上勇 「宍道・荻田住宅団地遺跡 (I・ ■)」 『島根県埋蔵文化財調査報告書』XⅡ oXⅣ

1986・ 1988

5)『宍道町歴史資料集』古墳時代編 I 宍道町教育委員会 1993

6)『上野遺跡・竹ノ崎遺跡』中国横断道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書7 島

根県荻育委員会 2001
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第9章 杓子観音 I遺跡

第1節 杓子観音 I遺跡の調査の経過と概要

調査の経過

杓子観音 I遺跡の調査は、宍道インター線の敷地内に地滑 りによる亀裂が確認され、平成13年 9

月に10ヶ 所のトレンチを設定して、試掘調査を行つた。その結果、石器、弥生上器、中近世の遺物

が出上し、本調査に着手した。

調査は、立木の伐採の後に調査対象地全面の表上を除去し、10月 22日 から発掘調査を行つた。体

を動かすと汗ばむような気候の中で表上を除去し、調査区のほぼ中央部から五輪塔の石材が確認さ

れた。本調査は、調査区の北側の斜面の低い方から、人力掘削により精査を行いながら南側の斜面

上部へと進めていった。暗褐色の上を除去すると、黄渇色の地山に掘 り込まれたピットが多数確認

された。また、斜面の下方において大きな黒色のプランが見らヤk住 居址の存在が確認された。住

居址と思われる場所の近 くからは土器片も数点出上し、その位置を記録しながら掘り進めた。斜面

の中央部の五輪塔が確認された場所では、長方形のプランが確認された。

第142図 杓子観音 I遺跡遺構配置図 (S=1:300)
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竪穴住居を検出したところ、その夕聰1に暗褐色の上が巡 り、溝状の遺構が確認され、住居址を取

り巻 く溝であることが判明した。調査区中央部の長方形のプランは掘 り下げると、壁が全面赤 く焼

けており、底には石が敷かれており同様に焼けていた。同じような遺構は、全部で3基確認してい

る。ピットは調査区の西側の斜面に集中することが判 り、順次検出していつた。ll月 28日 、休憩用

の小屋ではストーブが必要な寒さとなる頃、住居址の図面を記録し、北側の丘陵部から全景写真を

撮影し調査を終了した。

鰺鯵
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9
・
∂ rを 汗
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/
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甥 9

靱―
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第143図 杓子観音 I遺跡SI-01・ SD-02遺 物出土状況 (S=1:60)
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第 2節 調 査 の概 要 と結 果

1.調査の概要と遺構の配置

杓子観音 I遺跡は北向きの斜面に位置している。この緩斜面は、北東方向に開く谷へと続いてお

り、昭和48年に調査され住居址が検出された荻田遺跡がある。斜面上部の丘陵の西側、南側頂上に

は杓子観音古墳群が位置している。

遺構は、斜面の北側において竪穴住居跡 1(SI-01)、 中央部において中近世の火葬墓 3

(SX-01～ 03)、 時期不明の上抗3(SK-01～ 03)、 西側において溝 1(SD-01)、

ピット多数を検出している。調査区の東側に南北方向に伸びる地滑りによる段差が見られるが、こ

の場所から遺構は検出していない。

2.調査の結果

SI-01(第 144図)

調査区の北側、標高40mの北向きの斜面に位置している竪穴住居跡である。住居跡の位置する場

所の斜面は、谷筋の中央にあり傾斜が緩やかである。

掘り方の位置と柱穴の配置に多少のずれが見られるものの、主柱穴4本で平面が隅丸方形である。

規模は床面の壁体溝の内側で長軸5。Om、 短辺4。3m以上である。竪穴の東西の外側1.2～ 1.5mの場

―器 ＼ 7

!懲
毛

の

0         5cln

―
第145図 杓子観音 I遺跡SI-01出 土土器実測図 (S=1:4)

0            5gn

一
Gl
勿

I-01出 土石器実測図 (S=1:3)
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所に溝が巡つている。南側の高い場所では溝が途切れている。住居跡の北側の斜面下側は流失のた

め遺構が確認できなかった。本来の地山が傾斜しており、竪穴は盛 り上により壁が作 られていたと

考えられる。堅穴の中に堆積した土は、上層から明褐色上、暗褐色上、黒褐色土、黄褐色粘質上の

順に堆積している。

柱穴の規模は、 Plが60× 80cm、 深さ60cm、 P2が70× 80cm、 深さ50cm、 P3が50× 55cm、 深さ

50cm、 P4が35× 55cm、 深さ35cmで あり、 P4だけ深さが浅 くなっている。柱間距離は2.2mで、 P

3と P4の間が2.4mで ある。床面のほぼ真中に中央ピットがある。中央に円形の深いピットがあ

り、その周囲に浅い落込みが取 り囲む形 となつている。中央ピットの深さは、40cmで ある。 Plと

P4の 中間の床面が50× 30clllの範囲で焼けており、赤 く変色している。

竪穴の南西コーナーのから外へ向けて幅1。3m、 長さ1.Omの落込みがみられる。 この中は階段状

に加工されており、合計 3段が

確認された。住居の斜面上部に

向けての入 り日と考えられるも

ので、住居外の清もこの部分は

途切れている。

竪穴の外側の溝は、東西に分

かれ、弧状に曲がる形で掘 られ

ている。西側は、幅0,6～ 1。2m、

深さ0.15mで ある。東側は、長

さ7m以 上、幅0,8～ 1。 45m、

深さ15cmである。

遺物出土状況 (第143図 )

竪穴内からは、土器、石器が

出上している。 Plと P4の間

で弥生土器 (3,4)、 石器

(8,10)が 出上 している。中

央ピット内から、弥生土器 (5)

が、 P3の付近か ら弥生土器

(6, 7)が 出土 し、床面の東

端しで弥生土器・甕 (1)が口

縁部を上に向けて出土

している。土器は床面

から、やや浮いた状態

で出土している。図示

出来 なか った土器片

は、竪穴の中央部 と住

居を取 り巻 く東側の溝

内から出上している。
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第147図 杓子観音 I遺跡 SI-01東 側Pit群実測図

(S=l:60)
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第148図 杓子観音 I遺跡Pit群周辺出土遺物実測図 (S=1:4)

―- 128 -―



遺物 (第145図、第146図 )

1は甕で日径18.8cmを測る。日縁部が上方に伸び、下端部は僅かに下方に突出する。日縁の外面

に7条の沈線を入れ、体部外面の上半に板状の工具によると思われる押し引き状の刺突文を施 して

いる。内外面 とも風化が進み調整の残 りが悪いが日縁部の内面はヘラミガキ、内面頸部以下はヘラ

ケズリ、体部の外面にヘラミガキを施 している。外面の全体にススの付着がみられる。 2は小形の

甕で、日縁部が上下に突出している。推定回径16.5cmを測 り、日縁部の外面に4条以上の沈線を巡

らす。日縁部の内面にヘラミガキを施 している。 3も 小形の甕で推定回径13.6cmを測る。内外面 と

も風化が著しいため、調整が不明であるが回縁外面に2条の沈線を入れている。4は甕の回縁部で

ある。外面に6条の沈線を施 し、内面頸部以下にヘラケズリを施 している。日縁部の外面にススが

|

|

415m

1淡明灰掲色上
2淡灰褐色土
3暗灰褐色土
4淡明茶褐色土

0                                         1 rn

第149図 杓子観音 I遺跡 SX-03実 測図 (S=1:20)
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付着している。5は取っ手の破片である。6は器台の受け部と思われる。内面にヘラミガキが施さ

れる。7は器台の脚部で風化のため調整は不明である。8, 9は石器で、敲き石で8は片面、9は

両面に使用による窪みが残る。10は全面に使用により摩滅している。■も丁寧に磨かれている。弥

生土器の時期はV-2期Dと
考えられる。

SI-01東 側ピット群

(第147図)

SI-01の 東側において検出したピットである。表上を除去する段階からこの周辺において遺

物が出上しており、遺物を取 り上げ精査しピットを検出している。中央にやや大きめのピットがあ

第150図 杓子観音 I遺跡SX-03五 輪塔実測図 (S=1:6)
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り、その周囲に小さめのピットが

ある。建物に伴 う柱穴のように明

確な掘 り方ではな く、それぞれに

規格性は認められない。

遺物 (第148図)

出土遺物遺物は、須恵器である。

1は、輪状のつまみが付 くと思わ

れる杯・蓋である。 2は杯で高台

を有 していた と思われる。 4は、

高台をもつ杯である。底部外面に

回転糸切 り痕を残している。3は、

短頸壺である。 5は、高台を有す

る壺、 6も 壺である。須恵器の時

期は、 1, 2が大谷編年 8期
め

と

考えられる。

SX-03(第 149図)

調査区のほぼ中央部から出土し

ている。主軸方向がN-20° 一W

とほぼ南北方向を向いている。

1淡灰茶褐色粘質土(炭・焼土ブロックを多く含む)

1淡灰褐色粘質土
2淡黒褐色粘質土(炭状の有機物を多く含む)

3淡明灰掲色粘質土

o                                         l rn

第151図 杓子観音 I遺跡 SX-02実 測図 (S=1:20)

|

トーン部分は焼土

第152図 杓子観音 I遺跡 SX-01実 測図 (S=1120)
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410m

l暗茶褐色土(炭粒を含む)

2黄褐色土(炭粒を含む)

3暗褐色土(炭粒を含む)

4暗褐色土(ほ とんど炭の層)

第153図 杓子観音 I遺跡
SK-01実 測図 (S=1:20)

平面形 は長方形で、規模 は長 さ

0,98m、 幅0。 63m、 深さ0.3mを狽I

る。地山を長方形に掘 り窪め底に

石を4個敷き詰めている。石の表

面 と土墳の側壁は、焼けて赤 く変

色している。覆土中には炭が多 く

含まれてお り、原形を保つものも

あつた。底面近 くから骨の破片も

確認され、火葬墓であると考えら

れた。 この上墳の上部か らは五輪

塔が確認されている。

五輪塔 (第150図)

五輪塔の部材は全部で 5点出土

している。 1は空風輪部、 2～ 4

は水輪部、5は地輪部 と思われる。

石材は地元山の石が使用されてい

る。 2の空風輪部が白来待石 (安

漆 褐色粘質土 (炭含む)  ~
淡褐色粘質土 (炭含む)

淡暗褐色粘質土 (炭 を多量に含む)

地山

第154図 杓子観音 I遺跡SK-02実 測図 (S=1:20)

1 淡褐色粘質土

0                                         1m

第155図 杓子観音 I遺跡SK-03実 測図 (S=1120)
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山岩溶岩)、 その他は来待石 (凝灰質砂岩)である。各部材とも30cm大の石から加工された小形品

であり、梵字も表現していない。 1の空風輪部は一石で造られている。空輪は尖りがなく丸 く仕上

げられている。空輪と風輪の径がほぼ同じでくびれも浅い。水輪部は2の一点のみが完形である。上

下面は浅く窪み粗い正具痕を残している。胴部はあまり張らない。5は幅30硼、高さ24cmの長方体で、

幅に比して高さがある。これらの所産年代は16世紀を中心とする時期ではないかと考えられる。

SX-02(第 151図 )

調査区中央部の西側で、SX-02と 近接する位置にある。平面形は、長方形を呈している。土

媛の四壁は、焼けて赤 く変色している。底には石が2個入れられており、石の表面も焼けている。

覆土は淡灰褐色上、淡黒褐色上、淡明灰褐色上でいずれも炭を多く含んでいる。

SX-01(第 152図)

平面形は不整長方形で、墳底には石が2個置かれていた。長さ0。 95m、 幅が0。 57m、 深さ0.25m

である。上疲の四壁と石の表面は焼けて、赤く変色している。底面の一部も焼けている。

O
|          @       a

○
0                      2m

第156図 杓子観音 I遺跡SD-01実 測図 (S=1:60)

第157図 杓子観音 I遺跡遺構外出土土器実測図 (S=1:4)

ｍ
０ ５

一

0                       5cln

第158図 杓子観音 I遺跡遺構外出土石器実測図 (S=2:3)
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SK-01(第 153図)

調査区の北西側の斜面に位置している。径0.8mを 測る、平面形が円形の上抗である。底面は平

坦で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、上層から暗茶褐色土、黄渇色上、暗褐色上でいずれも炭化

物を含んでいるが、最下層は炭の層であつた。遺物は出上していない。

SK-02(第 154図)

調査区の東側に位置している。平面形は不整の円形を呈している。底面は傾斜してお り、覆土は

淡褐色土に炭を多 く含んでいる。遺物は出上していない。

SK-03(第 155図)

調査区の南側の斜面上部に位置している。平面形は長方形の短辺が崩れた形である。長さ1.87m、

幅0.46m、 深さ0.06mと 極めて浅いものである。覆土は淡褐色粘質上で、遺物は出土していない。

SD-01(第 156図 )

調査区の中央部やや西側の斜面に位置している。長さ5。5m以上、幅0.6～ 1.2m、 深さ0.2mであ

る。覆土は淡褐色上であり、炭化物を含んでいる。溝の底はほぼ平坦で傾斜は見 られない。遺物は

出上していない。

遺構外出土遺物 (第157図、第158図)

1は調査区の北側から出上した、弥生土器・壺の底部である。底径7.4cmを 測 り、外面にナデを施

している。内面の調整は風化が著しく不明である。 2は中世の上師器・椀の底部である。底部外面

が風化するものの、回転糸切 りにより切 り離される。3は中世の情鉢・底部にかけての破片である。

内面に擦 り目が残 り、使用により摩滅している。焼成は土師質のものであり、在地で生産されたも

のと思われる。 1は石鏃で、石材はサヌカイ トと考えられる。2は黒曜石製のスクレーパーであり、

刃部は一方から剥離してお り、その対角の面は礫ひ面が残る。

第3節 小結

今回の調査は、前年度の調査した古墳の北側の斜面であった。この斜面の谷筋を下ると、古墳時

代の住居跡が調査されている荻田遺跡がある。今回の調査で発見された住居跡は弥生時代後期後半

のものであり、時代的には朔るものの集落の広が りが確認された。弥生時代の竪穴住居跡で斜面の

上部に溝を巡 らすものは、安来市から宍道町にかけての中海、宍道湖沿岸部に顕著に見 られる。ま

た、住居への入 り日と見 られる階段状の遺構は、松江市勝負遺ば
)に

おいて確認されている。

中世墓は3基検出しており、いずれも火葬墓である。土坑の底に石を敷き、その中で遺体を焼い

たものである。中世後半の同様の火葬墓 としては、松江市中竹矢遺跡
り
、二反田遺跡

の
において確

認されている。両者 ともその周辺において石塔を確認してお り、石塔を伴 う墓 として共通 している。

註

1)   松本岩雄 「出雲・隠岐地域」『弥生上器の様式と編年』山陽・山陰編 1992

2)   大谷晃二 「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 1994

3)、 4) 島根県歓育委員会『国道9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査Ⅳ』1983

5)   松江市教育委員会『二反田古墓』1987
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第10章 自然科学的分析

第 1節 屋敷古墳群Ⅱ区 ¬号穴出土人骨

鳥取大学医学部法医学教室

井 上 晃 孝

島根県八束郡宍道町地内の屋敷古墳群Ⅱ区の 1号穴の玄室右奥部に、人骨が若干、集骨状に散在

していたが、骨の遺残性は不良である。

被葬者は 1体で、若年者の女性である。

出土人骨について、その概要を下記の順に報告する。

1.骨の遺残性

2.遺残骨名 とその部位

3.推定性別

4.推定年齢

5。 推定身長

6。 その他

7.考察

8。 まとめ

1.骨の遺残性

遺残骨は集骨状に散在、脆弱化しており、遺残骨数は少なく、遺残性は不良である。

2.遺残骨名とその部位

頭蓋骨

歯牙 :遊離歯牙 lヶ

右上顎第2小臼歯 (』 )

脊椎骨

頚椎骨 :血不明の椎体部の1部

胸椎骨 :血不明の椎体部の 1部

腰椎骨 :血不明の椎体部の 1部

胸郭骨

肋骨

上肢骨

尺骨

撓骨

下肢骨

形F骨

左 ;第 1肋骨

左 ;近位～遠位部 (茎状突起部欠)補完最大長21511ull

右 ;近位～遠位部

右 ;近位～骨体下部

左 ;骨体中央部

右 ;骨体の一部
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足骨 :左右不明 ;踵骨の1部

左右不明 ;楔状骨の1部

3.推定性別

遺残する上肢骨(尺骨 と撓骨)と 、下肢骨 (DF骨)は細 く、きゃしゃで粗面の発達も弱い。

歯牙 (』 )の歯冠径も小さいことから、本屍骨は女性骨 と推定する。

4.推定年齢

上肢骨の左右の尺骨の遠近両端の骨端線は完全閉塞 (融合)、 右撓骨の近位部の骨端線は完

全閉塞(融合)し ていることから、本屍は成人域 (20才以上)に達している。

歯牙 (』 )は完全萌出、咬耗度は極めて軽微であることから、本屍の年令は若年者で、壮

年前期 (20代前半)位が推定される。

5.推定身長

遺残する左尺骨はほぼ完形、補完最大長215111111か ら、本屍の生前の身長は藤井法
う
で146.Ocm

である (ピ アソン法"は尺骨からの身長推定式がない)。

6.その他

遺残骨数が少な く、完形骨もな く、脆弱化 しているので、遺残骨か らは特異的損傷、骨折、

疾病の有無は不詳である。

7.考察

玄室右奥部に人骨が若干、集骨状に散在 していた。

右奥部に遺残する人骨の部位は、骨格順に示すと、歯牙 lヶ 、脊椎骨の 1部、肋骨の 1部、

尺骨 (左右)、 撓骨 (右 )、 υF骨 (左右)と 足骨 (左右不明)の 1部である。

本屍が埋葬されて、白骨化後、恐 らく祭祀の際 (?)人為的に骨の移動が行われた形跡があ

る (遺残骨の配置具合からみて)。

玄室中央部に位置していたと思量される本屍の主要骨 (頭骨、上腕骨、骨盤、大腿骨、胚骨)

上に、真上の天丼からの落上が大量に堆積、その為に主要骨は風化、消失したものと推察される。

そして、たまたま玄室右奥部は天丼からの落上がなく、上記の人骨が若千遺残したと推察さ

ヤ化る。

3.ま とめ

島根県八束郡宍道町地内の屋敷古墳群 II区の 1号穴には、玄室右奥部に遺残性不良の人骨が

若干、集骨状に散乱していた。

被葬者は 1体で若年者である。

本屍骨は、性別女性、年令壮年前期 (20代前半)位、身長約146.Ocmと 推定する。

遺残骨をみる限 り、後世の人為的撹乱 (集骨状)の形跡がみられた。

文献

1.藤井 明 (1960);四 肢長骨の長さと身長 との関係について。順天大保健体育、 3,49-

61.

2. Pcarson,K。 (1899) :A/1athematical contributions to the theol‐y of evolution,V.On the

reconstruction ofthe stature of prehistic races,Phill.TransoRoy,Soc.London,ser.A.192,169-244
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第2節 屋敷古墳群Ⅱ区7号穴出土人骨

鳥取大学医学部法医学勃室

井 上 晃 孝

はじめに

島根県宍道町地内の屋敷古墳群Ⅱ区7号穴には、被葬者 2体が埋葬されていた。

横穴玄室の右奥部に集骨状に遺残する人骨を 1号人骨、左奥部に若干遺残する人骨を2号人骨 と

仮称する。

玄室中央部は天丼の上砂の崩落があり、その真下に位置する骨は土砂の堆積で埋まり、風化消失

していた。

右奥部の集骨状 (成人骨)の遺残骨 (1号人骨)の中に、 2号人骨の小児骨の頭骨片が一部混在

していた。

両者の骨の遺残性は不良であった。

1号人骨

玄室右奥部に、集骨状に遺残していた一群の人骨で、主に頭骨 (上、下顎歯牙 :遊離歯牙)

と下肢骨若干であった。

1)骨の遺残性

遺残性はきわめて不良で、完形の骨はない。

上、下顎の歯牙はすべて遊離歯牙で散乱状に遺残していた。

2)遺残骨名 とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :頭頂部～後頭部 (右人字縫合上部にインカ骨 lヶ )、 左後頭骨片、鼻骨の一部、

左頬骨上顎部、右眼寓下縁～頬骨部、右側頭骨 (錐体部を含む)、 右上顎骨 (7～ J:歯

槽開放、死後欠)

下顎骨 :剥離状を呈し、破損化

左下顎体歯槽部 (頬側のみ)、 右下顎体歯槽部 (頬側のみ)

歯 牙 :全て遊離歯牙21ヶ

∬76× ××××∬ 2345678

7654  1

∬ :破損部位

2345678

× :死後欠 (歯槽開放)

下肢骨

大腿骨 :左 ;骨体中央部 (後面)、 骨片化

胚 骨 :左右不明 ;骨体の一部
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3)推定性別

本屍頭骨後頭骨の頂平面が平滑である、外後頭隆起の突出がきわめて弱い、歯牙の歯冠径が

比較的小さいことから、本屍骨は女性骨 と推定する。

4)推定年齢

① 頭蓋冠縫合

外板 :矢状縫合は少し離開ぎみで、融合の程度不明、人字縫合は左右 とも未融合。

内板 :矢状縫合は孔間部融合、後部やや融合、人字縫合は左右 とも未融合。

② 口蓋縫合

切歯縫合はほぼ完全融合、横回蓋縫合は未融合。

③ 歯牙の咬耗度

中、側切歯 :ブロカーの2度

Jヽ 臼 歯 :咬耗なし

大 臼 歯 :ブロカーの 1度

以上から、本屍の年齢は壮年中期 (30代)位 と推定する。

5)推定身長

遺残する本屍骨の長管骨 (下肢骨)が骨片化 しており、完形骨がないので、本屍の生前の身

長は不詳である。

6)疾病・骨折の有無

本屍の遺残骨をみる限 り、疾病の有無は不詳である。

損傷 (骨折)

左頭頂骨の中央部に板間層 (頭蓋骨の外板 と内板の中間層)に達する不整形の陥没 (凹)部

(よ こ10× たて16.5× 深さ2.5～3.511ull)が lヶ みられた。

損傷部周辺骨の増殖が認められることから、支傷後ある期間生存 していたものと推察される。

成因は不詳であるが、生前鈍器による骨折で、法医学的には上記損傷は “頭蓋骨陥没骨折"

とヤゝっ。

7)その他

本屍の頭蓋骨後頭骨の人字縫合部の右上部にインカ骨 (介在骨)を lヶ 認めた。

2号人骨

玄室左奥部に若干の未熟な骨が散在 していた。玄室右奥部の 1号人骨 (成人女性)の遺残骨

の中に、 2号人骨の頭骨片が一部混在 していた。

1)骨の遺残性

遺残骨数少なく、骨の遺残性きわめて不良であつた。

2)遺残骨名 とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :骨片化

前頭骨後面、頭頂骨片 (矢状縫合部)、 左側頭骨の一部 (錐体部)、 右側頭骨の一部 (錐体部)

下顎骨 :下顎体 (前面正中部)
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3211123∬
× XXIX× ×

× :死後欠 (歯槽開放)

∬ :破損部位

歯 牙 :遊離歯牙 lヶ ;右下顎第 1大臼歯 (司 )、 歯根 2/3形成

3)推定性別

本屍骨は骨片化、歯牙 (司 )は永久歯で萌出歯牙であるが、10才未満の小児で、性別は不

詳である。

4)推定年齢

遺残歯牙 (司 )は永久歯で萌出歯牙で 6才以上、しかし、歯根形成は未完で10才以下、歯

根は2/3形成されている所から、本屍の年齢は7～ 8才位の小児 と推定される。

5)推定身長

本屍の遺残骨は頭骨のみで、長管骨がないので、本屍の生前の身長は不詳である。

6)疾病・骨折の有無

本屍の遺残骨をみる限り、疾患・骨折の有無は不詳である。

7)そ の他

特記事項なし。

考察

インカ骨

島根県横田町地内の角・宮ノ峠横穴墓
う

には被葬者 2体が埋葬されていた。

1号人骨は40代熟年前期の女性、

2号人骨は40代後半の壮年後期の女性であつた。

両者の頭蓋後頭部に、同じ形態のインカ骨を認めた。

両者の副葬品の須恵器はともに山陰編年歴のⅣ期で時期差もあまりなく、母娘の関係よりも、

姉妹の関係が推察された。
2)

このインカ骨の出現頻度は、 日本人では男性3.1%、 女性2,2%と きわめて少ない 。

インカ骨は遺伝形質であり、血縁関係の濃い間柄では出現頻度が高 くなる。

本遺跡第 7号横穴墓の 1号人骨 (壮年中期30代の女性)の頭蓋後頭部の人字縫合の右上部に

インカ骨を lヶ 認めた。

もし、 2号人骨 (7～ 8才の小児)の頭蓋骨が遺残し、後頭部の人字縫合部が完形で、同時

にインカ骨が認められたら、 1号人骨 (30代の女性)と 2号人骨 (7～ 8才の小児)と はきわ

めて血縁関係の濃い間柄が思量される。

しかし、 2号人骨の頭骨後頭部が遺残していないので、両者間の血縁関係の有無は不詳であ

る。
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まと妙

島根県宍道町地内の屋敷古墳群Ⅱ区7号穴には、被葬者 2体が埋葬されていた。

玄室右側奥部の 1号人骨は、女性、年齢は壮年中期 (30代)位、身長は不詳である。

本屍頭骨左頭頂部の中央部に、不整形の陥没 (凹)部があり、生前の “頭蓋骨陥没 (凹)骨

折"痕が認められた。

さらに、後頭骨の人字縫合部の右上部にインカ骨を lヶ 認めた。

玄室左側奥部の2号人骨は、10才未満 (7～ 8才位)の小児 (性別不詳)、 身長不詳である。

本屍頭骨は骨片化してお り、インカ骨の有無は不詳である。

従つて、被葬者同士の血縁関係の有無は不詳である。

文献

1.井上晃孝 (1994):横 田町宮ノ峠横穴墓出土人骨について、角・宮ノ峠横穴、柏原遺跡発

掘調査報告書、14-25,島根県横田町教育委員会。

2. Dodo,Y。 (1975):Non-lnetric traits in the」apanese crania ofthe Edo period,Bull.

NathiScioMuseum.Ser.D。41-45.
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第3節 長廻古墳群2号穴出土人骨

鳥取大学医学部法医学教室

井 上 晃 孝

はじめに

島根県八束郡宍道町地内の長廻 2号穴には、玄室やや奥部に集中して、骨が集骨状または散乱状

に遺残していた。

骨の掘 り上げに際し、左奥から左手前に向かっての 1群の骨を 1号人骨、次にその右側に位置す

る人骨を2号人骨、その右側の骨群を3号人骨、次に4号人骨と5号人骨に分けて骨を採取した。

全般的に、骨の遺残性は不良。とくに、小児骨が多かつたので、未熟骨のため、破損、消失骨が

多い。

被葬者数は5体で、

歯牙の記載法

X

●

最後に、

成人 1体、小児4体であった。

A～ E:乳歯

1～ 8:永久歯

○ :釘植歯牙

△  :遊離歯牙

死後欠 (歯槽開放)

埋伏歯 (可視)

埋伏歯 (不可視)

長廻古墳群 2号穴出上人骨一覧 (付表)に まとめた。

1号人骨

玄室左奥部に頭骨片 と歯牙が遺残、骨の遺残性が極端に悪 く、

た。

1.骨の遺残性

遺残性はきわめて悪い。

2.遺残骨名 とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :左右の頭頂骨片

下顎骨 :左右不明の歯槽部骨片

歯 牙 :遊離歯牙 (9ヶ )

上、下顎の歯牙 9ヶ を検出し
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3.推定性別

遺残歯牙は全て永久歯で、その歯冠径をみると、一般的に小さく、本屍歯牙は女性 と推定さ

れる。

4.推定年齢

遺残歯牙の咬耗度はブロカーの 1～ 2度で、本屍の年齢は壮年期 (30代)が推定される。

5.推定身長

遺残頭骨片 と歯牙からは、身長推定できないので、本屍の生前の身長は不詳である。

6。 その他

遺残骨からは、 これ以上の情報は得 られない。

2号人骨

1号人骨の右隣 りに位置する 1群の骨を2号人骨 とした。

遺残骨は頭骨片、下顎骨 (完形)と 上肢骨若干であった。

1.骨の遺残性

本屍骨は幼若骨で、下顎骨を除いて遺残性は悪い。

2.遺残骨名 とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :左右不明の頭頂骨、側頭骨片

上顎歯牙 lヶ (遊離歯牙)

下顎骨 :完形 (乳歯、永久歯 :釘植、埋伏歯)

歯 牙 :

△

Ａ

EDCBA
OO× × ×

7654321
●●・・ 。●●

ABCDE
X× × ○ ○

1234567
0●・・・0●

上肢骨

鎖 骨 :左右不明 ;骨体の一部

上腕骨 :  左  ;骨体部

左右不明 ;骨体の一部

3.推定性別

本屍骨は幼若骨 (未熟骨)で小児骨であるので、性別は不詳である。

4.推定年齢

本屍の下顎骨は完形で、乳歯 と永久歯が併存 している。

乳歯は左右の第 1, 2乳臼歯 (D, E)が萌出、乳中切歯 (A)、 乳側切歯 (B)、 乳犬歯

(C)は萌出していたが、死後欠であった。

永久歯は左右の第 1大臼歯 (6、 Ml)|よ未萌出の状態で、当分萌出する気配がない。

通常、この歯牙は6才頃萌出するので、 6才臼歯 と言われる。しかし、この歯牙は埋伏歯の
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状態で、現代の小児なら4才位である。

しかし、古墳時代の栄養状態が現代よりも若干悪かったと想定すると、歯牙の萌出も若千遅

れ気味が推察されるので、本屍の年齢は4～ 5才位 と推定される。

5.推定身長

本屍骨の長管骨で遺残しているのは、左上腕骨だけで、幼若骨で骨幹部のみ遺残、上、下の

骨端部が消失しており、真の骨長が不明であるので、本屍の生前の身長は不詳である。

6。 その他

本屍骨の上腕骨骨幹部に小動物 (ネズミ)に よる咬傷痕が若千認められた。

3号人骨

2号人骨の右隣 りの散骨状の 1群の骨を3号人骨 とした。

骨の遺残性は悪 く、若千の骨が遺残していた。

1.骨の遺残性

本屍骨は幼若骨で、骨の遺残性は極めて悪い。

2.遺残骨名 とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :頭骨片 2片 (左側頭骨片、右側頭骨片)

胸郭骨

肋 骨 :右 ;骨片 (血不明)

上肢骨

撓 骨 :左右不明 ;骨体中央部の一部

左右不明 ;骨体中央部の一部

3.推定性別

本屍骨は幼若な小児骨であるので、性別は不詳である。

4.推定年齢

本屍骨は幼若骨で、骨の遺残が悪 く、年齢推定できる骨の遺残はないが、撓骨の大きさは小

児域であるが、それ以上の年齢区分は不詳である。

本屍骨は年齢不詳の小児であるとの推定にとどめたい。

5.推定身長

遺残骨からは、本屍の生前の身長は不詳である。

6。 その他

特記事項なし。

4号人骨

3号人骨の右隣 りに位置し、やや集骨状で遺残骨は脊椎骨、上、下肢骨で、遺残性は悪い。

1.骨の遺残性

本屍骨は小児骨で、主に上、下肢骨が遺残 していたが、遺残性は悪い。

2.遺残骨名 とその部位
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頭蓋骨

頭 骨

脊椎骨

腰椎骨

胸郭骨

肋 骨

上肢骨

上腕骨

肩甲骨

下肢骨

寛 骨

大腿骨

左眼簡下縁部～頬骨の一部

椎体部 lヶ (血不明)

左 ;骨片 (血不明)

骨片 (血不明)

右 ;関節臼冑部 と肩峰の一部

右 ;仙腸関節部と大座骨切痕部

左 ,骨体中央部

骨体中央部

左右不明 ;下端骨の一部 (顆間簡)

3.推定性別

本屍骨は小児骨で、 2号人骨 (4～ 5才位)、 3号人骨 (年齢不詳の小児)よ りも大きい小

児骨であるが、本来なら、性別不詳 とすべきであるが、あえて大座骨切痕の形状から、本屍骨

は男性の小児が推定される。

4.推定年齢

遺残骨を見る限 り、本屍骨は未熟骨で、長管骨の骨端線から、全て上下 とも消失している。

2号人骨 と3号人骨 と比較すると、若千加令がみられ、骨も大きく、本屍骨は10才前後の小

児が推定される。

5.推定身長

遺残の長管骨は完形でないので、本屍の生前の身長は不詳である。

6.そ の他

特記すべき事項なし。

5号人骨

玄室右奥部に散乱する1群の骨を5号人骨 とした。

遺残骨は未熟骨で小児骨のため、破損骨が若干遺残していた。

1.骨の遺残性

本屍骨は一見して未熟骨で、小児骨で頭骨片 と上、下肢骨の一部が遺残していた。

骨の遺残性は極めて悪い。

2.遺残骨名 とその部位

頭蓋骨

頭 骨 :右頭頂骨片 と連続する右側頭骨片

上肢骨
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上腕骨 :左 ;骨体中央部のみ

尺 骨 :右 ;近位部～骨体中央部

下肢骨

寛 骨 :左 ;仙腸関節部 と腸骨の一部

右 ;腸骨体の一部

3.推定性別

本屍骨は未熟な小児骨で、遺残性が悪 く、性別判定する部位もないので、性別は不詳である。

4.推定年齢

本屍骨は明らかに未熟な小児骨である。

本横穴から出上した小児骨 (2～ 5号人骨)について、骨の大きさ等を比較検討すると、 5

号人骨の骨の大きさは、 2号人骨 (4～ 5才)、 3号人骨 (年齢不詳)、 と比較的類似 している

が、 4号人骨 (10才前後)よ り小さい。

以上から、本屍骨の年齢は推察の域を出ないが、あえて推定すると5～ 8才位である。

5。 推定身長

遺残骨からは、本屍の生前の身長は不詳である。

6。 その他

特記事項なし

考察

1.骨の遺残性

骨の遺残性は、出土する遺跡の上質 と骨の成熟度に大きく左右される。

本遺跡の長廻 2号穴出土人骨の遺残性は、東出雲町の横穴群
°)と

同様に、全般的に悪い。

本遺跡は、 とくに、小児骨が多かつたため、未熟骨で破損、消失骨が多かつた。

しかし、例外的に2号人骨 (4～ 5才の小児)の下顎骨が完形で検出された。

下顎骨には乳歯 と永久歯が併存してお り、歯牙の萌出、未萌出が確認され、年齢が推定 しえ

た。

2.歯牙の萌出状態から年齢推定

古人骨の年齢推定する指標の 1つに、歯牙の萌出状態がある。

乳歯 と永久歯の萌出は、ある一定の順序で萌出するので、その萌出状態で年齢推定が可能 と

なる。

古代人でも、況代人でも、歯牙の萌出順序は一定であり、時代差はそれほどない。

極端に、栄養状態が悪 くならない限 り、健常者では歯牙の萌出は半年 くらいの早、遅で萌出

して くる。

通例、乳歯は生後 7,8ヶ 月頃から中切歯が萌出、2才半までに第 2日歯が萌出、完了する。

永久歯は6才頃から第 1大臼歯が萌出、12、 13才位で第 2大臼歯が萌出完了する。

第 3大臼歯 (智歯)は、17,18才頃から萌出し、25才位までで萌出完了する。

1)乳歯の萌出状態から年齢推定が可能だつた事例

鳥取市六部山古墳群23号墳
°
の小石棺内のほぼ中央部に、小児骨が集骨状に埋葬されていた。
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本屍骨は骨の遺残性が比較的良好で、上、下顎の歯牙の遺残が良 く、 とくに下顎骨はほぼ完

形で、乳歯の萌出状態が良 く保存されていた。

下顎の萌出歯牙は左右の乳中切歯 (A)、 乳側切歯 (B)と 第1乳臼歯 (D)で、未萌出 (埋

伏)歯牙は左右の乳犬歯 (C)と 第 2乳臼歯 (E)であった。

この萌出状態は、現代の小児では 1才半位に相当する。古墳時代人の栄養状態は現代人 と比

較すると、幾分悪かったと推察されることから、歯牙の萌出も若干遅れ気味 と思量され、本屍

小児骨の年齢は2才前後位 と推定した。

2)永久歯の萌出状態から年齢推定が可能であった事例

鳥取県羽合町長瀬高浜遺跡のSX-79号 墳
つ

の小石棺内には、小児 1体が仰臥仲展位で埋

葬されていた。

頭蓋骨 と下顎骨は、発掘時ほぼ完形であった。本屍小児骨の歯牙はほとんど遺残していた。

乳歯は全て完全萌出、永久歯は一部の歯牙がわずかに萌出しかかつているが、他の永久歯は

全て歯槽内に埋伏 (未萌出)の状態であった。

本屍小児骨の左下顎第1大臼歯 (6、 Ml)|よ萌出しかかっているが、右下顎の第 1大臼歯

(6、 Ml)は埋伏 (未萌出)の状態で、現代の小児では5才位に相当する。

古墳時代人の栄養事情を考慮すると、現代人よりも歯牙の萌出も若干遅れ気味であろうと推

察されることから、本屍小児骨の年齢は5～ 6才位 と推定した。

3)長廻 2号穴出± 2号人骨 (小児)の年齢推定

2号人骨の下顎骨は完形、乳歯 と永久歯が併存していた。

乳歯は全て萌出、左右の第 1, 2乳臼歯 (D、 E)が釘植、左右の乳中切歯 (A)、 乳側切

歯 (B)、 乳犬歯 (C)は死後欠で歯槽開放であった。

永久歯は左右の第 1大臼歯 (6、 Ml)が未萌出 (埋伏歯)の状態であることから、 6才以

下の小児である。

乳歯が完全萌出、永久歯が未萌出の状態で、第 1大臼歯 (6、 Ml)が未だ当分萌出する気

配がない所から、現代の小児では4才位に相当する。

古墳時代の栄養事情を考慮 しても、本屍小児骨の年齢は4～ 5才位 と推定される。

鳥取市六部山古墳群28号墳の小児の年齢は2才前後位、鳥取県羽合町長瀬高浜遺跡 SX-7

9号墳の小児の年齢は5～ 6才位である。島根県宍道町長廻 2号穴の2号人骨 (小児)の年齢

は4～ 5才位であり、前 2例の中間的年齢である。

まとめ

島根県八束郡宍道町地内の長廻 2号穴には、人骨が多数散在 していた。

骨の遺残性は全般的にきわめて不良であつた。

例外的に、 2号人骨 (小児)の下顎骨が完形で検出された。乳歯 と永久歯が併存 しており、

その萌出状態から、年齢が確実に推定できたのは幸運であつた。

被葬者数は5体、内訳は成人女性 1体、他の4体はすべて10才以下の小児であつた。

1号人骨は女性、年齢壮年期 (30代 )、 身長不詳である。

2号人骨は性別不詳、年令 4～ 5才位の小児、身長不詳である。
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3号人骨は性別不詳、年令不詳 (5～ 8才 ?)の小児、身長不詳である。

4号人骨は性別男性 (?)、 年令10才前後の小児、身長不詳である。

5号人骨は性別不詳、年令 5～ 8才位の小児、身長不詳である。

2号人骨の上腕骨に小動物 (ネ ズミ)に よる咬傷痕が認められた。

文献

1.井上晃孝(1997):島 田池遺跡 1、 4調査区横穴墓群出土人骨について、島田池遺跡、鶴貫

遺跡 (本文編)、 252-274、 建設省松江国道工事事務所 。島根県荻育委員会。

2.井上晃孝(1998):渋山池古墳群Ⅳ区横穴墓出土人骨、渋山池古墳群、163-187、 建設省松

江国道工事事務所 。島根県教育委員会。

3.井上晃孝(1995):六部山古墳群26、 28号墳出土人骨について、六部山古墳群I、 109-■ 7、

鳥取市教育福祉振興会。

4.井上晃孝(1983):長瀬高浜遺跡出土人骨の報告 (昭和54～56年度)、 長瀬高浜遺跡発掘調

査報告書V(本文編)、 299、 鳥取県教育文化財団。

付表 長廻古墳群 2号穴出土人骨一覧

被茅老血 推定性別 推定年齢 推定身長 備  考

1号人骨 ♀ 壮年期 (30代 ) 不詳

2号人骨 不詳 小 児 (4～ 5才 ) 不詳 上腕骨に小動物によする咬傷痕

3号人骨 不詳 小児 (不詳 5～ 8才 ?) 不詳

4号人骨 ♂ (?) 小児 (10才前後) 不詳

5号人骨 不詳 小児 (5～ 8才) 不詳
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屋敷古墳群 図版 3

IttS I-03 完掘状況

I区加工段 1・ 2・ 3 完掘状況
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屋敷古墳群 図版 5
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屋敷古墳群 図版 6
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屋敷古墳群 図版 7
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I区加工段 5 土層
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IttS K-01 遺物出土状況

I区 ]号墳 調査前
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I区 1号墳 土層 (墳丘北側を西から)

I tt l号墳 土層 (墳丘南側を東から)
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I区 1号墳 土層 (墳丘東側を南から)

I区 1号墳 土層 (墳丘西側を北から)
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I区 3号墳 石棺及び周溝完掘状況
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I区 3号墳 石棺掘方 掘削状況
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I区 3号墳 石棺取上げ後状況
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IttS D-03 土層
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